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プロローグ　少女の騎士の英雄譚



　むかしむかしあるところに、アイリス・アイネイアスという少女がいました。

　アイリスは年端もいかない女の子でしたが、普通の女の子とは少し違います。彼女は騎士として、お城に住む人々のために戦っていました。外には人間を食べる恐ろしい魔物がいて、お城の人達たちを守っていたのです。

　お城の人達はアイリスに感謝すると同時に、心配もしていました。アイリスの姿は、ドレスを着ればお姫様と見間違えてしまいそうなほど華麗で、その可か憐れんな手は剣を握るより、野花を摘む方がよほど相応ふさわしいように見えたからです。

　しかしアイリスは、口から火を吹く凶暴なドラゴンにも、王様を狙う悪い魔女にも、果敢に立ち向かっていきました。

　彼女の美しい白い肌が、傷だらけになったこともありました。

　彼女の麗しい金色の髪が、魔物の血で真っ赤になったこともありました。

　それでも、アイリスは戦い続けました。

　何な故ぜならアイリスは──










第一章　幻想との出会い



「誰かを守る為ためだけに生きているのだと、信じて疑わなかったからです。……か」

　そこまで本を読み、龍りゆう斗とは机の上に積んである本の山を一いち瞥べつした。

　寝坊で授業に遅刻してしまった罰として、放課後の内に図書室の本棚に戻すように言われた、大量の本。

　古典文学や古典評論など、高校生が見向きもしない本が蔵書されている第一閲覧室での作業に飽き、手近にあった本を読んでいたのだが、改めて見るとげんなりしてしまう。

　あと十分したら、再開しよう。そう決めて、龍斗は再び読んでいた本に視線を落とすと、

「あの……石いし馬ま先輩？」

「うおっ!?」

　突然かけられた少女の声に、慌てて振ふり返かえった。

　肩に触れる程度の栗色のショートヘアに、ぱっちりと開いた目。

　その体つきは細く、透き通った白い肌も相まって、どこか百ゆ合りの花を連想させる。

　声の主は、龍斗の後輩、村むら枝えだ由ゆ紀きだった。

「ご、ごめんなさい。もしかして、驚かせてしまいましたか？」

















　龍りゆう斗との反応が予想外だったのか、申し訳なさそうな表情を浮かべる。

　その由ゆ紀きの顔を見て、龍斗はほっと胸を撫なで下おろした。

「いや、てっきりサボってるところを先生に見つかったのかと思ってさ。でも、由紀はなんで図書室まで来たんだ？　今日は部活休むって、メール送ったはずだけど」

「もう部室で本を読み終えましたから、図書室で借りた本を返すついでに、石いし馬ま先輩の様子を見に来たんです。……でも、石馬先輩が小説に興味を持ってくれて嬉うれしいです。普段は部室に来ても、私とお喋しやべりしかしませんから」

「ははは……由紀には悪いと思ってるよ」

　龍斗の通う桜さくらヶが丘おか高校の文芸部には、龍斗と由紀しか部員がいない。今年の春、由紀が入学した時に創部したため、人数が少ないのだ。

　しかも、龍斗は小説をあまり読んだことがなく、頭数を揃そろえるだけでもいいからと由紀に頼まれ、入部した始末である。最近では少しでも部員らしくしようと小説を読むようにしているが、完走した記憶は一度もない。

「でも、どんな本を読んでいたんですか？　熱心に読んでいたみたいですけど」

「まだ少ししか読んでないけど、外国の女の子の騎士のお話だよ。凶暴なドラゴンや、悪い魔女と戦う、ファンタジー小説みたいだ」

　そう言いながら、龍斗は由紀に手にした本を見せた。

　随分立派な装丁の本で、絹で編まれたワインレッドのカバーはどこか気品を纏まとっており、本自体も辞典並みに厚い。

　だが奇妙なことに、学校の図書室で義務付けられているはずの貸し出し用のバーコードも、請求記号のラベルも貼られていなかった。

「へえ。意外ですね、石馬先輩がファンタジー小説に興味を持つなんて」

「俺も驚いてるよ。小説なんて全然読んだことなかったのにさ」

　龍斗は眉を顰ひそめながら、手にした小説へと目を落とす。

　龍斗自身、何な故ぜこんな堅苦しそうな本が目に留とまったのかよく分からない。

　だが気が付けば、龍斗は何かに取り憑かれたように、その本を手に取り読んでいたのだ。

「でも、不思議な本ですよね。著者どころか題名も書かれてないなんて」

「……えっ？」

　しげしげと本を見つめる由紀の言葉に、龍斗は耳を疑う。

「何言ってるんだよ。作者の名前は書かれてないけど、題名はちゃんとあるじゃないか」

　龍斗が題名を指でなぞりながら、

「『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』、って」

　その本の名前を、ゆっくりと呟つぶやいた。

　だが、由紀は龍斗の言葉を聞いても首を傾かしげるばかり。その表情は、目を凝らせば頭の上に疑問符すら浮かんで見えそうだ。

「本文だってちゃんと書いてあるしさ。えーっと……むかしむかしあるところに、アイリス・アイネイアスという少女がいました──」

「……もしかして、石いし馬ま先輩私をからかってます？」

　怪け訝げんな顔をしていた由ゆ紀きは一転、不満そうにじとーっと、龍りゆう斗とを見つめた。

「えっ？」

「だって、そのページ何も書かれてないですよ？」

　龍斗は固まりながら、どこか呆あきれのこもった由紀の瞳を見つめる。

　しばらくして、龍斗は慌てて由紀の言葉を否定した。

「いやいや、違うって！　ほら、しっかりとここに書いてあるだろ？」

「そ、そんなこと言われても……」

　由紀は戸惑いながらも、普段はぱっちりと開かれた大きな目を細め、むーっと本の見開きを見つめる。

　しかし、

「やっぱり、私には何も見えませんよ？」

　ふう、と息をつき、由紀は顔を上げた。

　……もしかして、部活を休んだことを怒って、からかっているのだろうか。元々俺が遅刻して本の整理をさせられているわけだし。

　そう考えながら、龍斗が謝罪の言葉を口にしようとした時、下校のチャイムが鳴った。

「あっ、もうこんな時間になっちゃいましたね。……あ、あの、石馬先輩も今日はもう帰りますよね？　もし良かったら、途中まで一緒に帰りませんか？」

　つい先程の小説の件を忘れたように、由紀が龍斗に問いかけた。

　ただ下校に誘っているだけだというのに、何な故ぜかその声はうわずっている。よく見れば、髪から覗のぞかせた耳だって仄ほのかに赤い。

「えっ？　……あー、悪い。まだ本の整理が終わってないから、もう少し遅くなりそうだ。俺はもう少しここにいるから、由紀は帰ってくれてもいいよ」

「じゃ、じゃあ私も手伝います！　図書室にはよく来ますから、本の場所とか自信あります。それなら……一緒に帰れますよね！」

「お、おう。じゃあ、頼めるか？」

　普段の由紀らしくない勢いに、思わず龍斗はたじろいでしまう。最後の言葉が妙に強調されているようにも聞こえたのは、気のせいだろうか。

「じゃあ、早く終わらせてしまいましょう！」

　由紀はやる気満々といった顔でそう言うと、机の上に積んであった本を胸に抱えた。そして、テキパキとした動作で本棚に戻していく。

（……でも、由ゆ紀きの家って学校の近くじゃなかったっけ？）

　釈然としないまま龍りゆう斗とは立ち上がろうとして、ふと『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』に視線を落とす。

『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を読んだ時、はっきりと物語の情景を頭の中に思い浮かべることが出来た。金色に輝く髪。可か憐れんな手で握る、西洋の剣。

　何な故ぜこんなにもこの小説に惹ひかれるのか、龍斗自身分からない。

　分からないが……、

「本の整理が終わったら、借りてみようかな」

　誰に言うでもなく呟つぶやくと、本を抱え立ち上がった。



　◇



　本の整理を終えた後、龍斗は『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を借りようとしたが、あいにく図書室の司書は席を外していた。そのため本を借りる旨の書置きを残し、とりあえず帰宅することにした。

　学校を出てからほんの短い時間だが、龍斗は由紀と雑談を交わしながら下校する。途中で龍斗は由紀と別れ、家までの近道である公園に足を踏み入れた。

　辺りはもう薄暗い。そのせいか、昼間は子ども達の声でいっぱいの公園も今は静まり返っており、人の気配はない。

「……むかしむかし──」

　ない、はずなのだが。

「……ん？」

　ふと、誰かの声が聞こえ龍斗は足を止めた。

　空耳だろうかと思いながら、耳を澄ますと、

「──むかしむかしあるところに、ドロシー・スノウという少女がいました」

　今度は、はっきりと聞こえた。

　物語でも読み上げるような不自然な言葉に、思わず声の主を探し……そして、見つけた。

　街灯に照らされた、木製のベンチ。周りが薄暗かったため気付かなかったが、そこに誰かが足を組み座っていた。

「ドロシーは、小さな村に住む猟師の娘です。彼女には生まれた時から、三匹の家族がいました。ですが、普通の家族ではありません。ドロシーの家族は人間ではなく、動物だったのです」

　声音から察すると、恐らく少年だろう。しかし、少年はフードを深く被っているため、顔までは分からない。

「ドロシーが十の誕生日を迎えた日、ドロシーの父親が病に倒れてしまいました。お医者さんからもらった薬を呑のんでも治らず、ドロシーは悲しみに暮れ、毎晩泣き続けました」

　龍りゆう斗とがいることに気付いているのか、いないのか。少年は手元に本を広げ、淡々と本を読み上げている。

　夜の公園で、本を朗読する少年。その奇妙な光景に理解が追いつかず、龍斗は呆あつ気けに取られ立ち尽くすばかりだ。

「しかしある日、ドロシーは東の山に魔女が住むという噂うわさを耳にします。そして、彼女は家族である動物達たちを連れて、父の病を治してもらうために旅立ちました」

　そこで、少年はようやく本から顔を上げ、龍斗を見た。

「なんて、お伽とぎ話ばなしじゃよくある話だよな。こんなありふれた物語、今じゃ誰も見向きもしない。あんたもそう思うだろ？」

「えっ？　……あの、俺ですか？」

　だが、少年は困惑した龍斗の言葉には返答せず、ベンチから立ち上がると龍斗に歩み寄る。

「まあ、物語なんかどうだっていいけどな。どれだけ物語が斬新だろうが、どれだけ感動的だろうが、そんなものに価値はない。少なくともこヽのヽ本ヽにとってはな」

　龍斗と対たい峙じするように、少年は足を止めた。

「この小説に求めてるのは、ただ一つ。……使えるか使えないか。それだけだ」

　そして、少年は広げていた小説に目を落とし、

『獣使いの乙女メイデン・オブ・テイマー』

　静かに……だが楽しそうに、そう呟つぶやいた。

　瞬間、少年が持つ本から、激しい光が発せられる。

　その光に目が眩くらみ、龍斗は反射的に両腕で目を覆う。

　しばらくして、龍斗は恐る恐る瞼まぶたを開け──目の前に広がる光景の異常さに目を見開いた。

　少年の隣に、一人の少女が佇たたずんでいた。

　少年の胸までしかない背丈に、西洋人形のようなドレス。あどけない幼気いたいけな顔立ち。

　龍斗は言葉を失いながら、忽こつ然ぜんと現れた年端もいかない美少女を見つめていた。

「さて、それじゃあやるとするか……ドロシー」

　ドロシーと呼ばれた少女は、少年の言葉に躊躇ためらいがちに頷うなずき、前に手をかざす。

「……出てきて。金狐ウイツツ。銀狼スピツツ」

　透き通る声で呟くと、ドロシーの周りから光の粒子が溢あふれ出した。

　煌こう々こうと輝く粒子はドロシーの前で収束していく。次第に形を成し、色を表し……そしてはっきりと、龍斗の前に姿を現す。

「なっ……」

　そして、ここにきて龍斗の抱いていた胸騒ぎは危機感へと変わった。

　ドロシーの前で形成されていた光の粒子は、今は跡形もなく消えている。だが、代わりに二頭の獣が低い唸うなり声ごえをあげ龍りゆう斗とを睨にらんでいた。

　一方の獣は狐きつね。体たい躯くはフードを被った少年ほどだろうか。黄金色の毛並みをそばだて、鋭い牙を剥むき出しながら、龍斗を威嚇している。

　一方の獣は狼おおかみ。こちらは狐よりも一回り大きい。息を荒くした口の端からは涎よだれが糸を引き、眼光は炯けい々けいと光っていた。

　ドロシーが付けたのだろうか、二頭の首元には低い唸り声をあげる獰どう猛もうな獣とは不似合いな花柄のかわいらしい首輪が付けられている。

　そのあまりに現実離れした光景に、龍斗は呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていた。

「ドロシー。殺ヽさヽなヽいヽ程ヽ度ヽにヽ怪け我がさせとけ。そうだな、足の骨を折る程度でいい」

「……でも、あの人は何も関係が──」

「ドロシー」

　ドロシーの言葉を、少年が遮さえぎった。

「何度も言わせんな。やれ」

「……はい」

　少年の高圧的な声に、ドロシーが諦めたようにうなだれる。

「お願い、金狐ウイツツ。……出来るだけ、傷つけないで」

　哀願するようなドロシーの呟つぶやきに応え、低い唸り声をあげていた狐──金狐ウイツツが龍斗に飛びついた。

「うおっ！」

　反射的に、龍斗は避けるように地面に滑り込み、その上を金狐ウイツツが飛び越えて行く。

　慌てて龍斗が立ち上がるが、金狐ウイツツの方が遥はるかに速い。再び食らいつこうと、体勢を低く構え、龍斗に向かって駆け出そうとし──鋭い風切り音に気付き、一跳び後退した。

「……は？」

　突然後退した金狐ウイツツと、地面に刺さった矢を交互に見ながら、龍斗は間抜けな声をもらす。

「……まさかとは思って来てみたけど、本当に契約者だったなんてね」

　龍斗の耳に届いたのは、聞き慣れない少女の声。

　龍斗は周囲を見渡すが、声の主らしき人物は見つからない。

「しかも、一般人を襲ってるなんて思わなかったわ。……あなた、怪我したくなかったら早く逃げたほうがいいわよ」

　再び聞こえた声に、龍斗はようやくその姿を見つけた。

　少年が座っていたベンチを照らす、街灯の上。そこに、一人の少女がいた。

　月明かりを浴びるツインテールに、闇夜に溶けるような黒いローブ。

　遠目でも分かるほど肌は白く、抱けば折れてしまいそうなほど体つきは細い。そんな身体の何ど処こから街灯に登るほどの力を引き出したのか疑問に思うほどだ。

　しかし、何より龍りゆう斗との目を引いたのは少女が左手に持つ黒い弓であった。

　金属で出来ているのか、月光に反射し鈍く光っている。

　長さは、少女の背丈ほどだろうか。

　街灯の上に立つ少女に、その手には不釣り合いに握られた漆黒の弓。現実離れしたその光景に、龍斗は身動きも取れず、夢見心地の中、少女を見つめていた。

「ははっ……運がいい。まさか、一発目で幻想司書が現れてくれるなんてな。ドロシー、三ヽ匹ヽ目ヽを出せ。絶対に逃がすなよ」

　突然の乱入者に対し、少年に動揺の色はない。それどころか、興奮したような声色でドロシーに命令した。

　しかし、ドロシーは少年に返答せず、魅せられたように弓を持つ少女を見つめているだけだ。

「……エミリ？」

　わずかに顔を明るくし、ぽつりと、ドロシーが呟つぶやいた。

「エミリ！　やっぱりエミリだ！」

　その声に少女──エミリがドロシーを見つめ、驚きに顔を染めた。

「嘘うそでしょ。……ドロシー！　あなた、どうしてそいつと契約してるの!?」

















「無視すんじゃねえ、ドロシー！」

　少年の怒声に、びくんとドロシーの肩が跳ね、再び怯おびえた表情に戻った。

　そして、小さな両手を胸の前で強く握ると、

「……銀狼スピツツ。エミリを捕まえて」

　少年の命令を無視し、ドロシーは小さな声で呟つぶやいた。

「ドロシー！」

　少年が怒声を出すのと同時に、狼おおかみ──銀狼スピツツが少女に向かって駆け出し、飛びかかった。

　街灯の明かりまで届くほど、高い跳躍。それを避けるように、エミリが街灯から飛び降りる。

「断章フラグメント！」

　着地したエミリが言葉を発すると同時に手に光の粒子が集まり、二本の矢が現れた。エミリはその二つの矢を同ヽ時ヽにヽ弓につがえ、銀狼スピツツに対し引き絞る。

　二本射うち──龍りゆう斗とから見ても分かるほど、荒こう唐とう無む稽けいな構えだった。弓の矢を同時に射ったところで、真まっ直すぐ飛ぶはずがない。どちらかの矢が落ちるのは目に見えている。

　エミリが二本の矢を同時に放つ。一本は直線上に、銀狼スピツツへ。

　そして、もう一本は──否、もう一本も失速することなく、鋭い速度で銀狼スピツツに向かって飛ぶ。

　だが、異変はそれだけではなかった。

　銀狼スピツツに向かった片方の矢が、直角に折れるように軌道を変え、龍斗へ襲いかかろうと身構えていた金狐ウイツツへと飛んだのだ。

　自分の方へと飛んでくる矢に気付いた金狐ウイツツは、咄とつ嗟さに横っ飛びに跳び、かろうじてその矢を避けた。

　龍斗がこの場から逃げる、絶好の好機。しかし、龍斗は先程の矢の不思議な軌道に気を取られ、その場で棒立ちになっていた。

「だから、いつまであなたはそこでぼーっとしてるのよ。こっちは大道芸をしてる訳じゃないんだから！」

「は、はい！」

　再度かけられたエミリの声に龍斗は我に返り、姿勢を正す。

「流れ弾に当たりたくなかったら、とっとと逃げなさい！　それと、あんたが見たものは誰にも言わないこと！　ぐずぐずしないで、分かったら走る！」

　エミリは再び手に二本の矢を発現させ、金狐ウイツツに向け弓を構える。

　慌てて、龍斗はエミリに背を向け走り出す。それに合わせ、金狐ウイツツが龍斗を追いかけた。

「くっ……！」

　エミリが金狐ウイツツに向け矢を放とうとするが、銀狼スピツツが襲いかかりエミリの攻撃を妨害する。

　龍りゆう斗とと金狐ウイツツの差は、見る見るうちに縮まっていく。

　そして、金狐ウイツツが龍斗に食らいつこうと牙を剥むき出し、飛びついた時、

「へっ？」

　龍斗は間抜けな声をもらしながら、足を絡ませ激しく転倒した。

　だが幸運にも、龍斗は転んだおかげで金狐ウイツツの攻撃を回避する形になり、その牙は龍斗に触れることなく、宙に浮いた龍斗の通学鞄かばんを引き裂いた。

　龍斗の鞄に入っていたものが地面に散らばる。ノート、教科書、筆記用具……そして、エミリはその中にある一冊の古めいた本に、驚きに顔を染めた。

　龍斗が図書室で借りた、少女の騎士の物語──『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』。エミリは弓を構えることすら忘れ、その本を凝視している。

「〈幻げん想そう戯ぎ曲きよく〉……!?」

　銀狼スピツツと距離を取りながら、エミリは未いまだに地面に伏す龍斗へ叫んだ。

「あなた、その〈幻想戯曲〉は誰からもらったの？　……いえ、それよりどうして召ヽ喚ヽしヽなヽいヽのよ。契約者に襲われてるっていうのに」

　龍斗は地べたを這はったまま顔を上げると、見知らぬ何者かに命を狙われているこの状況を呪うかのように、大きく声を張り上げた。

「〈幻想戯曲〉って何だよ、知らねえよそんなの！」

「知らないって……まさか、あなた」

　銀狼スピツツが再びエミリに襲い掛かり、避けるように後ろへ跳ぶ。

　しかし、エミリは反撃をせず、銀狼スピツツを見つめたまま龍斗に話しかける。

「あなた、今から私の言うとおりにしてみてくれないかしら？　小説を読んだ時、一番心に残った情景を思い浮かべて、題名を読み上げるの」

「そんなことしてどうなるんだよ！」

「さあね。どうなるかなんて私にも分からないわ。でも、このままだったら死ぬかもしれないのよ？」

　死ぬ、という単語がねっとりと龍斗の耳に絡みつく。

　龍斗の目に映るのは、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』。

　そしてその向こうでは、龍斗へ跳びかかろうと体勢を低くする金狐ウイツツ。

「……くそっ！」

　龍斗は立ち上がり、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』へと駆け出す。

　龍斗も、エミリの言葉を信じた訳ではない。だが、エミリの言葉に従う以外にこの場を切り抜ける選択肢がないことに、咄とつ嗟さに体が動いていたのだ。

　龍斗は『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を手に取り、表紙を開く。アイリスという少女の名前が目に映り、龍斗は固く瞼まぶたを閉じた。

　龍りゆう斗との脳裏に映るのは、姿さえ知らない少女の騎士。

　幾多の死地をくぐり抜け、数多あまたの魔物を薙なぎ倒たおし、少女でありながら騎士として人々から畏い敬けいの念を送られる英雄。

　瞼の裏に少女の騎士の幻影を描きながらも、龍斗の耳には金狐ウイツツが地を駆ける音が聞こえ、わずかに少女の騎士の姿がぶれる。

　焦るな。想像しろ。

　火を吹くドラゴンにも、悪い魔女にも屈しない最強の騎士を。

　龍斗は心の中で強く想おもいながら、

「『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』──！」

　手にした本の題名を、力一杯叫んだ。

　瞬間、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』から発される激しい閃せん光こうと、強烈な旋風。

　目を閉じながらも、依然龍斗の脳裏に映る、少女の騎士。

　永遠とも思えるような時間が経たち、龍斗は瞼を開け──目の前にいる少女の姿に、息を呑のんだ。

　月光に照らされた、金色の髪。

　ふわりと風に舞う、可憐なドレス。

　目の前に立つ少女は、龍斗が想像した物語の中の騎士そっくりで──龍斗は驚きや恐怖といった感情を置き去りにして、ただ少女に見み惚ほれていた。

















　その場にいた全ての人間が言葉を失っている中、静寂を破ったのは少女だった。

「教えてください、マスター」

　少女はゆっくりと龍りゆう斗とに振ふり返かえり、

「私は、誰の為ための剣になればよいのですか？」

　夜空に透き通るような凛りんとした声で、龍斗に話しかけた。

　だが、不思議な酩めい酊てい感に支配された龍斗にその声は届かず、ただ少女を見つめるばかり。

　金色に輝く髪。童話に出てくるお姫様のような麗しい姿。

　それは物語の中の少女と同じで……龍斗は無意識に、うわ言のように呟つぶやいた。

「……アイ、リス？」

　龍斗のもらしたか細い声に、少女の眼まな差ざしが一層凛り々りしくなる。

「はい。〈幻げん想そう戯ぎ曲きよく〉、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』との契約により、現世へと召喚されました。アイリス・アイネイアス、王立ヘイロット騎士団を統べる騎士です。……マスター、命令を」

　少女の──アイリスの言葉に、龍斗は我に返る。

「命令って言われたって、一体──」

　だが、目の眩くらみから立ち直った金狐ウイツツが駆け出し、龍斗は口を閉ざす。

　しかし、金狐ウイツツが襲いかかろうとしているのに、アイリスに動揺の色はない。宝石にも似た神秘的な色をした瞳で、龍斗を見つめているだけだ。

　龍斗は、その瞳を見つめながら、

「……何でもいいっ、あの狐きつねを何とかしてくれ！」

　命令とは程遠い、懇願するような声色で叫んだ。

「分かりました」

　龍斗の声とは対照的に、抑揚に欠けた、どこまでも冷静な声。

　刹那、

「──断章フラグメント」

　呟きと共に、アイリスの体を覆うように光の粒子が集まっていく。

　光の粒子は西洋剣となり、白銀の鎧よろいとなる。白いスカートは鮮やかな紅色へと変化し──一瞬で、アイリスは騎士の姿へと変貌した。

　振り返り、手にした剣を鞘から抜き、横薙なぎに一いつ閃せん。龍斗に跳び付いた金狐ウイツツに斬りつける。

　金狐ウイツツは横腹にその剣撃を受け、地面に打ち倒れた。奇妙なことに、傷跡からは血液ではなく、光の粒のようなものが零こぼれている。

　だが、傷が浅いのかすぐに立ち上がり、低い唸うなり声ごえを出しながらアイリスを睨にらみつける。

　その一連の動作を目の当たりにし、龍斗は言葉を失う。

　少女でありながら剣を手にし、獰どう猛もうな魔物に立ち向かう勇敢な騎士。それは、龍りゆう斗とも理解しているつもりであった。

　だが、所詮それはフィクションの話だ。創作ならたった一文、「剣を振るう少女の騎士がいました」と書けば、どんな不条理なことだろうと成立する。

　しかし、現実で剣を握り獣と相対する少女を、龍斗は今まさに目撃している。

　その光景を、どうしても龍斗の頭は認めることが出来なかった。

「……心配は要りません、マスター」

　ちらりと、アイリスは背後にいる龍斗に視線を送る。

「私は、天を翔かけるドラゴンからも、魔術を使う老婆からも主君を守ってきました。速く野を走ることしか取り柄えのない獣に、後れをとることはありません」

　どうやらアイリスは、自分が敗北するかもしれないという不安から、龍斗が黙っていると思ったらしい。表情は真剣なまま、だが先程よりは幾分柔らかい口調で龍斗に話しかけた。

　アイリスが龍斗に視線を外したのを見て、金狐ウイツツがアイリスに向かって走り出す。

　その気配を感じたアイリスは金狐ウイツツに向き直り、中段に構えた剣を上段まで持ち上げ──短い呼気と共に一歩踏み出し、振り下ろす。

　剣の技量などない龍斗から見れば、目で捉えることすら出来ないほどの鋭い一撃。

　すんでにかわしたものの金狐ウイツツはその剣を背に受け、短い悲鳴を上げる。そして、一度距離を取るためアイリスの横を駆け抜ける。……だが、アイリスの攻勢はまだ終わらない。

　アイリスは髪を舞わせながら振ふり返かえり、金狐ウイツツを追撃すべく駆け出す。

　巻き起こした風が龍斗の頬ほおを撫なでるほどの、アイリスの疾走。金狐ウイツツが体勢を立て直した時、既にアイリスは金狐ウイツツの眼前まで迫っていた。

　アイリスは下段に構えていた剣を強く握り、夜空を裂くように斬り上げる。その剣撃をまともに喰くらい、金狐ウイツツは悲鳴もなく地面に倒れた。

　金狐ウイツツはぴくりともしないまま地に伏せ──光の粒子となり、散っていった。

「消えた……？　いや、それよりもあの女の子は──！」

　自分を助けてくれた少女がどうしているのか確認するため、龍斗は周囲を見渡した。

　だが、公園にはエミリどころか、龍斗を襲った少年も、ドロシーの姿もない。

　それどころか、地面に刺さっていたエミリの矢も、跡形もなく消えている。

「どうやら、契約者たちは退いたみたいですね。どうしますか？　追う必要があるのならば、周辺を捜索してみますが」

「そ、捜索って……大丈夫だよ、そんなの。それよりも、君は──」

「おいっ！　君はそこで何をしてるんだ！」

　突然聞こえた野太い男性の声に、龍斗はびくんと、肩を跳ねらせた。

　龍りゆう斗とが声のした方を向くと、そこには自転車に乗った警官がいた。公園付近の住人が、騒ぎを聞き警察に通報したのだろうか。

　龍斗の背中に冷や汗が流れる。一体、この状況を警官にどう説明しろというのだ。

　夜の公園。土で汚れた龍斗の制服。月明かりを浴び、ぎらりと輝くアイリスの剣。

　警官から職務質問を受ければ、少なくともアイリス、下手をしたら龍斗までも補導されるのは想像に難かたくない。

「……っ！」

　気が付けば、龍斗はアイリスの手をとり走り出していた。

　アイリスの柔らかく、温かい手の感触を味わう余裕もなく、龍斗はがむしゃらに走る。

「どうして逃げるのですか？　もしや、あの男性もマスターに害をなす人間なのでしょうか？　ならば、私が倒しますが」

「違うって！　あの人は善良な一般人なんだから、そんな物騒なこと言うなよ！」

　アイリスの突飛な発言に、思わず龍斗の声がうわずる。

「しかし、善良な一般人なら私達たちが逃げる必要もないと思いますが」

「とにかく走ってくれって！　これは君のためでもあるんだからさ！」

　警官のがなり声を背に、逃げる龍斗とアイリス。

　だが警官は自転車で二人を追いかけており、次第にその距離は縮まっていく。

「……分かりました。とにかく、あの男性から逃げればいいのですね」

　アイリスはそう呟つぶやき、握っていた剣を鞘さやに収める。

　そして素早い動きで龍斗を担ぎあげ、お姫様抱っこをした。

「えっ？」

　いとも簡単に自分より体の大きい龍斗を担ぐアイリスに、龍斗は驚きの声をもらし、

「ええええええっ!?」

　アイリスは弾丸と見み紛まがう程の速度で駆けだし、龍斗の驚きの言葉は悲鳴に変わった。

　龍斗の目に映る景色が視覚出来ない速さで、前から後ろへと流れていく。そのスピードに危うく、龍斗は手にした『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を落としそうになった。

「ちょ、ちょっと待てって！　速すぎるよこれ！」

「逃げろと言ったのはマスターじゃないですか。私はマスターの命令に従ってるだけですよ。……それと、ちゃんと掴つかまっていて下さい。もし落ちれば、衝撃で気を失ってしまうかもしれません」

　アイリスの言葉に、龍斗の腕に鳥肌が浮かぶ。

　龍斗はほとんど涙目になりながら、アイリスの首を両腕でぎゅっと抱きしめた。

　鼻をくすぐる甘い匂い。さらりとした、頬ほおを撫なでる髪。

　だが、それを喜ぶ余裕など龍斗にあろうはずもなく、

「何でこうなるんだよおおお──！」

　中天に浮かぶ月に向かって、絶叫した。



　◇



　龍りゆう斗とは自分のアパートの部屋の鍵を開け、背後にいるアイリスをちらりと一いち瞥べつした。これから龍斗の部屋に入ろうというのに、アイリスは少しも凛り々りしい表情を崩さない。

　この時ほど龍斗は、一人暮らしをしていて助かったと思ったことはない。もし両親がいる家にアイリスを上げたら、アイリスのことを根掘り葉掘り聞かれたり、からかわれたりと、非常にめんどくさいことになっていただろう。

　龍斗は部屋に入ると、アイリスを室内に招き入れる。

「はい、ここに座ってもいいよ。ドレスが皺しわになるかもしれないけど、我慢してくれ」

　龍斗の言葉にアイリスはこくりと頷うなずき、クッションの上に礼儀正しく正座した。

　テレビに冷蔵庫など、生活必需品の揃そろった洋風アパートの一室だ。生活感のある部屋の中、ドレス姿で正座をするアイリスは浮いていて、龍斗は妙に落ち着かない気分になった。

「えーっと……」

　アイリスから視線を外しながら、龍斗はどう話を切り出すべきか考える。事情を聞こうと思っていたものの聞きたいことがあまりにも多すぎて、まず何から聞けばいいのか見当もつかない。

　龍斗が悩んでいる間もアイリスに正座を崩す様子はなく、背筋をぴしりと伸ばしている。

「あー、アイリス、でいいんだよな？　そんな堅苦しくしなくたっていいぞ？　もっとこう、リラックスしてもさ」

「何故ですか？　この国では、正座が伝統的な座法だと学びましたが。主君の前で礼を重んじるのは、当然のことです」

「主君とかよく分からないけど、正座なんかしてたら足痺れちゃうだろ。もっと楽にしてくれてもいいんだけど」

「……それは、命令でしょうか？」

　命令、という突飛な言葉に龍斗が慌てながら、

「いや、命令とかじゃないけどさ。アイリスが辛いんじゃないかなって思って。正座崩したくらいで、だらしない女の子だなんて思わないし」

「マスターの心遣いには感謝しますが、これは騎士の礼節の問題です。たとえマスターのお言葉でも、甘えるわけにはいきません」

　ぴしゃりと、アイリスは龍斗の誘いを断る。そのアイリスの頑固な態度に龍斗は、うーむ、と眉を顰ひそめた。

　出会ったばかりでアイリスの騎士云々というのはよく分からないが、作法を貫こうとする姿勢は立派だと思う。しかし、もう少し気を楽にしてくれた方が、話しやすいのだが。

「じゃあ、何か飲むか？　大したもん置いてないけどさ、お茶ぐらいならあるぞ」

「お気になさらないで下さい。主君に紅茶を淹いれさせる騎士など、笑い話にもなりません」

「じゃあ、私は頂こうかしら？　玉露はある？　一度本場のものを飲んでみたかったんだけど」

　不意に龍りゆう斗との部屋に響く、少女の声。

　その声に、アイリスはいつでも動けるよう即座に膝を立て、龍斗は慌てて背後を振ふり返かえり、目を見張った。

　龍斗の視線の先。そこには、ベランダの柵に背を預けるツインテールの少女がいた。右手には漆黒の弓、左手には引き裂かれ、教科書を覗のぞかせた鞄かばんを手にしている。

　忘れるはずもない、先程龍斗が公園で出会った少女だ。

　エミリが軽く手を振ると、その手に持った弓が光の粒子となり消えた。

　そして、その様子に呆あつ気けに取られぱくぱくと口を動かす龍斗を横目に、さも当然とばかりに靴を脱ぎ部屋に足を踏み入れる。

「どうでもいいけど、ベランダの窓くらいちゃんと鍵をかけたらどう？　不用心すぎるわよ、あなた」

　エミリの呆あきれのこもった言葉に、龍斗は自宅の窓の鍵を開けたままにしていたことを思い出す。

　最近暑くなってきたため窓を開けているのだが、いちいち開ける度に窓を閉めるのも億おつ劫くうで、常に窓の鍵だけは開けたままにしていたのだ。

　用心が足りないのは、龍斗も理解している。だが、窓の鍵を開けていたのも、それなりの理由があってのことだ。

「鍵って……ここ四階だぞ!?」

「でも、私はこうして入ってきてるじゃない。近くの建物からベランダに飛び移る人間だって、ご近所さんにいるかもしれないわよ？　私みたいにね」

　エミリがからかうように、笑みを浮かべる。

　その何気なく見せた意地悪な笑顔に、龍斗は胸が高鳴るのを感じながら、

「っていうか、何でお前は──」

「……女性に対してお前、って言い方はないんじゃない？　私はエミリ・ガーネット。エミリで構わないわ」

　龍斗の呼び方が不満だったのか、エミリが目を細めた。

　その言葉に少し冷静になり、龍斗は申し訳なさそうに口を開く。

「ああ、悪い。それで、エミリは何で俺の家を知ってるんだ？」

「あなた達たちが公園から出た後、あとをつけさせてもらったわ。あのまま放っておくわけにもいかなかったしね。それと、はいこれ。公園に置いたままにしてたら、警察に身元がばれちゃうわよ？　感謝しなさい」

　そう言い、エミリはぼろぼろになった鞄かばんを龍りゆう斗とに渡す。金狐ウイツツに引き裂かれ、公園に落としたままにしていた鞄だ。

「あなたも、いつまでそうやって構えてるわけ？　別に取って食ったりしないから、座りなさいって」

　アイリスは少し躊躇ためらいながらも、エミリの言葉にゆっくりと座り直した。

　しかしまだ警戒心は解けていないようで、鋭い目付きでエミリを見つめている。

「あと、何でエミリは俺の家に──」

「あなたが私に質問したいことが山ほどあるのは、分かってるわ。でもね、まずはおとなしく言うことを聞いてくれない？　私もさっさとこの問題を解決したいの」

　エミリの言葉に、龍斗は口を閉ざす。

　龍斗の抱える問題は、何一つ解決していない。アイリスとエミリが何者なのか、何な故ぜ龍斗が獣に襲われたのか。疑問が尽きることはない。

　だが、そんな疑問なんて些さ細さいな問題だ。何より優先されるのは、厄介なことに巻き込まれたという、この状況を解決することなのだから。

「分かってくれたみたいね。それじゃあ、早速本題に入るわよ。あなたがこの娘を召喚する時に叫んだ、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』って本があるでしょ？　あの本の最後のページを開いてくれない？」

「……ああ」

　龍斗は頷うなずくと、傍に置いてあった『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を机の上に置き、本を開く。

「その物語に書いてある最後の文章を、声に出して読んでほしいの。そうすれば、あなたとこの娘の契約は破棄されるから」

「契約？」

「あー、いいのいいの。気にしないで。どうせあなたには関係ないことなんだから。それより早く読みあげてってば」

　エミリの強引な態度に、龍斗は内心むっとしながら、

「いや、読みあげろって言われても……」

『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を凝視しながら、呟つぶやく。

「最後のページ、何も書かれてないんだけど」

　龍斗が開いている最後のページには、一切文章が書かれていなかった。

　最後のページだけではない。龍斗がぱらぱらと『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』をめくってみると、半分以上のページが白紙だ。

「ていうか、半分以上何も書かれてないぞ、この本。未完で終わってるのか？」

「……えっ？」

　エミリの間の抜けた声を最後に、水を打ったような沈黙が部屋に広がる。

　そして、

「ええっ!?」

　エミリは立ち上がりながら、驚きと怒りが入り混じった声をあげ、龍りゆう斗との襟元を掴つかんだ。

「そんな訳ないじゃない！　〈幻げん想そう戯ぎ曲きよく〉の物語が途中で終わってるはずがないわ！　あなたこの娘ともう少し一緒にいたいからって、嘘うそついてるんじゃないでしょうね!?」

「な、何言ってんだよ、違うって！　そんなに言うなら見てみろよ！」

「〈幻想戯曲〉の内容は契約者以外は見えないのよ！　いいわ。あなたがそんな破は廉れん恥ちな嘘をつくなら、私が本当のことを言わせてあげる……！」

　そう言いながら龍斗の襟元を激しく揺らすが、龍斗の方は訳が分からずがくがくと首を揺らすばかりだ。

「そ、そんなこと言われたって分かんないって……！」

「……なるほどね、あなたの考えはよーく分かったわ。あなたがそのつもりなら、こっちにもやり方ってもんがあるんだから」

　エミリは襟元を掴んでいた手を、ぱっと放す。

　そして龍斗を見下ろすように立ち上がると、スカートの中に手を入れ……。

「って、何してるんだよ……！」

　突然のエミリの行動に、龍斗は悪いと思いながらも目を逸そらすことが出来ない。

　龍斗が動揺している間にも、するするとスカートはめくり上がっていく。その色っぽい動作に、龍斗の鼓動は高まっていく。

　そして、ついにエミリのかわいらしい下着や、無防備になったふくよかな太ももが露わに……なることはなかった。そこまでめくる前に、彼女はスカートの中から一冊の本を取り出したからだ。

「……本？」

「選びなさい。おとなしく『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を渡すか……それとも、額にでかい風穴を開けた後に渡すか」

　コバルトブルーの、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』に似た装丁の本。

　それを見て、龍斗の脳裏に公園で弓を構えるエミリの光景が蘇よみがえる。

「おいおい、嘘だろ……」

　龍斗が顔を引きつらせながら、言葉をもらした時、

「──断章フラグメント」

　その呟つぶやきに、龍斗とエミリがアイリスに視線を移す。

　白銀の鎧よろいに、腰に差された剣。──先程までドレス姿だったアイリスは、金狐ウイツツと戦った時の騎士の姿に変貌していた。

「エミリにどんな事情があるのか、私には分かりません。しかし、マスターに危害を加えようとするなら、敵対者と見なします」

「……西洋剣に鎧に、篭こ手て。断章フラグメントを見た感じ、オーソドックスな騎士ってところかしら。こんな狭い部屋じゃ、一瞬で負けちゃうかもね」

　貫くような眼まな差ざしで、アイリスが少女を見据える。だが、エミリの方も従うことなく、表情を強こわ張ばらせアイリスを見つめていた。

「最終宣告です。〈幻げん想そう戯ぎ曲きよく〉を下ろしてくれませんか？」

　アイリスと少女の間に流れる剣けん呑のんな雰囲気に、龍りゆう斗との背筋に冷たいものが走る。二人に声をかける度胸もなく、龍斗はただただ押し黙ることしか出来なかった。

「……冗談よ。あなたの契約者を傷つけるつもりはないわ。少し脅せば本当のことを言うかもしれない、って思っただけだから」

　ふう、と息をつき、エミリが座る。……本当だろうか。目がかなり本気に見えたが。

　アイリスはその言葉に、一応は納得したらしい。手にした剣は光の粒子になり、元の正座姿に戻る。

　張り詰めていた空気が緩むのを感じ、龍斗がほっと胸をなでおろす。

「……じゃあ、とりあえずこの女の子を本の中に戻すだけでいいわ。その本を開いて、戻れーって頭の中で思ってみて」

　龍斗は釈然としないものを抱えながらも、エミリの言葉通り戻れ、と頭の中で念じてみる。だが、アイリスはきょとんと龍斗を見つめているだけで、何の変化もない。

　……もしかして、俺はからかわれているんじゃないか。

「あなた、私をおちょくってるの？」

「それはこっちのセリフだよ！」

　エミリはしばらくむーっと龍斗を見つめた後、アイリスの方を向く。

「あなたは、何か『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』について分からないの？　例えば、前に召喚された時契約者がどんな使い方をしていたとか」

「すみませんが、私には分かりません。現世に召喚されたのは初めてですので」

「ってことは、契約したのは初めてってことね。どういうことなの？　完結していない〈幻想戯曲〉といい、本の中に戻すことが出来ないキャラクターといい……ねえ、ほんとに最後のページ何も書かれてないの？」

「ああ。白紙のままで、文字なんて一つも書かれてないぞ」

「……はあ」

　再び、溜ため息いき。気のせいか、ツインテールもしゅん、とうなだれているように見える。

　しばらくして、エミリは何かを決心したような力強い眼まな差ざしで、龍りゆう斗とを見つめた。

「……ほんと、あなたも運が悪かったわね。訳の分からない獣に襲われて、身を守るためとはいえ〈幻げん想そう戯ぎ曲きよく〉と契約させられて。見た感じ学生みたいだけど、こんな面倒なことに巻き込まれるなんて」

「それだよ、それ。さっきからエミリが言ってる〈幻想戯曲〉って、何なんだよ？」

「ちゃんと質問には答えてあげるから、その前に名前を教えてくれないかしら？　いつまでもあなた、って呼ぶ訳にもいかないし」

「ああ、そうだな。俺は石いし馬ま龍斗。そこの桜さくらヶが丘おか高校に通ってる……高校生だ」

「私はアイリス・アイネイアス。『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』の騎士です」

「おっけー。龍斗にアイリスね。多分、これからしばらく付き合うことになるだろうから、二人ともよろしく」

　そう言いながら、エミリはおどけた笑みを浮かべた。

　その表情に今更ながら、龍斗は目の前にいるのが同年代の少女なのだと実感し、途端に気恥かしさを覚える。

「で、〈幻想戯曲〉のことなんだけど……龍斗はこの本読んだわよね？」

　テーブルの上に置いてある『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を指でさしながら、エミリが尋ねる。

「ああ。一応な」

「じゃあ、アイリスのこと、もう大体見当が付いてるんじゃない？」

　龍斗が横目で、アイリスを見る。

　アイリスという名前。金色の髪。腰に下げた西洋剣──全ての事実が、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』に登場する少女の騎士と一致していることは、龍斗だって分かっていた。

　だが、それでも龍斗には、にわかに信じ難がたかったのだ。

　まさか、小ヽ説ヽのヽ中ヽのヽ人ヽ間ヽがヽ、現ヽ実ヽにヽ現ヽれヽるヽなヽんヽてヽ。

「もしかして、マスターは〈幻想戯曲〉の存在を知らずに私と契約したのですか？」

「その契約したってのも、俺はよく分かってないんだよ。エミリの言った通り行動しただけだからさ。でも、アイリスが『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』に出てきた騎士か……」

　正直なことを言えば、アイリスのこともエミリの言葉も、まだ半信半疑だ。

　それでもエミリの話を聞く為ために、湧き上がる疑惑をとりあえずは無視することにした。

「龍斗は魔道書グリモワールって本のこと、知ってるかしら？　降魔術や占星術の知識、魔法陣の製作法。そういう、魔術のノウハウが書かれた本なんだけど。ネクロノミコンとか、ソロモンの鍵が有名かしらね。……龍斗、今、胡う散さん臭くさいって思ったでしょ？　顔に出てるわよ」

「い、いやいや、そんなことは……ある、けど」

「……まあ、仕方ないと思うけどね。科学が発展した現代じゃ、そんなオカルトを本気で信じてる人なんて少ないし。事実インチキな魔術書だってたくさんあるし。……でも、中には本物だってあるの」

　半眼になっていたエミリの眼まな差ざしが、真剣なものになる。

「魔王を倒し世界を平和に導いた勇者。空想上にしか存在しない幻獣。架空の鉱石で造られた魔剣。……そんな物語に登場する人間や生物、兵器を現実に召喚させる魔道書グリモワール。それを、私達たちは〈幻げん想そう戯ぎ曲きよく〉って呼んでるわ」

「……」

　あまりの妄言じみた言葉に、龍りゆう斗とは絶句する。

　普段の龍斗なら歯牙にもかけず笑い飛ばすだろうが、実際にアイリスが本から現れたのを見てしまったのだ。否定したくても出来ないのだろう。

「……でも、私達ってどういうことだ？」

「言葉通りの意味よ。具体的な数は分からないけど、世界には未確認の〈幻想戯曲〉がいくつもある。それを回収し管理する人間を、幻想司書と呼んでいるの。……何を隠そう、私もその幻想司書なのよ」

　自慢するように、エミリは得意げに笑みを浮かべた。

「幻想司書の目的は、ただ一つ。〈幻想戯曲〉の存在を隠いん匿とくすること。そのために、〈幻想戯曲〉を蔵書するための図書館を各国に創立して、手回しをしてきた。〈幻想戯曲〉が起こした事件を揉もみ消せるように、警察のお偉いさんや政治家を抱き込んだりね」

「警察のお偉いさんや政治家って……何かスケールでかいな」

「当然じゃない。〈幻想戯曲〉が公おおやけになるということは、魔術の存在を証明することになる。そうなれば、確実にこの世界の文明や歴史に影響を与えることになるわ。それはあまりにも危険すぎるもの」

　龍斗は〈幻想戯曲〉の知識は皆無だが、エミリの言いたいことは何となく理解できる。

　〈幻想戯曲〉が世間に浸透することが、世界に恩恵を与えるのか、それとも危機が訪れるのか。それは分からないが、重要な点はそこではない。幻想司書が危険視しているのは、世界が劇的に変わるということそのものなのだから。

「だから、〈幻想戯曲〉を所持してる人間がいるなら、実力行使をしてでも回収する。そのために、幻想司書はみんな〈幻想戯曲〉と契約してるの」

「じゃあ、やっぱりあの弓はエミリの〈幻想戯曲〉なんだな」

「そうよ。〈幻想戯曲〉には二種類あってね。人間とか魔物を召喚できる使役型と、兵器を召喚する装備型の二つがあるの。使役型って言うのは、作中の人物や生物を召喚して戦わせるタイプね」

　ちらりと、龍斗が正座をするアイリスを一いち瞥べつする。エミリの説明を聞く限り、アイリスは使役型なのだろう。

「装備型は作中で活躍した兵器を装備することで、その兵器を使用していた作中の人物の知識や身体能力をコピーするタイプ。私の『魔弓の射手フライヘーゲル』のことね」

　龍りゆう斗とは公園にて、エミリの射うった矢が有り得ない射線を描いたことを思い出す。……なるほど、あの奇妙な軌道は〈幻げん想そう戯ぎ曲きよく〉の力だったのか。

「でも、何で幻想司書がこの街にいるんだよ。日本に住んでるってわけじゃないんだろ？」

「……一週間前、私が所属してるイギリスのウォレス図書館から、数冊の〈幻想戯曲〉が盗み出されたの。調査の結果、この桜さくらヶが丘おかに〈幻想戯曲〉を盗んだ犯人がいる可能性があるって情報が入って、この街に派遣されたってわけ」

「〈幻想戯曲〉を盗んだ犯人って……もしかしてあの男か？」

　龍斗の脳裏に、公園で出会ったドロシーと一緒にいた少年が思い浮かぶ。

「いえ、違うわ。〈幻想戯曲〉を盗んだのは、幻想司書って情報が入ってるから。……多分、あいつはその犯人から〈幻想戯曲〉をもらったんじゃないかしら。見たところ、普通の学生みたいだったしね」

「もらったって……その犯人が桜ヶ丘の人間に〈幻想戯曲〉を渡してるってことか？」

「そうなるでしょうね。何でこの街の一般人に〈幻想戯曲〉を渡したのか。そして、何であなたを襲ったのかはよく分からないけど」

　特殊な訓練や知識がなくても、常人ならざる力を引き出す〈幻想戯曲〉。

　そんなものをあの少年が持っているという事実に、龍斗は薄ら寒いものを感じた。

「あと、私からも質問していいかしら？　龍斗が契約した『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』は、どこで見つけたの？」

「ああ、この本は学校の図書室を掃除してる時に見つけたんだ。今まで小説なんて興味なかったんだけど、何な故ぜかこの本は読みたいって思ってさ」

「……学校の図書室に？」

　龍斗の答えに眉を顰ひそめ、再びエミリは考える仕草をする。

「多分、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』もウォレス図書館から盗まれたものだと思うんだけど、そんな名前の〈幻想戯曲〉聞いたことがないわ。それに、何で高校の図書室なんかにあったのかしら……。完結してない〈幻想戯曲〉なんてのも初めて見たし、ほんと分からないことばかりだわ」

「俺も『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』は全部読んだ訳じゃないけど、まさか途中で終わってるなんて思わなかったよ。けっこう楽しみにしてたんだけどな」

「ちょっと待って下さい。マスターは私の〈幻想戯曲〉を全て読まずに、私と契約したのですか？」

　何気なく呟つぶやいた龍斗の言葉に、アイリスが表情を強こわ張ばらせる。

　アイリスだけではない。エミリまでもその言葉は予想外だったのか、愕がく然ぜんとした表情で龍斗を見つめていた。

「ああ。読んでる途中で由ゆ紀きっていう後輩の女の子に声をかけられて、結局そのままだったからさ。もしかして、まずかった？」

「……普通ならありえないのよ？　〈幻げん想そう戯ぎ曲きよく〉を全部読まないで契約出来るなんて。〈幻想戯曲〉との契約のプロセスは、〈幻想戯曲〉を全部読むことが大前提なんだから」

　本来、〈幻想戯曲〉との契約は、契約者が〈幻想戯曲〉の内容を克明にイメージすることで成功の確率が高くなる。

　〈幻想戯曲〉の中の生物や兵器にどういう逸話があるのか。どんな容姿、形状をしているのか。どのような思考をするのか。──召喚する対象を頭の中でリアルに思い浮かべることによって、〈幻想戯曲〉と契約することが可能なのだ……と、エミリは語った。

「それに、〈幻想戯曲〉を全て読んでいないと完全な契約は出来ません。契約者が〈幻想戯曲〉の内容を把握することで、完全な状態で召喚されますから」

「……ってことは、今のアイリスって十分な力が出ないってことか？」

「そういえば召喚された時から思っていましたが、まるで全身が錆さびついたように体が重く感じます。マスターを抱えて走った時も思ったより速度が出ませんでしたし、万全でないというのが正直なところですね」

　龍りゆう斗との脳裏に、アイリスを召喚した時の光景が思い浮かぶ。

　あれほどの剣筋で、実力の全てを出し切れていなかったとは。アイリスとの契約が不十分であることに落胆するより、その事実に対しての驚きの方が龍斗の中では大きかった。

「なあ、それって元に戻す方法とかないのか？　俺のせいでアイリスが本調子じゃないっていうなら、何とかしてやりたいんだけど」

「私も、〈幻想戯曲〉を全て読まないで契約した人間なんて初めて見たから、どうすればいいかなんて全然分からないわ。」

「……そっか。ごめんな、アイリス」

「マスターが謝る必要なんてありません。剣さえ握れるのなら、私は十分ですから。ただ騎士の本分を貫くのみです」

　アイリスの言葉を最後に龍斗達たちは口を閉ざし、場に気まずい沈黙が流れた。

　その静寂に落ち着かない龍斗は、必死で話題を探す。

「でもさ、〈幻想戯曲〉だとか、それを盗んだ犯人とか、そんなこと一般人の俺に話していいのか？　さっきエミリは俺には関係ないことって言ってたけど」

「関係ない訳ないじゃない。だって、しばらく龍斗はアイリスと一緒に生活してもらうんだから」

　エミリの言葉に、思考も表情も固まる龍斗。

　しかし固まっているのは龍斗だけで、アイリスもエミリも当然だろ、と言わんばかりの表情で龍斗を見ていた。

「……うん？　今なんて？」

「だから、龍りゆう斗ととアイリスが同じ部屋で暮らすのよ。このアパートで」

　きっぱりと、エミリは言い切る。

　そして、

「はあっ!?」

　大声を出しながら、龍斗は威勢よく立ち上がった。

「ちょっと待て、何でそうなるんだよ！」

「だって、アイリスと契約しちゃったんだから仕方ないじゃない。契約破棄も出来ないみたいだし。一度、ウォレス図書館に連絡するから、解決策が出るまでアイリスの傍にいなさいよ」

　当然のように、エミリは言い切る。

「それに、アイリスは龍斗の部屋以外に居場所がないのよ？　家族も友達もいない女の子に、路頭に迷わせるようなことさせるわけ？」

「……だからって、俺とアイリスが同居する必要はないんじゃないか？　『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』もアイリスも、エミリに預けた方が──」

「いえ、それは駄目です」

　龍斗が言い終わる前に、アイリスがきっぱりと否定する。

「私はマスターと契約を交わし召喚されました。ならば契約したマスターを守り、常に傍にいるのが騎士の務めです」

「……ですって。龍斗の言う通り、私がアイリスと一緒に生活するのが一番いいと思うんだけどね。でも、アイリスは龍斗と離れたくないみたいだし、龍斗が契約破棄出来なきゃ根本的な解決にはならないもの」

　眉間に皺しわを寄せながら、ふう、とエミリが息をつく。

「それとも、実力行使でアイリスを連行する？　そうなったら、このアパートの半壊ぐらいは覚悟してもらわなきゃいけないけど」

「さらっと恐ろしいことを言わないでくれ……」

「……もしかして、マスターは私と共に生活をするのが嫌だと思っているのでしょうか？」

　龍斗の慌てぶりに自分と同居することを嫌がってると思ったのか、アイリスが不安そうな表情を浮かべた。

「いやいやいや、そんなことないって！　アイリスと同居したくない、って訳じゃないんだけど……アイリスだって、女の子だろ？　男と生活するなんて嫌じゃないかな、って思って」

「……なるほど、そんなことですか。それなら気にしないでください」

　そして、アイリスは無機質とすら感じるほど、一切感情が含まれない表情で、

「私のことは異性などではなく、ただの剣と思ってもらって結構です。それなら、マスターが気にかける必要もないでしょう？」

　そう、当然のように言いきった。

「ただの剣って、そんな簡単に割り切れるもんじゃ──」

「まあまあ。とりあえず」

　龍りゆう斗ととアイリスの会話を無理やり終わらせるように、エミリが両手を叩たたく。

「龍斗は契約破棄するまでアイリスと同居するってことで、納得してくれないかしら？　それまで私は『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』について調べるから。……突然同居しろって言われて龍斗が動揺してるってのは、私も分かってるわ。でも、契約するってこういうことなのよ」

　懇願するような、エミリの眼まな差ざし。その視線に、龍斗はぐっと息をのみ、

「……分かったよ」

　エミリの言葉にしばらく考えた後、諦めの混じった溜ため息いきをついた。

「ありがと。……じゃあ夜も遅いし、私は帰るわね。ウォレス図書館から指示が来たらすぐ連絡するから、あなたの携帯電話の番号教えてもらってもいいかしら？」

「お、おう」

　女の子に電話番号を聞かれるという慣れないシチュエーションにどぎまぎしながら、龍斗はエミリと連絡先を交換する。アイリスは携帯電話を見たことがないのか、興味深そうに目を大きくし、二人のやり取りを見ていた。

「あっ、それと〈幻げん想そう戯ぎ曲きよく〉は常に持ち歩くようにしててね。『失くしました～』なんて言ったら、怒るから。それじゃ、ばいばい」

　最後に不吉な言葉を残し、エミリは龍斗の部屋を出ていった。

　気まずい沈黙が部屋を満たしていく。アイリスの方は涼しい顔で座っているものの、龍斗は決してアイリスと目を合わせようとせず、忙せわしなく部屋の中をうろうろと歩き回っていた。

　異性が苦手なわけではないが、目の前にいるのは数時間前出会ったばかりの少女なのだ。普通に会話をするだけならともかく、同じ部屋にいれば意識してしまうのは当然だ。

（それに何より……）

　ちらりと、目だけ動かしアイリスを見る。

　透き通る白い肌。桜色の唇。さらりと肩まで伸びる金色の髪……。

「どうしたのですか？　マスター。じろじろと私を見て」

「い、いやっ、何でもない！」

　アイリスの吸い込まれそうな青い瞳に見つめられ、龍斗はどぎまぎしながら視線を逸そらした。

　公園でアイリスと出会った時は気が動転して心の余裕がなかったが、こうして狭い部屋で二人きりになると、龍りゆう斗とはどうしても平静を保つことが出来ない。

　見慣れないドレスだって見み惚ほれてしまいそうになるくらい似合っているし、その物静かな雰囲気はどこか神秘的で、本当に同年代の少女なのかと疑ってしまうほどだ。

　胸の高鳴りを誤ご魔ま化かすように、必死で龍斗は言葉を探す。

「そうだ、アイリス腹減っただろ？　何かご飯作るよ」

　そう言いながら、龍斗は冷蔵庫を開けた。

　中には野菜から精肉まで、様々な食材が入っている。それらを眺めながら龍斗は、栄養が偏らないように食生活のことを注意してくれた由ゆ紀きに、心の中で感謝をした。

「待って下さい。マスターには、身の回りを世話してくれる使用人はいないのですか？」

　頭の中で手軽く作れそうなレシピを思い浮かべていた龍斗に、アイリスが話しかける。

「いないって、そんなの。俺は両親が海外赴任してしょうがなくアパートに住んでる貧乏学生なんだからさ」

「ということは、マスターはこの部屋に住んでるのですか？」

「そうだけど。……ていうか、何だ。その意外そうな顔は」

「いえ、てっきりここはマスターの客室だと思ったものですから。この建物のどこかに食堂や寝室があるのかと」

　アイリスの言葉に龍斗が肩を落とす。アイリスの価値観がずれているのは何となく分かっていたが、ここまでとは。

「そうじゃないよ。俺はこの部屋で生活してるの。ご飯を食べるのも寝るのも、全部この部屋で済ましてるんだ」

「……そうですか。それなら仕方ないですね」

　不意に、龍斗の鼻をくすぐる甘い匂い。龍斗が隣に視線を移すと、そこには頬ほおと頬がぶつかりそうなほど龍斗に顔を近づけ、冷蔵庫の中を凝視するアイリスがいた。

「ど、どうした？　アイリス」

「主君に料理を作らせる訳にはいきませんから。使用人がいないのならば、私が料理を作るしかありません」

「別にいいって。アイリスはお客さんみたいなもんなんだからさ。飯ぐらい俺が作るよ」

「……それは、命令ですか？」

「いや、命令とかじゃないけどさ……」

　龍斗はアイリスから視線を逸そらし言い淀む。どうも、アイリスから「命令」という言葉が出ると、何と言っていいのか分からなくなってしまう。

「命令でないのなら、マスターは待っていてもらえますか？　これは騎士の忠誠の問題ですから」

　冷蔵庫の中へ手を伸ばすアイリスに、龍斗はしぶしぶといった様子でベッドの上に腰かける。案外アイリスは頑固な性格なのかもしれないな、と龍りゆう斗とは胸中で呟つぶやいた。

「でも、アイリスは騎士なのに料理とか作れるのか？　あんまり騎士とか良く分からないけどさ、料理を作るってイメージはないんだけど」

「……自慢じゃありませんが、私は生まれてから剣以外の刃物は握ったことがありません。包丁はおろか、果物ナイフさえ使ったことがないのです。しかし、料理人が料理を作る姿は何度も見て来ました。マスターはそこで安心して待っていて下さい」

　アイリスの言葉に、龍斗の背に嫌な汗が流れる。

「ときにマスター。中にあるこの物体は何なのでしょうか？」

　アイリスが冷蔵庫から、パックに入った白いもの……豆腐を取り出すのを見て、龍斗は首筋が強こわ張ばるのを感じた。

　蓋を剥はがし、豆腐を指ですくい口に入れる。途端に、アイリスは眉を顰ひそめた。

「味も何もしませんが、これは本当に食べ物なのでしょうか？　私にはとても人の口に入れるものとは思えないのですが……」

「いいって、知らない食材使わなくても！　何かアイリスが作れそうな料理とかないのか？　俺はそれで全然構わないからさ」

「そうですね……」

　アイリスは、むーっと冷蔵庫の中身と睨にらめっこをし、

「とりあえず、野菜スープでも作ってみたいと思います。これなら特別なことをする必要もありませんから」

　おもむろにマシュマロを取り出した。

「って待て待て！　作るの野菜スープじゃなかったのか!?」

「……？　これは野菜ではないのですか？　私がいた世界では、よく健康食として口にしていましたが」

「いや、それ絶対マシュマロ違う。多分アイリスの世界で似たような野菜があるだけだ」

　半眼になりながら、龍斗がつっこむ。というより、マシュマロに似てる野菜って何なのだろうか。

　龍斗は食材が分からないアイリスのために、必要な材料を用意する。キャベツに、人にん参じんに、玉ねぎ。これだけあれば十分だろう。

　アイリスは流し台の上にまな板を敷き、キャベツを置く。

　そして、手ヽにヽしヽたヽ包ヽ丁ヽをヽ振ヽりヽかヽぶヽりヽ、

「……はっ！」

　威勢のよい掛け声と共に下ろし──キャベツと、まな板を一刀両断した。

　その光景を、唖あ然ぜんとして見つめる龍斗。

「……すみません、力の入れ具合を間違えてしまいました。まさか、こんなに簡単に切れてしまうものとは」

「……なあ、やっぱ俺が料理作るよ。アイリス料理慣れてないみたいだし」

　慣れていないとかそういう次元の話じゃない気もするが、龍りゆう斗とはやんわりと提案する。

「いえ、それだけは駄目です。主君を厨ちゆう房ぼうに立たせる訳にはいきません。必ず料理を作ってみせますから、そこで見ていて下さい」

　しかしアイリスは頑として譲らず、半分に切れたまな板の上にキャベツを置く。

　それを見て龍斗は、今夜は無事夕食にありつけるだろうか、と内心で溜ため息いきをついた。



　◇



　結論から言えば、アイリスは包丁で手を怪我しそうになったり、ガスコンロで火傷やけどしそうになりながらも、何とか料理を完成させることが出来た。

　しかし……。

「マスター、野菜スープが出来ました。口に合えばいいのですが」

　野菜スープ？　これが？

　どろどろの液体が入った皿を見て、龍斗は口に出そうになったその言葉を飲み込んだ。

　確かに、スープの中には一通りの野菜が入っていた。だが、キャベツは芯がまるごと入っているし、人にん参じんは丹念に細切れにしたのか、原型を留とどめずほとんどスープと同化している。玉ねぎに至っては、皮すら剥むかれていない。

　何より、問題はスープ自体にあった。調味料に何を使ったのか定かではないが、スープの色は紫色だ。龍斗がスプーンですくい上げると、どろりとスープが絡みつく。

「なかなか大変でしたが、料理というのも貴重な経験でした。特に玉ねぎが手て強ごわかったですね。まさか切り刻む度に目が染みるとは」

　だが、アイリスは料理の出来に満足しているのか、その声はどこか嬉うれしそうだ。

「……そう、なんだ」

　龍斗は引きつった顔で答えると、スプーンを口元まで運ぶ。

　しかし口に入れる決心が付かないのか、手は止まったままだ。

「マスター？　どうしたのですか？」

　アイリスが心配そうな表情で、龍斗の顔を覗のぞき込む。

　その声に後押しされ、龍斗は生唾を飲んだ後、スプーンをくわえた。

「……っ！」

　口に入れた途端広がる、刺すような刺激。

　辛いや苦いといった味の感想すら浮かばない。ただただ、口の中が痛いのだ。

「……おいしいですか？　マスター」

　だが、アイリスは不安と期待が入り混じったような表情で龍りゆう斗との反応を待っている。龍斗は口の中に含んだスープを何とか飲み下し、

「……ああ、すごくおいしいよ」

　涙目になりながら、龍斗はか細く呟つぶやく。それを聞き、ほっと胸を撫なで下ろすアイリス。

　だが、その表情も次第に心うら悲がなしいものへと変わっていった。龍斗がなかなか、二口目を口にしないからだ。

「やはり、口に合わなかったみたいですね。……申し訳ありません。今まで料理を作ったことがないとはいえ、マスターにおいしくない食事を食べさせてしまうなんて」

「……っ！」

　その弱々しい声に、龍斗は意を決して皿を持ち、スープを口の中へ流し込む。

　もう、痛みは感じなかった。というより、痛みが当たり前の状態になっていた。

　それでも、龍斗は空になった皿を机に置くと、

「……ごちそうさま」

　掠かすれた声で、アイリスに微笑ほほえんだ。

　その笑顔に、今度こそアイリスは安あん堵どの表情を浮かべる。

「いえ、こちらこそありがとうございました。マスターに私の料理を食べてもらって、光栄です。では、私もいただこうかと」

「ちょ、ちょっと待った！　……次の日でもアイリスのスープ食べたいからさ、悪いけどアイリスは遠慮してもらえるかな？」

　野菜スープを食べれば嘘をついたことがバレてしまうと、龍斗はアイリスを引き止める。

「代わりに、ご飯は炊いてあるからさ。今日はそれで我慢してくれないか？」

「……？　これですか？」

　アイリスは龍斗が指さした炊飯器から皿にご飯をよそい、スプーンで口に運ぶ。

「初めて食べましたが、噛めば噛むほど甘さが増すとはおもしろい食べ物ですね」

「……気に入ってくれたなら嬉しいよ」

　正直、龍斗も女の子の夕食が白米だけというのも気が引けるのだが、野菜スープを食べるよりはいいだろう。

　アイリスが夕食を食べ終わり、龍斗がアイリスに話しかける。

「そろそろ風呂に入って寝ていいかな？　思った以上に体が疲れててさ、」

「はい、分かりました。では背中を流しますので、一緒に浴槽へ向かいましょう」

　立ち上がろうとした龍斗の動きがぴたりと止まる。

　一緒に浴槽に向かいましょう。そう当たり前のように言った言葉に、龍斗は喉にひりつく痛みさえ忘れ、ぼーっとアイリスを見つめる。

　そして、龍斗は思い出したように大声をあげた。

「お、おおおおいっ！　何言ってんだよアイリス!?」

「何か、おかしなことを言ったでしょうか？　私はただマスターの背中を流すと──」

「それだよ、それ！　どうしてアイリスが俺の背中を流すんだよ！」

「……？　君主に奉仕するのは、騎士として当然の義務ではないですか。本来なら、使用人に任せるのが一番良いのですが、そういう訳にもいきませんし……何か不都合が？」

「大ありだよ！　だって……俺は男で、アイリスは女の子だろ？　異性同士で一つの浴室に入るって、あまり健全とは言えないんじゃ……」

「そのことなら、先程言った通りです。私はマスターを守るための剣。私のことなら気にしないでください」

「気にしないでください、って言われても……」

　龍りゆう斗とはアイリスと浴槽に入る想像でもしているのか、彼女の全身に釘くぎ付づけになっている。丸みを帯びた胸。襟元から微かすかに見える鎖骨。綺き麗れいにくびれた腰……。

「それとも、私に背中を流すなと、マスターは命令しているのでしょうか？　それなら、命令通り従いますが……」

「いや、命令じゃないんだけどさ……」

　ここで一言、龍斗が一人で風呂に入らせろと命令すれば、問題は解決するかもしれない。

　料理の時だってそうだ。龍斗が命令という形で食事を作るな、と言い渡せば、アイリスはおとなしく諦めたに違いない。

　だが、どうしても龍斗はそれを受け入れることが出来なかった。

　アイリスが従者で、龍斗が主君。たとえそういう関係であったとしても、龍斗はアイリスに命令なんてしたくなかった。龍斗にとってアイリスは騎士である前に、一人の女の子なのだから。しかし、このまま口論していてもアイリスは納得してくれないだろう。今日出会ったばかりだが、アイリスの頑固さは龍斗も理解しているつもりだ。

　そこで、龍斗は妥協案をアイリスに持ちかけた。

「よし、じゃあこうしよう。俺はアイリスの裸を見ないために、タオルで目隠しをして風呂に入る。それだったら、アイリスは俺の体を洗ってくれても構わない」

「別に、マスターはそんなことをしなくてもいいんですよ？　私は気にしませんから」

「アイリスが気にしなくたって、俺が気にするんだよ。じゃあ、俺の部屋の浴槽狭いからここで着替えるからさ、アイリスはちょっとあっち向いててくれ」

　アイリスは釈然としていないようだったが、その言葉に頷うなずくと龍斗に背を向けた。

　龍斗はクローゼットからタオルを取り出し目隠しをした後、服を脱いでいく。

「アイリス、もう大丈夫だぞ」

「はい。……マスター、下着を脱いでないみたいですが」

「これでいいんだよ。流石さすがに全部脱ぐ訳にはいかないからさ」

「分かりました。では、私も服を脱ぎますね」

　その言葉に、龍りゆう斗との心臓が跳ねる。

　アイリスの服を脱ぐ音が聞こえ、目隠しをしているだけに妄想がかき立てられる。瞼まぶたの裏にドレスを着たアイリスの姿が浮かび上がり、その光景を消すようにぶんぶんと龍斗は頭を振った。

「……私の方も大丈夫ですよ」

「……念のために聞くけど、アイリスは今、その……裸、なんだよな？」

「もちろん、そうですが？　裸でなければ、服が濡ぬれてしまうので」

「……」

　龍斗がいつも、何気なく生活している部屋に全裸の少女がいる。

　その事実に、龍斗は自分の顔が紅潮していくのを感じた。

「それでは、浴槽まで案内しますね。目隠しをしたマスターが転んでしまっては大変ですから」

　そう言いながら、アイリスは龍斗の手を取り立ち上がらせる。

　公園で警官から逃げる時にもアイリスの手を握ったはずだが、龍斗にはその手の柔らかさ、温かさが新鮮で、動どう悸きはどんどんと激しくなっていく。

　アイリスに手を引かれ、恐る恐る龍斗は浴室に入る。

　風呂用の椅子に座りコックを捻ると、ほど良い温度のシャワーが、龍斗の体を濡らした。

「便利な世の中になったものですね、風呂を焚たかなくてもお湯が出てくるなんて。私の生きてる物語の世界なら奇ヽ跡ヽだと賞賛されてますよ」

「そっか。アイリスって、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』の世界で生きてたんだもんな」

　龍斗は図書室で読んだ、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を思い出す。

　当たり前のように魔物が跋ばつ扈こする、お伽とぎ話ばなしのような世界。

　そんな世界で、アイリスは生きていたのだ。

「じゃあ、やっぱりアイリスはこの世界の全部が驚きだったりするのか？」

「いえ、この世界に適応化できるよう、現世に召喚する際、言語や文化といった最低限の知識は全て刷り込まれます。マスターともこうして会話出来るのも、そのためです」

「……最低限の知識、ね」

　なるほど、外国人のアイリスが正座を知っていたのはそういうことだったのか、と龍斗は胸中で納得する。だったら、せめて料理のレシピも刷り込んで欲しかったが。

「では、体を洗いますね。マスター」

「お、おう」

　龍斗が返事をして間もなく、アイリスは石せつ鹸けんで泡立てたスポンジで龍斗の背中を擦っていく。その優しく繊細な手付きに、龍斗は荒くなる呼吸を必死で抑える。

　しかも、狭いアパートの浴室である。そんなところに二人も入れば体が触れ合うのは当然であって、首筋に感じるアイリスの吐息に、龍りゆう斗とは胸の鼓動が激しくなるのを感じた。

「少々、お湯が熱いのでしょうか？　マスターの顔がとても赤いですが……」

「だ、大丈夫だって！　それより早く終わらせて……」

　突然、龍斗はそこで言葉を切る。

「なあ。出会った時から気になってたんだけど、そのマスターって呼び方止めにしないか？」

「……えっ？」

「これから一緒に暮らしていくんだからさ、もっと気軽に龍斗って呼んでくれてもいいよ。マスターなんて慣れないしさ。何より俺だってアイリス、って呼び捨てにしてる訳だし」

　気が付けば、アイリスは龍斗の背中を洗う手を止め沈黙していた。

「嫌かな？」

「……嫌、という訳ではありません。ただ、どうしても抵抗があります。『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』と契約したということは、忠誠を誓うべき主君ということですから。マスターを名前で呼ぶ訳にはいきません」

「契約とか主君とか、俺はそういうのよく分からないからさ。友達みたいに思ってくれても、俺は全然構わないんだけど」

「……それは出来ません。私は主君に仕える騎士ですから。マスターを名前で呼ぶなんて、あってはならないんです」

　はっきりと、断言するようなアイリスの口調。その言葉には、拒絶の意志すら込められているように感じられる。

「……そう、か」

「……さあ、背中は洗い終わりましたよ。今度は前の方を洗いますから、マスターはこちらを向いて下さい」

　これで話は終わりとばかりに、普段の無感情な声色でアイリスが龍斗に話しかける。

「ああ……って、前!?　前もアイリスが洗うのか!?」

「勿もち論ろんです。背中だけで終わりなんて、不衛生ですから」

「で、でも前を洗うってことは向かい合うってことだろ？　それはいくらなんでも……」

「何な故ぜですか？　マスターは私の裸を見ないために、目隠しをしたんですよね？　それなら何も問題はないと思うのですが……？」

　だとしても、である。狭い浴槽で向かい合い、裸になったうら若い少女に、目隠しをして体を洗ってもらう男……。

　どう見たって、犯罪の匂いしかしない。

「い、いや、やっぱりいいよ！　ありがとうアイリス、俺はもう上がるからさ！」

　そう言いながら、龍りゆう斗とがアイリスに振ふり返かえった時だった。

　シャワーのお湯を吸い重くなっていたのか。それとも、そもそも結び目が緩かったのか……龍斗の視界を隠していたタオルが、下にずれる。

「──っ！」

　湯けむりの中、龍斗の目に映るのは髪を後ろに束ね、驚いたような表情をするアイリス。

　室内の温度のせいだろうか。アイリスの頬ほおは仄ほのかに赤く染まっており、透き通るような肌もわずかに上気している。

　湯けむりで視界が悪いとはいえ、はっきりと見えている。きめ細かい綺き麗れいなうなじ。わずかな谷間しかつくれていない、小ぶりな胸。きゅっとしまった色っぽい腰。

　そして、更にその下──、

「ご、ごめん！　俺もう出るよ！」

　我に返った龍斗が顔を真っ赤にして立ち上がる。だが、

「へっ？」

　動揺していたせいで足を滑らせ、龍斗の視界に天井が映る。そのまま龍斗は後ろに倒れ、思いっきり床に頭を打った。

　意識が遠のく中、龍斗が最後に見たのは心配そうに顔を覗のぞかせ慌てた声を出す、アイリスの顔だった。










第二章　騎士のいる日常



　アイリスが女の子でありながら騎士になったことには、理由があります。

　アイリスの父親は英雄と称たたえられるほど優秀な騎士でした。あの人の後継ぎは立派な騎士になるだろう。それがお城の人達の口癖でした。

　しかし、人々の期待は裏切られました。生まれて来たのは、女の子だったのです。

　ですが、魔物たちは日々凶暴になっていき、父親は自分の娘を騎士として育てる決心をしました。

　アイリスの騎士としての教育は過酷なものでした。女の子であるアイリスが立派な騎士になるには、並大抵の鍛錬では足りないからです。

　何な故ぜ、他の子どもが遊んでいるのに自分だけ剣を握っているのかと、泣いたこともあります。

　何故、他の子どもが綺麗な洋服を着ているのに、自分だけ無骨な騎士団の服なのかと、妬ねたんだこともあります。

　しかし、アイリスはそれでも、剣を握り続けました。

　アイリスは、誰かを守るための剣になる生き方しか、知らなかったからです──。



「ん……。痛っ……」

　龍りゆう斗とが目覚めて一番初めに感じたのは、後頭部の痛みであった。

　頭をさすりながら上半身を起こし、そこで自分がベッドで寝ていたことを理解する。

「……ていうか、何でトランクス一丁なんだ？」

　やけに肌寒いと思ったら、龍斗の格好は下着のみであった。昨夜のことを思い出そうとするが痛みのせいか、いまいち記憶がはっきりしない。何か、衝撃的な出来事があった気がするのだが……。

　しかし、龍斗の思考は外から聞こえる物音にかき消された。

　風の音のようにも聞こえるが、それにしては不自然なほど規則的だ。まるで、何かを何度も振り下ろすような、風切り音。

「……？　何の音だ？」

　龍斗はベッドから起き上がり、ベランダのカーテンを開ける。

　眩まぶしい日差しに、龍斗は目を細める。

　そして、その陽光にも次第に目が慣れていき……龍斗の目に、狭いベランダで器用に剣を振り下ろすアイリスの姿が、はっきりと映った。

　一体どれくらいの長い間剣を振るっていたのか、額には汗が浮かんでいる。剣を振り下ろす度に、朝日を受けきらきらと輝く金色の髪が揺れる。龍りゆう斗とはその流麗な姿を前に立ち尽くし、声をかけることもできない。

















「あっ、おはようございます。マスター」

　龍斗に気付いたアイリスが、例の無機質な声で、だがどこか嬉うれしそうに挨拶をした。

　その声で昨夜の記憶が蘇よみがえる。

　公園で獣に襲われたこと。その時助けてくれたアイリスと、同居することになったこと。アイリスと一緒に浴室に入り、背中を流してもらった後、頭を打ち気絶してしまったこと。

　そして……、

「何やってんだよ、アイリス──！」

　ぼーっとしていた龍斗は一転、アイリスがベランダで剣を抜いているこの状況に今更ながら気づく。慌てた表情で叫びながら、彼女の手を取り自室へと引き入れた。

　だが、慌てる龍斗に比べてアイリスはどこか安心したような表情を浮かべている。

「良かったです、マスターが何事もなく目を覚まして。浴室でマスターが転倒した後、私がベッドまで運んだんですよ？」

「あ、ああ、そうなのか。それはごめん……って、そうじゃなくて！　アイリス何してるんだよ！」

「もちろん、剣の鍛錬です。早朝の剣の素振りは、騎士として当然ですから」

　誇らしげに答えるアイリスに龍斗は肩を落とす。

「……いや、立派だとは思うよ？　そういうの。でも、もう少し場所を考えて欲しいんだ。アイリスが生きていた世界と違って、今は剣を持ってるだけで捕まっちゃうんだからさ」

「そうなのですか？　では、賊や暴漢に襲われた時はどう対処しているのでしょう？　まさか、国が容認しているとは思えませんし……」

「ないない。誰かに襲われたら警察が助けてくれるんだよ。日本は法治国家なんだからさ」

「ほうちこっか……？」

　きょとんとしながら、出で鱈たら目めな発音でアイリスが呟つぶやく。……昨夜アイリスは、必要な知識は全て刷り込まれていると言っていたが、どうやらけっこういい加減らしい。

「剣とか銃とか、そういう危ないものは許可がないと、持つことも許されないんだよ。アパートのベランダで剣なんか振ってたら、誰だって危ない人だって思うでしょ？」

「……なるほど。先程道を歩いている子どもにまじまじと見られましたが、あれは私の鍛錬の姿が珍しかったからなのですね。やけに熱烈に見つめられましたから、少々照れてしまいました」

「……」

　その言葉に、更に肩を落とす龍斗。

「……なあ、この世界にいる間はむやみに剣を持たないって約束してくれないか？」

　龍りゆう斗との言葉に、アイリスはぐっと息を呑のむ。

「それは、命令でしょうか？　それならば、従いますが……」

　アイリスが辛つらそうな表情を浮かべるのが予想外で、慌てて龍斗は言葉を探す。

「いや、命令とかじゃないんだ。ただ、警察に通報されて剣をとられちゃうのは、アイリスも嫌だろ？　だからこれは……お願い、かな？」

「……すみません、マスター。命令でないなら、その言葉に従うことは出来ません。鍛錬を怠ることが私には耐えられないんです。剣の腕が落ちれば、マスターを守ることが出来ませんから」

　今度は、龍斗が息を呑む番だった。

　その切ない表情は今までアイリスが見せたことのない顔で、龍斗は言葉にならない。

「……駄目、ですか？」

　上目がちに、アイリスが龍斗に尋ねる。

「……分かった。アイリスがそこまで言うなら、俺は止めないよ」

　龍斗は、小さく笑いながら答える。

　アイリスにとって、剣の鍛錬とは魔物から人々を守るために、必要不可欠な行為であったはずだ。それを、この世界では非常識だから止めろ、というのは龍斗には酷に思えた。

　それに……、

「俺を守るっていうアイリスの気持ちは、素直に嬉うれしいからさ。でも、今度剣の修行をする時は俺に声をかけてくれよ？　流石さすがに人目がつく所で剣なんか振りまわしてると、みんな驚いちゃうから」

「……はい。ありがとうございます」

　そして、アイリスはふっと龍斗に微笑ほほえんだ。

　それは龍斗が初めて見るアイリスの笑顔で──その穏やかな表情に、龍斗は心臓が胸を強く打つのを感じた。

「では、浴室を借りてもいいでしょうか？　ドレス姿だと動き辛づらくて、少々汗をかいてしまいましたので」

「あ、ああ、構わないけど。……って、おいおい！」

　いきなりアイリスがドレスを脱ぎだし、龍斗は赤面しながら目を背ける。

　だが、一瞬だけ見えた服を脱ごうとするアイリスの姿が、脳裏から離れない。露あらわになった肩。艶なまめかしい鎖骨のライン。かき消そうと思っても、なかなか出来るものじゃない。

「待った待った！　いきなり服を脱がないでくれよ！」

「あっ……そうですね、すみません。マスターの前で汗で濡ぬれた体を見せるなんて、配慮が足りませんでした」

「いや、そういうことじゃないし……！」

　背後で浴室の扉が閉まる音を聞き、ようやく龍りゆう斗とは肩の力を抜いた。

「早めに仕切り用のカーテン買わないとな……」

　そう、龍斗が呟つぶやいた時、

　ピンポーン、とドアチャイムの音が龍斗の部屋に響く。

「……誰だ？　こんな朝早くから」

　怪け訝げんな表情を浮かべながら、龍斗は玄関の扉の覗のぞき口を覗き──扉の向こう側にいる人間に、目を見張った。

　そこにいたのは、龍斗の後輩、村むら枝えだ由ゆ紀きだった。

　何な故ぜか、由紀は胸に手を当て何度も深呼吸を繰り返しており、どうにもその様子は落ち着かない。よく見れば、ぎゅっと制服のスカートの裾を掴つかんでいる。

「ゆ、由紀っ!?　なんで……!?」

　龍斗の驚きが冷めないまま、もう一度ドアチャイムの音が鳴り響く。

　とりあえず応対しないと、と鍵を外そうとドアノブに手を伸ばし……龍斗は下着姿一枚の自分の格好を思い出す。

「やばいっ……！」

　慌てて龍斗はクローゼットから制服を取り出し身に付けた後、一度深く息を吸い、玄関の扉を開けた。

「おはようございます、先輩！」

「お、おう。おはよう、由紀」

　出来るだけ平静を装ったつもりの龍斗だったが、その笑顔はぎこちなく、声もうわずっている。由紀も普段と違う龍斗の態度を奇妙に思ったのか、小首を傾かしげた。

「どうしたんですか？　今日の先輩、ちょっと変……ですけど？」

「あ、朝だから体の調子が少し悪いだけだって。そ、それより、由紀は急にどうしたんだ？　いきなり俺のアパートに来たりしてさ」

「もしかして、昨日の約束忘れちゃったんですか？　これ以上遅刻すると補習受けるかもしれないから、起こしに来てくれって先輩が私に頼んだんじゃないですか」

「……あ」

　昨日、図書室の掃除の時に交わした由紀との会話を思い出す。

　確かに、龍斗は「朝起こしに来てくれる人がいれば絶対遅刻しないんだけどなー」と冗談交じりに由紀に話した。その時由紀が「絶対起こしに行きます！」と言ったことも、おぼろげながら覚えている。

　だが、〈幻げん想そう戯ぎ曲きよく〉やらアイリスとの同居やらで、いっぱいいっぱいだったのだ。そちらの方がインパクトが大きかったせいで、龍斗は由紀との約束をすっかり忘れていた。

（でも、起こしてくれる人がいると助かるとは言ったけど、由紀に起こしに来てくれなんて頼んだかな……？）

　龍りゆう斗とが昨日の会話を詳しく思い出そうとした時、

「あの……石いし馬ま先輩？」

「あ、ああ、そうだったな。……でも、悪い。今日は何か熱っぽくてさ、学校休もうと思ってたんだ」

　もちろん嘘うそである。現代の常識を知らないアイリスを一人にするのが心配なため、学校をさぼろうと考えているだけだ。

「ほ、ほんとですか!?　季節の変わり目ですから、体調には気をつけて下さいね？」

「あ、ああ。大丈夫だよ、少し風邪を引いただけだから」

　不安そうに龍斗を心配してくれる由ゆ紀きの表情に、ちくちくと胸が痛む。

「あ、あの、石馬先輩さえ良ければ学校が終わった後にでも来ますけど……？　一人暮らしで看病してくれる人もいないと思いますし。おかゆくらいなら、私でも作れます」

　由紀は上目遣いをしながら、躊躇ためらいがちに龍斗に尋ねた。緊張しているのか、細やかな指を絡めている。

「いや、そんな悪いって！　体調崩したって言っても大したことないしさ、これくらい今日一日寝れば治るよ」

　さりげなく、龍斗は背後の浴室に目線を送る。

　もし、この部屋にアイリスがいることを由紀が知ったら、どうなるだろうか。

　事情を知らない由紀からすれば、龍斗がアイリスと同どう棲せいしていると勘違いするかもしれない。由紀ならば必死に頼めば他人に話したりしないだろうが、万が一ということもある。

　このことが学校にばれたら、退学させられるかもしれない。

「あの……石馬先輩？」

「な、何だ？」

「テーブルの上にあるあの白い服って、先輩のものですか？　私には女性ものの服に──」

「すぐ用意して学校行くから、待っててくれ！」

　龍斗は由紀の返事も待たず扉を閉める。更に〈幻げん想そう戯ぎ曲きよく〉を持ち歩くように、というエミリの言葉を思い出し、近くにあったナップザックに『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を入れた。

　アイリスに話しかけると由紀に聞こえてしまうかもしれないと危惧し、龍斗は代わりに『少しの間出かけてくる、帰ってくるまで部屋を出ないように！』と書き置きを残す。『昨日の夕食と被って悪いけど、朝食は白ご飯を食べてくれ』とも付け加えて。

「お待たせ。それじゃあ学校に行こうか」

「えっ？　でも先輩、風邪は大丈夫なんですか？」

「あー、うん。なんか、さっきより大分楽になったかな。いざとなったら早退すればいいし。それより早く行こう！」

「お、押さないで下さいよ、先輩！」

　龍りゆう斗とは由ゆ紀きの背中をぐいぐいと押し、足早にアパートを出て行った。

　その時、由紀が顔を耳まで真っ赤にしていたことに、龍斗はまるで気づかなかった。



　◇



　朝礼前、生徒達たちの雑談が満たされた教室で、龍斗は頭を悩ませていた。

　普段の龍斗なら友達と世間話でも交わすのだが、一人にさせてしまったアイリスのことが気がかりで、誰かと話す余裕すらない。どのタイミングで早退して自宅に帰るべきか、そのことだけが龍斗の頭の中を占めていた。

　朝礼のチャイムが鳴り、生徒たちが各々の席に座る。少し遅れて、龍斗のクラスの担任の教師、竹たけ之の内うち先生が教室に入ってきた。急いで来たのか、いつも丁寧にセットしてある白髪はわずかに乱れている。

「すまん、遅くなった。ちょっとばたばたしててな。さて、朝礼を始める前に……だ、みんなに言わなきゃならんことがある。実は、今日から新しい生徒がこのクラスに転校してくることになった」

　歯切れの悪い教師の言葉に、教室にざわめきが起こる。アイリスのことで頭を抱えていた龍斗も、転校生という単語に頭をあげた。

　龍斗の脳裏に映るのは、ツインテールの少女。……もしかして。

「まあ、みんなが驚くのも無理はない。俺だって今朝、いきなり校長に伝えられて泡を食ったんだからな」

　未いまだ生徒達の驚きは冷めてはいない中、突然教室中の私語が止んだ。教室に入ってきた転校生の少女に、クラス中の生徒が見入っていたからだ。

　すらりとした体のライン、ツインテールに束ねた髪型、陶器のように白い肌──その少女は全てが異国的だった。

　ツインテールを揺らしながら教壇まで歩くその動作は優雅さを醸し出していた。その雰囲気に、男子だけでなく女子までも彼女に視線が釘くぎ付づけになっている。……もっとも、龍斗だけは別の感情で彼女を見ていたのだが。

「エミリ・ガーネットです。今日からこの学校に転校して来ました。日本にはまだ来たばっかりなので、色々教えてもらえれば嬉うれしいです」

　エミリはにこやかに笑い、ぺこりとお辞儀をした。

　その挨拶に生徒、主に男子達がおおっ、と声を上げる。

　そのなかで、龍斗だけが愕がく然ぜんとした表情でエミリを見つめていた。

「エミリは両親の仕事の都合でイギリスから来たそうだ。この通り日本語はペラペラだから、みんな気軽に話しかけてやって欲しい。それじゃあエミリ、席についてくれ。……とは言っても、まだ席は用意してないんだが」

「じゃあ、今から持ってきてもいいですか？　……でも、空き教室の場所とか分かりませんから、あの人に手伝ってもらいたいんですけど」

　エミリは愛想の良い笑顔を浮かべたまま、唖あ然ぜんとしている龍りゆう斗とに指をさす。

「お、俺？」

「ああ、分かった。じゃあ石いし馬ま、エミリさんを空き教室まで案内して、机と椅子を運んでやれ」

「さあ、早く行きましょ？　龍斗くん」

　朗らかに龍斗に笑いかけ、エミリは教室を出て行く。だが、「龍斗くん」と言った時にわずかに見せたエミリのいじわるな笑みを龍斗は見逃さなかった。

　慌てて龍斗は教室を出て、廊下を歩くエミリを追いかけ隣に並ぶ。

「待てよ、エミリ。どういうことだよ、これ」

「どういうことって……この学校に転校したんだけど？」

「それは見れば分かるさ。俺が聞いてるのは、何で転校してきたかってことだよ。エミリは〈幻げん想そう戯ぎ曲きよく〉を盗んだ犯人を捕まえるために日本に来たんだろ？　だったら、この学校に転入までする必要なんてないじゃないか」

「それなんだけどね、昨日の夜ウォレス図書館に龍斗が『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』と契約したことを連絡したのよ。そしたら上層部から、龍斗とアイリスを監視しろ、だって。だから日中でも龍斗を監視出来るように、桜さくらヶが丘おか高校に転入してきたの。感謝しなさいよ、こんな美少女と学園生活が送れるんだから」

　そう言いながら、エミリは人懐っこい笑みを浮かべる。

　その不意打ちのような笑顔に、龍斗は若干の照れを感じながら、

「俺とアイリスを監視？　何で？」

「当たり前じゃない、あなたは〈幻想戯曲〉の契約者なのよ？　『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を悪用されて困るのは私達たち、幻想司書なんだから」

「悪用って……あー、そっか。〈幻想戯曲〉があればそういうこと出来るんだっけ」

「今更気付いたの？　鈍いわねー」

「そりゃ、アイリスにすごい力があるのは分かるよ。でも、一緒に生活する分にはただの女の子なんだからさ」

　昨夜の公園でのアイリスの立ち居振る舞いは、龍斗だって鮮烈に覚えている。

　だが、剣を収めればアイリスだって同年代の少女なのだ。アイリスが騎士であるということを認識していても、その常人離れした実力のことは失念していた。

「それにさ、〈幻想戯曲〉を悪用だとか、別にそんなことしないって」

「私もそう思うけどね。何せ龍りゆう斗とって、見ず知らずの女の子を同居させてあげるくらいのお人ひと好よしだから。でも、そんなことウォレス図書館の司書は知らないんだから、警戒するのは当然だと思わない？」

　むう、と龍斗が口をつぐむ。

　〈幻げん想そう戯ぎ曲きよく〉を持っている一般人をウォレス図書館が危険視するのは龍斗も理解できる。だが、だからといって人から疑われるのはあまり気分の良いものじゃない。

「それに、エミリは犯人を捕まえるために、この街に来たんだろ？　俺を監視する余裕なんてあるのか？」

「別に、余裕があるから龍斗を監視してるわけじゃないわ。昼間に犯人を探すメリットより、龍斗から離れるデメリットの方が大きいと思ったから、こうして傍にいるだけよ」

「昼間に犯人を探すメリット？」

「〈幻想戯曲〉は使役型にしろ装備型にしろ、派手なものばかりでしょ？　人目につきやすい昼間に、犯人が〈幻想戯曲〉を使用するとは思えないもの。そんなの、私が契約者ですよって言ってるようなものじゃない」

　エミリは淡々と続ける。

「犯人だけに限った話じゃないわ。幻想司書は事件や噂うわさを手がかりに契約者を捜索しているの。だから、契約者は安易に〈幻想戯曲〉を使うなんて滅めつ多たにないのよ。実際、龍斗が公園で襲われた時、桜さくらヶが丘おか図書館のリークがあったから──」

「ちょ、ちょっと待て。桜ヶ丘図書館って何だ？」

「言ってなかったっけ？　桜ヶ丘図書館は世界でも有数の幻想図書館なの。極東なら五本の指に入るくらいの規模を誇ってるわね」

「……そうだったのか。桜ヶ丘に住んでるけど、そんなの知らなかったな」

「幻想図書館は隠れて運営してるからね、知らなくて当然よ。……で、桜ヶ丘図書館から昨日の晩に公園で契約者が現れるって情報を聞いたの」

「随分都合がいいな。時間とか場所まで分かってたなんて」

「……多分、私をおびき寄せるためだと思うけどね。情報の出で処どころが分からないし、昨日のあいつの反応おかしかったもの」

　確かに、それは龍斗も思っていたことだ。突然の乱入者が現れたというのに、フードの少年は驚くどころか、喜んでさえいた。

「話がそれたわね。ま、そういうことだから、監視の件よろしくね」

「でも、監視って言われたって俺はすぐ帰らなきゃいけないんだよ。今朝はちょっとごたごたしててさ、アイリスに何も説明せずに学校に来ちゃったからさ。だから、今日はすぐにでもアパートに帰りたいんだけど」

「そうなの？　……うーん」

　龍りゆう斗との言葉にエミリは腕を組み、考える仕草をする。

「アイリスに留守番をさせて不安なのは分かるけど、今日は放課後まで学校にいてくれない？　私もやらなくちゃいけないことがあるの」

「やらなくちゃいけないこと？」

「龍斗はこの学校の図書室で『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を見つけたんでしょ？　だから、出来るだけ早くこの学校の図書室の調査をしたいの。何で『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』がこの学校にあったのか、手がかりが残ってるかもしれないから」

『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』は龍斗が〈幻げん想そう戯ぎ曲きよく〉の事件に巻き込まれた元凶でありながら、あまりにも分かっていることは少ない。

　何な故ぜ、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』が桜さくらヶが丘おか高校にあるのか。

　何故、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』は未完結なのか。

　龍斗が『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』について知っていることといえば、アイリスという少女の騎士が主人公の物語である、ということぐらいなものだ。

「だから、私が調査を終えるまで龍斗には学校にいて欲しいの。図書室の調査も大事だけど龍斗の監視もおろそかにしちゃいけないから。私としても、出来る限り龍斗にはアイリスの傍にいて欲しいんだけどね」

　正直なことを言えば、アイリスを家に残したという不安を、龍斗は拭ぬぐいきれていない。

　だが、龍斗が早退するとなれば、エミリも『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』の調査を十分に出来ないかもしれない。

　それに書き置きだってしたのだ。アイリスも不用心に外出することもないだろう。

「……そうだな。今日だけなら大丈夫かもしれない」

「ありがと。そう言ってくれると助かるわ。……それと、昨日私が言った通りちゃんと〈幻想戯曲〉は持って来た？」

「ああ。今は鞄かばんの中にあるけど、ちゃんと持ってるよ」

「よろしい。じゃあ、これ龍斗にあげるわ」

　そう言うと、エミリは肩に下げていた鞄からベルトのようなものを取り出した。

　エミリが取り出したのは、昨夜龍斗に見せた『魔弓の射手フライヘーゲル』が収められていた、革のホルダーだった。ベルトの中央辺りに、本が一冊入るようなポケットが取り付けられている。

「これ、〈幻想戯曲〉を常に身に付けられるよう作られたホルダーなの。出来ればこれを付けて、肌身離さず『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を持ってるようにしておいて」

「こんな高価そうなものくれるのか？　わざわざ俺のために？」

「別にあなたのためじゃないわよ。万が一、鞄を盗まれて『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を失くされたら困るから、念のために付けていて欲しいだけよ。学生服ならブレザーの下に付けると目立たないからおすすめよ」

「……あー、なるほどね」

　エミリがスカートの下に〈幻げん想そう戯ぎ曲きよく〉を隠していた姿を見た時何事かと思ったが、あれは人に見られないようにするためだったのか。

　そう納得しながら、龍りゆう斗との頭の中にエミリがスカートをまくり上げる光景を思い出し、ついエミリのスカートに目が行ってしまう。

　あの下に〈幻想戯曲〉があるのかと考えると、龍斗はわずかに顔が熱くなるのを感じた。

「あっ、私が制服着てるの、ようやく気付いてくれた？」

　しかしエミリは龍斗が制服を見ているのだと勘違いしたのか、ぱっと顔を明るくした。

「どう？　似合ってる？　小さい頃からずっと幻想司書として活動してたから、学生っていうのに憧れてたのよね～」

　エミリは微笑ほほえみながらその場でくるり、と一回転して見せた。胸を飾る赤いリボンとスカートが、ふわりと揺れる。

　そのあどけない笑顔に、龍斗は胸が高鳴るのを感じた。

「あー、うん、どうかな……」

「ちょっと、はっきり答えてよ。けっこうまじめに聞いてるんだから」

　龍斗が言葉を濁したのが不満だったのか、エミリがじとーっと、龍斗を見つめる。

　そのエミリの視線に、龍斗は照れ臭そうに頭をかいた後、

















「その……似合ってるよ。エミリ」

「……似合ってるだけ？」

「……それに、かわいい」

　彼女から視線を逸そらし、はにかみながら答えた。

　その答えに満足したエミリは一転、無邪気に頬ほおを綻ほころばせる。

「あはは、ありがと。じゃあ早く机を運びましょうか。折せつ角かく学校の授業を受けるのも楽しみにしてたから、遅れたくないもの」

　そう言うと、エミリは軽い足取りで歩き出した。後を追うように、龍りゆう斗とも歩き出す。

「でも、今日はさっさと帰るつもりだったから、教科書とか全部家に置いてきたんだよな」

「だったら、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』の続きを読んだら？　まだ全部読み終わってないんでしょ？」

「そうだけど、今更読み返しても意味あるのか？　物語だって途中までしかないし、アイリスを召喚したんだったら、もう『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を読む必要はないって思ってたのに」

　昨夜のエミリの言葉を、龍斗は思い出す。

　あの時エミリは、〈幻げん想そう戯ぎ曲きよく〉の内容を完全に把握することで召喚を完全なものにすると言っていた気がするのだが……。

「『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を読んでもアイリスの強さとかは変わらないんだけどね。でも、〈幻想戯曲〉を読めば召喚した人間のルーツが分かるから読んどいて損はないわよ？　使役型って、中には契約者の言うことも聞かない跳ねっ返りもいるから、性格を掴つかむために熟読する人もいるの。一緒に生活するんだし、アイリスのこと知っておいた方がいいんじゃない？」

「……そうだな。じゃあ、授業中は続きを読もうかな」

　エミリの言葉に答えながら、ふと、龍斗は気付く。

　召喚した人間のルーツが分かる。ということは、アイリスが何な故ぜ騎士であることにこだわるのかも、分かるのだろうか？

　龍斗はそのことに期待を感じながら……ふと、いつの間にかアイリスに興味を抱いている自分がいることに気付いた。



　◇



「──ねえ、龍斗ってば！」

「うわっ！」

　突然耳を打った声に、龍斗は『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』から顔を上げる。

　まず真っ先に龍斗の目に飛び込んできたのは、互いに席を寄せあい机の上に弁当箱を出す生徒達たちだ。読書に夢中になっていたせいで昼休みになったのを、龍斗は気が付かなかったのだ。

　龍りゆう斗とが視線を移すと、そこにはじとーっと龍斗を見つめるエミリがいた、

「え、エミリ。どうしたんだよ、急にさ」

「急にじゃないわよ。さっきからずっと龍斗のこと呼んでたんだから。……昼休みまで『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』読んでたのね」

「……ああ、まあな」

　龍斗が読んでいたのは、アイリスが騎士になった経緯のシーンであった。

　幼い頃から、英雄になるよう望まれ育てられた、アイリスの過去。

　確かに、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』の中のアイリスと、現世に召喚されたアイリスは似ている。誰かを守るために戦っているというところなんて、そっくりだ。

　だが、龍斗は小説の中のアイリスと、現実にいるアイリスの間に微妙な違和感を抱いていた。……うまく、言葉には出来ないが。

「それより、エミリは何か俺に話でもあるのか？」

「それなんだけど、龍斗が文芸部って本当？」

「そうだけど……それがどうかしたのか？」

「今から文芸部の部長と話がしたいんだけど、教室まで案内してくれないかしら？　同じ部の龍斗なら分かるでしょ？」

　文芸部の部長……由ゆ紀きのことだ。しかし、今日転校してきたばかりのエミリが、由紀に話なんてあるのだろうか。

　怪け訝げんな表情を浮かべている龍斗を見て、疑問に思っていることを察したのか、

「大したことじゃないんだけどね。文芸部に入ってもいいか、相談してみようと思っただけだから」

「……は？」

　その言葉に、思わず間の抜けた声が零こぼれる龍斗。

　転入してきたばかりのエミリが、突然部活に入りたがる理由。……もしかして。

「……あー、エミリ、ちょっと場所を変えよう。話したいことがある」

　少し躊躇ためらいながら、龍斗が口を開く。

　その途端、にわかに教室の空気が変わった。

「ねえ、今の聞いた？　場所を変えよう、だってさ。ど、どんな話なんだろ？」

「さあ……でも、龍斗君とエミリさん仲良さそうだし、もしかしたら……」

「そ、そうだよねっ。転校してきたばっかりなのに、龍斗君タメ口で喋しやべってるし……」

　ひそひそ……と、近くにいた女生徒の会話が龍斗の耳に入る。……さっきから気になっていたが、やはりあまりよろしくない勘違いをされているようだ。

「……？　別にいいけど？」

　しかし、エミリは周りの好奇の視線に気づいていないらしい。それどころか、何な故ぜ龍りゆう斗とがどぎまぎしているのか分からないとばかりに、小首を傾かしげている。

　龍斗はそそくさと立ち上がり、人気のない廊下の端まで移動した。

「一応聞いておくけどさ、エミリが文芸部に入ろうとしてる理由って、小説とか読むのが好きだからか？」

「本を読むのは嫌いじゃないわよ。でも、別にそれが理由って訳じゃないわ。ただ文芸部に龍斗がいるから入部するってだけよ。そっちの方が龍斗のこと監視しやすいでしょ？」

「……やっぱりか」

　がくり、と音が出そうなほどはっきりと龍斗が肩を落とした。

「なによ、私が文芸部に入るのが不満なの？　私だってもうこの学校の生徒なんだから、部活くらい入ってもいいじゃない」

「別に、エミリが入部するのが嫌って訳じゃないよ。でも、まさか放課後まで監視されるなんて思ってなかったからさ」

「仕方ないじゃない、上からのお達しなんだから。可能な限り『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』の契約者をマークしておけってね。アパートに押しかけないだけありがたく思いなさいよ」

　エミリの言葉に、龍斗はアイリスだけでなくエミリとまで同居する光景が頭に浮かんだ。

　毎日外食という訳にはいかないから、朝食と夕食の度に三人分の食事を作らなければならないだろう。しかも、洗濯物だって別々にしなければならないし、他にも──。

「……同居の話は止めてくれ。頭が痛くなってきた」

「その様子を見ると、アイリスのことで相当苦労してるみたいね。……でも、美少女と同じ屋根の下で生活できるって、ある種男の子の夢みたいなものじゃないの？」

「俺も他人事ならそう言って笑い飛ばしてたかもしれないけどさ、やっぱ遠慮とかあるだろ？　女の子の着替えとか、風呂に入ってる時とかさ」

「……でも、こう言うのもあれなんだけど、アイリスは、小説の中のキャラクターなのよ？　実際この世界に存在しない人間なのに、龍斗は何も思わないの？」

「？　何も思わないのって、なにが？」

「なにがって……」

　エミリはそこで口をつぐみ、龍斗から顔をそらし言葉を探す。龍斗はエミリの言いたいことが分からず、不思議そうにエミリを見つめていた。

「だって、アイリスはアイリスだろ？　自分の作った料理を食べてくれたら喜んで、俺が気絶したら心配して。まあ、ちょっと、っていうかかなり頑固なところもあるけど……そういう女の子だ。小説の中のキャラクターとか、この世界に存在しない人間とか、そういうの関係あるのか？」

　アイリスは普通の少女ではないかもしれない。誰かが創り出した人間かもしれない。

　それでも、龍りゆう斗とを守ろうと剣をとったり、良かれと思って食事を作ったり、背中を流してくれたりする。

　なんてことはない。龍斗にとってアイリスはそういう女の子であって、それ以上でも以下でもないのだ。

「……びっくりした。あんた、ほんと筋金入りのお人ひと好よしなのね」

「なんだよ、それ。そんなにおかしなこと言ったか？」

「そんな不満そうな顔しないの。これでも龍斗のこと褒めてるのよ？　今までそんなこと言う契約者なんていなかったから」

　そう言って、エミリは嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

　言葉だけ聞けば、素直に喜ぶべきか微妙なところだ。

　だが、エミリの無邪気な笑顔が照れくさく、龍斗は話題を変えるため言葉を探し、エミリに言い忘れたことがあるのを思い出した。

「そういえば、今朝言い忘れてたけど……ありがとな、エミリ」

「ありがとうって、何の話？　龍斗に感謝されるようなことしたかしら？」

「エミリがこの高校に転入したのって、もしかしたら俺のためなのかなって思ってさ。アイリスと同居することになっても、普段通り生活出来るように考えてくれたのかな、って」

　今朝エミリは、学園生活に憧れていたと言っていた。その言葉は、嘘うそではないだろう。

　だが、龍斗とアイリスを監視するのならば、桜さくらヶが丘おか高校に転入するのは明らかに非効率的だ。そんなことしなくても、龍斗とアイリスを一日中アパートにいるようにすれば、ずっと手間が省ける。

　しかし、そうしなかったのは自分がいつも通り生活出来るように、エミリが気を配ってくれた。そう思うのは、龍斗の考えすぎかもしれない。

「……当然でしょ？　これくらい」

　考えすぎかも、しれないが、

「龍斗がアイリスと同居することになったのは、私に責任があるんだから。これ以上龍斗に無理をさせるなんて、私のプライドが許さないのよ」

　そっぽを向きながらも、照れたように顔を赤くするエミリを、龍斗は信じてみたかった。

「あのー……もしかして、取り込み中ですか？」

　突然かけられた女性の声に、龍斗とエミリの肩がびくりと跳ねる。

　慌てて龍斗が視線を動かすと、そこには龍斗のクラスメートがいた。二人の間に割って入ったことを申し訳なく思っているのか、その笑顔はどこかぎこちない。

「い、いえ、別に構いませんよ。どうしたんですか？」

　こほん、とエミリがわざとらしく咳せきをし、女生徒に尋ねる。

「実は、外国人の女の子がこの高校に来てるんです。人を探してるみたいなんですけど、もしかしたらエミリさんのことじゃないかなー、って思ったんですよ」

「……外国人？」

　女子生徒の予想外な言葉に、龍りゆう斗とがぽつりと呟つぶやいた。

「はい。金色の髪をしていて、スカートがひらひらしたドレスを着てるんです。まるでお姫様みたいだったんですよ！」

　外国人。金色の髪。ドレス。女子生徒の口から出る単語に、龍斗は嫌な予感を覚えざるを得なかった。

　どうやらエミリも龍斗と同じ予想をしていたらしい。顔を強こわ張ばらせ、額にはつーっと、汗が一筋流れている。

「ごめん。その女の子、どこにいるか分かるかな？」

「昇降口の近くにあるベンチです。私の友達の女の子が一緒にいるので、行けばすぐ分かると思いますよ」

「そっか、ありがとう」

　そう言うと、龍斗とエミリは互いに顔を見合わせ、昇降口まで走り出した。
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　龍斗とエミリが昇降口まで降りると、二人の嫌な予感は確信に変わった。

　昇降口近くのベンチ。そこに、女生徒と話すアイリスがいたのだ。

「あっ、マスター」

　アイリスが龍斗に気付き、顔を上げた。

　だが、龍斗はその光景に呆ぼう然ぜんとし、エミリはどうしたものかと腕を組み苦い顔をしている。代わりにアイリスに話しかけたのは、同じベンチに座る女生徒だった。

「マスターって……龍斗君のこと？　アイリスさんが探してたのって、エミリさんじゃなくて龍斗君だったんだ」

「はい。ご迷惑をおかけしました。しかし、マスターと無事こうして会えて──」

「あ、アイリス！　ちょっとこっちに来てくれ！」

　これ以上アイリスを女生徒と会話させると面倒なことになると判断した龍斗が、アイリスの手を引き立ち上がらせる。

「ごめん。エミリはここで待っててくれないか？　出来れば、二人で話したいからさ」

「分かったわ。でも、出来れば早くした方がいいわよ？　もうアイリスのこと、先生も耳にしてるかもしれないし」

「ああ、そうだな。……アイリス、ちょっとこっち来てくれないか？」

　龍斗はアイリスを連れ人気のない校舎裏まで移動する。

「アイリス、なんで学校にいるんだよ？　アパートにいるようにって書き置きしておいただろ？」

　声が大きくならないよう必死で抑え、アイリスに問いかける龍りゆう斗と。その声色は怒りよりもむしろ、懇願の方が含まれているように感じる。

「テーブルの上に残したメモは見ました。しかし、マスターのお側そばにいることを優先するべきだと思ったんです。アパートを出た後、マスターと似ている服を着た人達たちを見つけて、彼らの後をついてきたら……」

「……学校についたってわけか」

「はい。でも、無事マスターと会えてよかったです」

「……とにかくさ、学校には生徒や教師以外がいちゃいけない決まりなんだ。アイリスはアパートに帰っててくれないか？」

「でも、私はマスターを守るための騎士です。たとえ少しの間とはいえ、マスターを一人にさせるわけにはいきません」

「……やっぱ、そうなるわけね」

　龍斗は「どうしたものかな」と呟つぶやき、頭をかく。

　アイリスをこの場で納得させることは、今までの経験からいって限りなく難しい。だが、だからといって、アイリスを校内にいさせるわけにはいかない。

「となると、やっぱり俺が一緒に帰らなきゃいけないわけか……分かった。じゃあ、家に帰るか」

　アイリスが龍斗の言葉に頷うなずき、二人は昇降口前のベンチまで戻る。

　その途中、ベンチに座りツインテールをいじっていたエミリが龍斗達に気付いた。

「二人共、話は終わったかしら？」

「ああ。俺はアイリスと一緒に家に帰ることにしたからさ、俺が早退したことを先生に言っておいてくれないか？　流石さすがに状況が状況だからな」

「まあ、そうなるわよね。本当なら私も龍斗についていかなきゃいけないんだけど、調査が残ってるし。……じゃあ、私もこのあとすぐに図書室の調査をして、終わり次第龍斗達と合流するわ」

　はあ、とエミリが溜ため息いきをつく。

「ああ、分かった。じゃあ俺は家に帰る……前に、やらなきゃいけないことがあったな」

　改めて、龍斗はアイリスの服装を見つめる。

　両肩を露あらわにし、踵かかとまで隠すほど長い純白のスカート。

　あまりにアイリスに馴な染じんでいたせいですっかり忘れていたが、これから生活していくことを考えたら、流石にこのドレス姿は目立ち過ぎるだろう。

「家に帰る前に、服を買おうか。流石にその格好のままじゃ目立ちすぎるし」

「いいんですか？　マスターが無理にお金を出すようなら、私はこのままで構わないんですけど……」

「アイリスだってドレスのままじゃ動きづらいだろ？　それに、女の子の服を買ってあげるくらいの財布の余裕はあるよ」

「……はどうするの？」

　ふと、エミリの声に視線を移す。

　だが、全ての言葉を聞き取ることが出来ず、龍りゆう斗とはエミリに聞き直した。

「？　悪い、ちゃんと聞こえなかった。もう一度言ってくれないか？」

「だ、だから、……よ」

　しかし、耳を傾けてもエミリの声は小さく、しっかり聞き取ることが出来ない。

「もう少し大きな声で言ってくれないか？　ちょっと聞こえづらくてさ」

「……っ！　だから、下着はどうするのって聞いてるのよ！　何度も言わせないでよ、こんな恥ずかしいこと！」

「……あ」

「……そういえば、下着の問題もありましたね」

　凍りつく表情を浮かべながら、ぽつりとアイリスが呟つぶやく。

　たとえ下着を買う金があったとしても、龍斗が買うわけにはいかない。

　だが、アイリス一人で買わせるのも難しいだろう。

「……仕方ないわね。図書室の調査が終わったら電話するから、放課後に合流しましょう」

「悪いな、エミリ。手間かけさせて」

　少しばかり引け目を感じながらも、龍斗はその言葉に頷うなずいた。ここでエミリの善意を断って困るのは、龍斗ではなくアイリスである。

　いや、恐らくアイリスは下着がなくても、さも当然とばかりに生活するだろう。

　だが、そうなると龍斗は無防備なアイリスと一夜を共にするわけで……それは道徳的に、非常によろしくない。

「いいわよ、これくらい。それより、龍斗が早退することは私が先生に伝えておくから。午後の授業が始まる前に行った方がいいわよ。……アイリスも、あまり龍斗を困らせちゃ駄目よ？」

「……？　何な故ぜですか？　私はマスターを守るために尽力しているだけですが」

　エミリの言っている意味が分からないとばかりに、アイリスが小首を傾かしげる。

　その反応に、龍斗とエミリは同時に溜ため息いきをついた。
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　龍りゆう斗とは学校を早退したあと、アイリスの騒動で昼食を食べ損ねたため、ショッピングセンターの中にあるハンバーガーショップで食事をとった。アイリスはハンバーガーに興味を示していたものの、龍斗はアイリスに注がれる店員の視線が気になって、ろくに味も分からなかった。

　二人は食事を終えたあと、服屋へと足を運んだ。平日の昼下がりだけあって、店内に客は龍斗とアイリスしかいない。

　服屋でもアイリスのドレス姿は浮いており、店員が頻繁に龍斗達たちを盗み見ている。だが、アイリスは色とりどりの服の方が気になるのか、並べられた服を手に取りまじまじと見ていた。

「なにか気に入った服があったら俺に声をかけてくれよ。アイリスがどんな服が着たいのか、俺も興味あるからさ」

「……そういえば、私の服を選びにここに来たんですよね」

　まるでそのことを今まで忘れていたかのように、アイリスが呟つぶやいた。

　一転、今度は真剣な表情で、アイリスは目の前に広げた服を見つめる。

「でも、どんな服が着たいか、私にもよく分からないんです。洋服なんて、今まで私は選んだことがありませんから」

「アイリスは服とか、興味がないのか？」

「……興味がないわけじゃありません。ただ、私は騎士団の制服しか着たことがないんです。騎士団の中でも女である私は異端で、女性らしい服を着るだけで白い目で見られましたから」

　そう呟くアイリスを見て、龍斗は学校で読んだ『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』の内容が頭を掠かすめた。

　アイリスは物心がつく前から、騎士として人々を守っていた。

　女性ながらに魔物と戦うアイリスを尊敬する人間もいたが、華々しい戦歴をあげる彼女を良く思わない人間も少なからずいた。

　そのため、アイリスは周りの人間に見下されないように、どんな時だって騎士団の制服を着ていた。

　同年代の女の子が綺き麗れいな洋服を身に纏まとっていた時、アイリスは騎士として騎士団の制服を着て、魔物と戦っていたのだ。

　だからか、いつもの無表情を浮かべるアイリスが、龍斗にはどこか寂しげに見えた。

　それは、龍斗の思い込みかもしれない。

　でも、

「……そっか。じゃあ、俺も一緒にアイリスの服、選ぶよ」

「……マスターが、ですか？」

「俺は女の子がどんな服が好きかなんて分かんないけどさ、似合ってるかどうかアドバイスしてあげるくらいなら出来るから。……迷惑、かな？」

　もしかしたら、的外れなことを言ってしまうかもしれない。全然かわいくない服を選んでしまうかもしれない。

　それでも、龍りゆう斗とは少しでもアイリスが喜んでくれるような服を着て欲しかった。普通の女の子なら誰でもしてるような、そんな当たり前のことだけれど。

「そんな、迷惑だなんてとんでもないです。私もどんな服を選べばいいのか分かりませんから……マスターがそう言ってくれて、嬉うれしいです」

　そう言って顔を綻ほころばせるアイリスを見て、龍斗が照れ笑いを浮かべる。

　そして、二人はアイリスに似合いそうな服を手に取りながら、店内を歩き回った。

　だが、何しろ龍斗は女の子と服を買いに来るのは初めてで、どんな服ならアイリスが喜ぶのか分からない。手当たり次第かわいいと思う服を広げてみるものの、アイリスに似合うのか自信がなく、元の場所に戻してばかりで一度もアイリスに勧めなかった。

「でも、どうして私はドレス姿で現世へ召喚されたのでしょう？」

　龍斗の隣で服を手に取っていたアイリスが、ぽつりと呟つぶやく。

「私は今まで、騎士団の制服や鎧よろいばかり着ていました。契約すれば、必然的に戦闘用の服装で召喚されると思うのですが」

「……もしかしたら、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』と契約した時、俺がドレスを着たアイリスを思い浮かべたからかも」

「私のドレス姿を、ですか？」

　龍斗は昨夜の公園で、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』と契約した時のことを思い出す。

　あの時、龍斗が読んだ段階ではまだアイリスの服装の描写がなく、「ドレスを着れば一国のお姫様と見間違えてしまいそう」ということくらいしか分からなかった。

　そのため、咄とつ嗟さにアイリスに一番似合いそうなドレスを思い浮かべたのだが……、

「アイリスにはさ、白いスカートのドレスが似合うって思ったんだ。可か憐れんなアイリスにはぴったりだと──」

　そこで、慌てて龍斗は口を閉ざし、アイリスから顔を背けた。

（……って、何言ってんだ俺は！）

　可憐なアイリス、という言葉が頭の中で何度もリフレインされながらも、龍斗はアイリスを盗み見る。

　だが、アイリスは龍斗の言葉をしっかり聞いたのか、驚いたような表情を浮かべていた。

「……可憐？　私が、ですか？」

「ご、ごめん！　何でもないんだ、聞かなかったことに……って、アイリス？」

　龍斗は必死で弁解しようとしたが、突然アイリスが顔を伏せたため、途中で言葉を切る。

　顔は見えないため表情は分からないが、髪から覗のぞかせた耳は仄ほのかに赤い。

　もしや体調でも悪くなったのかと、龍りゆう斗とが訝いぶかしんだ時、

「……すみません、マスター。男性の方から可か憐れんなんて言われるの初めてで……その、動揺してしまいました」

　俯うつむいたまま、か細い声でアイリスが呟つぶやいた。

　その時、微かすかに見えたアイリスの頬ほおが赤く染まっているように見えて──龍斗は、体が火ほ照てるのを感じる。

「そ、そうなんだ。……ご、ごめんな、変なこと言って。それじゃあ、早く服を選ばないとな」

　その体の熱を誤ご魔ま化かすように、再び龍斗は服を選び始める。

　だが、頭はぼーっとしていて、どんな服を手にとっているのか、龍斗自身分からない。

「あのー、お客様」

「は、はいっ！」

　背後から声をかけられ、声を裏返しながら龍斗は振ふり返かえる。

　そこにいたのは、女性の店員だった。

「何かお探しの服でもありますか？　良ければ、ご相談にのりますけど」

　アイリスが外国人だというのに、店員は怖おじ気けづくことなく、にこにこと営業スマイルを浮かべながら龍斗に話しかけた。

　龍斗はそのことに内心驚きながらも、平静を装いながら店員に答える。

「あの、この女の子の服を探してるんです。でも、俺、女の子の服とか選んだことがなくて、良かったら何か意見もらえますか？　アイリスも、それでいいか？」

「私も構いません。では、お願いできますか？」

「もちろんです。でも、彼女さんならスタイルが良いので何でも似合うと思いますよ」

　店員の言葉に、龍斗がぴたりと固まる。

「……彼女って、アイリスが俺の、ですか？」

「あれ？　違うんですか？　てっきり彼女さんの服を探してあげてるのかと思ったんですけど……」

「いやいやいや、違いますよ！　俺とアイリスはそんなんじゃなくて……！」

　思いも寄らない店員の言葉に、龍斗は顔を赤くしながらあたふたとする。だがアイリスは彼女というものがどういうものか分かっていないのか、きょとんとしながら狼狽する龍斗を見つめていた。

「と、とにかく、アイリスのことお願いします！」

「分かりました。それじゃあお客様、なにかリクエストとかありますか？」

「そうですね。出来れば、動きやすい服装がいいんですが……」

　そして、店員はアイリスと相談しながら服を選び始めた。常に笑顔で話しかける店員とは対照的に、アイリスの表情は真剣そのものだ。

　下手に男の自分が口を挟まない方がいいだろうと、龍りゆう斗とは体の火ほ照てりを冷ましながらその光景を眺める。

「マスター、この服はどうでしょうか？」

　しばらくして、アイリスは店員と相談して選んだ一着の服を龍斗に見せた。

「うーん。……かわいいとは思うんだけど、実際に着てみないと何とも言えないな。気に入ったんなら、試着してみたらどうだ？」

「……試着ですか？　しかし、マスターと二人きりならともかく、こうも人目が多いと肌を晒さらすのは憚はばかられます。どうしてもと言うのなら、恥を忍んで脱ぎますが……」

「違うから。誰もここで着替えろなんて言ってないから。……あと、頼むから俺と二人きりの時でも脱がないでくれ」

　アイリスがドレスに手をかけなめらかな肩が見えたところで、やんわりと龍斗が制止する。……段々とアイリスの突飛な行動に慣れてきたのは、果たして喜ぶべきなのだろうか。

「あそこに小さい個室があるだろ？　あの部屋で服を試着させてもらえるんだ」

「なるほど。では、少し待っていて下さい。すぐに着替えますから」

　そう言って、アイリスは龍斗が指をさした試着室へと歩いて行った。自分の選んだ服を着るのが楽しみなのか、その後ろ姿はどこか浮かれているように見える。

（……でも、あれだけ楽しそうなアイリスを見るのは初めてかもな）

　アイリスが試着室に入り、手持ち無沙汰になった龍斗が、ふと思う。

　アイリスへの印象は、お世辞にも感情豊か、といったものからはほど遠い。アイリスの笑顔より、無愛想な表情をイメージする方がずっと簡単だ。

　だからこそ、アイリスが自分で望んだ服を着てどんな表情をするのか、楽しみだった。

　そう、龍斗が思案にふけっていると、

「お待たせしました、マスター」

　龍斗はアイリスの声に我に返り──服を着替えたアイリスを見て龍斗は息を呑のんだ。

「……どうでしょうか？　マスター」

　龍斗の目に飛び込んだのは、白いワンピースを試着したアイリスだった。

　サイズは小さく、胸のラインが分かるほど。

　露出している肌が多いだけに、プロポーションの良さが際立っている。

　その可か憐れんな姿に龍斗は言葉を失い、アイリスを見つめることしか出来なかった。

「……もしかして、似合ってませんか？」

「そ、そんなことないって！　……すごく、かわいいよ」

　もっと言いたいことはあるはずなのに、龍斗はかわいい、というありきたりの言葉しか思いつかない。

　だがそれだけで十分だったのか、アイリスはほっと胸を撫なで下ろした。

「で、でも、いくらなんでも、そのワンピース短すぎじゃないか？」

　確かに、アイリスは店員に動きやすい服装という注文はした。

　だが、下手したら太ももが見えてしまいそうなほどスカートは短い。目のやり場に困り、ずっとアイリスの顔を見ているくらいだ。

「そうですね。これだけ短いと、足元がすーすーして少々落ち着きません」

「す、すーすーですか」

　というより、何な故ぜ法治国家は分からないのに、すーすーという単語は知っているのか。アイリスの言っていた最低限の知識とやらの境界線は、相当曖昧らしい。

「しかし、これもマスターをお守りするため。この程度の羞しゆう恥ち、耐えてみせます」

「お、おう。が……頑張ってくれ」

　動揺しているのか、龍りゆう斗とは自分でもよく分からない言葉をもらす。

「で、でも、アイリスその色で良かったのか？　白いスカートのドレスと白いワンピースで、被っちゃってるけど」

「……だって、マスターが言ってくれましたから」

「……？」

















「私には白いスカートのドレスが似合ってるって、言ってくれましたから。……だから、白色の服が良いって、店員さんと相談したんです」

　その瞬間、龍りゆう斗とは血液が沸騰するほどの熱さを覚えた。

　頭の中は不思議な酩めい酊てい感に支配され、ぼーっとしている。そのくせ、もっとアイリスを見てみたいと思っているはずなのに、目の前は真っ白でそれも叶かなわない。

「……どうしたのですか？　マスター」

「な、何でもないっ！　じゃあ、私服はそのワンピースにしようか！　他にもパジャマとかも買わなきゃいけないからな！　一旦その服脱いでくれ！」

「……？　分かりました」

　わたわたと慌てる龍斗にアイリスは訝いぶかしげに首を傾かしげた後、カーテンを閉めた。

　龍斗は一度深呼吸をし冷静になった後、アイリスが服を着替えている間、服以外の生活日用品を頭の中でリストアップする。歯ブラシ、マグカップ、バスタオル……。

「こりゃ、一回お金を下ろす必要がありそうだな」

　龍斗は眉間に皺しわを寄せながら、溜ため息いき混じりに呟つぶやいた。
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　龍斗達たちは服屋で買い物を終えた後、ドレスからワンピースに着替えたアイリスと一緒にショッピングセンターを歩き回り、彼女の日用品を買い集めた。

　必要だと思える日用品は全て買い終え、残りは下着だけだ。もう夕方になり、龍斗はエミリから電話が来るまで、アイリスと一緒にショッピングセンターの中をぶらぶらと歩く。

　だが、毅き然ぜんと歩くアイリスとは対照的に、龍斗の歩調はぎこちない。

　何しろ、女の子と二人きりで買い物をした経験なんて全くない。買い物をしている時は会話が途切れることはなかったが、手持ち無沙汰になると何を話していいか分からなくなってしまう。

　ふと、龍斗の視界の隅にクレープ屋が映り、ある考えが龍斗の頭をよぎった。

「なあ、アイリス。クレープ食べてみたくないか？」

「……くれーぷ、ですか？」

「ああ。現代のお菓子なんだ」

　陳腐な考えだというのは、龍斗も理解している。

　だが、龍斗には女の子が喜びそうなもの、といえば甘い食べ物くらいしか思いつかなかった。

「少しお腹なかは空いていますが、耐えられないというほどではありません。マスターがお金を払うようなら、私は結構ですが」

「アイリスに食べてみて欲しいんだ。現代の食べ物にどんな感想を持つのか、興味があるからさ」

「……そうですか？　マスターが勧めてくれるのなら、口にしたいとも思いますが……」

　龍りゆう斗とはアイリスの言葉に頷うなずくと、クレープを買う。その際、「生クリームガトーショコラ二つですね！」という店員の注文の復唱に、アイリスは「な、なまくりーむがとーしょこら？」と目を丸くしていた。

　龍斗達たちは手頃なベンチに座ると、アイリスがしげしげと手にしたクレープを見つめる。

「しかし、どれ一つとして私が知っている材料がないですね……」

「大丈夫だよ。生クリームに、ガトーショコラ。二つとも甘くておいしいからさ」

　アイリスは龍斗の言葉に頷き、ついに決心をしたようにクレープに齧かじり付き……きらりと、目が輝いた。

「ほふぇは、ふぁひはひおいひいふぇふへ、ふぁふふぁー」

「喜んでくれたのは嬉うれしいけど、食べ終わってから話してくれ」

　はむはむとクレープを食べるアイリスを見ながら、龍斗が小さく笑う。

　表情にこそ変化はあまりないが、余程口にあったのだろう。小動物のようにクレープを食べるその姿は、普段の毅き然ぜんとしたアイリスからは想像も出来ない。

「……失礼しました。これは確かにおいしいですね。マスター」

「気に入ってくれて何よりだよ」

「特に、持ち運びやすいというのが素晴らしいです。手に取りやすくて、これだけ糖分が補給できる食べ物はそうそうありませんね」

「……気に入ったの、そこなのか」

「はい。祖国の騎士達に栄養食として布教出来ないのが残念なくらいです。そうですね、腰にぶら下げれば丁度いいのではないでしょうか」

「随分とファンシーな騎士だな、それ」

　だが、アイリスが満足してくれたなら十分だ。龍斗は手にしたクレープを口にした。

　ふんわりとした生クリームと、しっとりとしたガトーショコラの甘さに舌が溶けそうだ。生地ももちもちとしていて食べ心地も良い。なるほど、普段は冷静なアイリスが喜ぶのも分かる。

「でも、アイリスが食に興味を持つなんてちょっと意外だな。アイリスのことだから、腹がいっぱいになれば何でもいい、とか言い出すかと思ったけど」

「……確かに、食事で最も優先されるのは栄養を補給することです」

　ですが、とアイリスは付け加える。

「食は心の栄養でもあります……と、私がいた世界の料理長も言っていました。おいしいものは、決して嫌いではありません」

「……そっか。ちょっと安心したよ」

「……？　どうして、マスターが安心するんですか？」

「何でって……」

　アイリスも、女の子らしいとこがあるんだなって思って。

　そんなこと言えるわけもなく、龍りゆう斗とは照れ隠しのようにアイリスから視線を外した。

「マスター、何な故ぜ笑っているのですか？」

「いや、別に気にしないでくれ」

　龍斗はそう答えると、クレープを口にした。

　すると、

「あっ……マスター、動かないでください」

「ん？　……っ！」

　その声に、龍斗は首を動かし──アイリスが顔を近づけていることに気付き、心臓が止まりそうになった。

　吐息がかかりそうなほど近い距離。桜色の唇が、吸い込まれそうな瞳が、はっきりと龍斗の目に映る。鼻をくすぐる甘い匂いが、一層龍斗の動どう悸きを激しくさせた。鼓動の音がアイリスに聞こえるのではないかと、心配になるほどだ。

　そして、アイリスは龍斗の顔に手を伸ばし──頬ほおに付いていた生クリームを指で拭ぬぐった。

「な、ななっ……！」

「生クリーム……ですよね？　頬についていましたよ」

　そう呟つぶやくと、アイリスは生クリームのついた指をくわえた。

　アイリスの大胆な行為に見とれ、龍斗はしばらくぽーっとアイリスを見つめる。

「……アイリスさん、あなたは誰にでもそんなことをしてるんですか？」

「いえ、そういうわけではありません。マスターの粗野な姿を、他人に見せるわけにはいきませんでしたから。というより、何故敬語なんですか？」

「……あー、あれだ。そういうのは相手と場所を考えたほうがいいぞ。勘違いするやつが出てくるからな」

「……？　ですから、マスターですから指で拭ったんですよ？」

「いや、だから……！」

　その勘違いするやつの一人が、俺だっていうのに……！

　恥ずかしさを誤ご魔ま化かすようにクレープに齧かじり付く龍斗を、アイリスはきょとんとした表情で見つめていた。
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　龍りゆう斗とはクレープを食べ終えた後、アイリスと一緒に入口前のベンチに座りエミリが来るのを待つ。だが、夕方になってもエミリはなかなか現れない。

「……まいったな」

　龍斗は渋い表情を浮かべ、手にした携帯を見つめながら呟つぶやいた。

　学校では図書室の調査が終わり次第電話をすると言われたものの、未いまだエミリからの着信はない。龍斗から電話をしようとしたものの、電源が切れているのかエミリの携帯には繋つながらなかった。

「どうしますか？　エミリを迎えに学校まで行きましょうか？」

「でも、図書室の調査が遅れてるだけかもしれないしな。もう少しだけ待って──」

　そこで、こちらに歩いてくる二人の少女に気付き、龍斗は言葉を切った。

　二人共桜さくらヶが丘おかの制服を着ており、一人は腰まで伸びたツインテールが特徴的だ。顔までははっきりとわからないが、間違いない。

「おーい、エミ──」

　龍斗はエミリの名前を呼びながら、立ち上がろうとして……エミリの隣にいる少女に気付き、硬直した。

　エミリに気を取られすぐには気付かなかったが、今なら分かる。肩にかかる程度のショートヘア。百ゆ合りを彷ほう彿ふつとさせる華きや奢しやな体つき。

「ゆ、由ゆ紀きっ……!?」

　そこにいたのは、村むら枝えだ由紀だった。由紀は龍斗の隣にいるアイリスを怪け訝げんに思っているのか、その場に立ち止まり龍斗を見つめている。

　何故エミリと一緒に由紀がいるのか理解が追いつかず、呆然とする龍斗。その龍斗の様子に気付かず、エミリは龍斗とアイリスの許に駆け寄った。

「遅れてごめんなさい！　二人共待った？」

「いえ、今買い物が終わったところです。それより、どうしてエミリはマスターに連絡しなかったのですか？」

「あはは……それなんだけどね」

　エミリは話しづらそうに、髪を指でくるくると巻きつけた。

「クラスの女の子達たちとアドレスを交換してて、気づいたら携帯の電池が無くなってたの。ほどほどにしなきゃいけないと思ってたんだけど、アドレス帳に女の子の名前が増えるのが嬉しくて……」

「……それで、何でエミリが由紀と一緒にいるんだ？」

　抑揚のない声色で、龍斗がエミリに尋ねる。

　エミリは由紀が龍斗の知り合いということに気付いたのか、真顔になりながら、

「龍斗がショッピングセンターに行くってことは知ってたから、図書室にいた女の子に相談してみたの。そしたら、その娘も本を買うからって、わざわざ案内してくれたのよ。……もしかして、龍りゆう斗との知り合い？」

「知り合いも何も──」

　龍斗が由ゆ紀きとの関係を話そうとしたところで、由紀がこちらに歩み寄っていることに気付き、口を閉ざした。

　どうするべきか龍斗が逡しゆん巡じゆんしている内に、由紀が戸惑った表情を浮かべながら、ぺこりとお辞儀をする。

「あ、あの……石いし馬ま先輩、こんにちは」

「お、おう。こ、こんなところで会うなんて奇遇だな」

　龍斗は手にした大量の荷物を背中に隠しながら、ちらりと隣にいるアイリスを見た。

　アイリスと一緒にいるところを知り合いに見られたくはなかったが、よりにもよって由紀に会うなんて……！

「……びっくりしたわ。まさか、村むら枝えださんが龍斗の友達だなんてね」

「と、友達なんて、そんな……！　い、石馬先輩は部活の先輩なんです。まさか、エミリさんも石馬先輩と知り合いなんて、思いませんでしたけど」

「……なるほどね。案内してくれてありがとう、由紀さん。それじゃアイリス、早速買い物を終わらせましょうか」

　エミリが急せかすように、アイリスに声をかけた。龍斗とアイリスの関係を悟られないように、機転を利かしたのだろう。

　しかし、アイリスから返事はない。緊張した面持ちで由紀を見つめている。

　見ると、由紀もアイリスに鋭い視線を送っている。引っ込み思案な由紀にしては珍しい態度だ。

　アイリスと由紀の間に、妙な沈黙が流れる中、

「……断フラグ──」

「だああああああ！」

　断章フラグメントを唱えようとしたアイリスの口を、龍斗が慌てて塞いだ。

「ごめん、由紀！　ちょっとアイリスと話があるから待っててくれ！」

「えっ？　あの、先輩──」

　由紀の返答も待たず、龍斗はその場を離れアイリスに耳打ちする。

「アイリス、お前何しようとしてんだ！」

「……彼女から敵意を感じたので、念のため戦闘態勢に移ろうと思っただけです。いつ襲われるか分からなかったので」

　もがもがと、龍斗に口を塞がれながらアイリスが喋しやべる。

　その時、アイリスが龍斗の指を甘噛かみし、得も言われぬ痺しびれが龍斗の背を這はい上がった。

　アイリスの歯が、舌が、龍りゆう斗との指に当たる。

　指先は温かくて、龍斗は一瞬だけ頭の中が真っ白になった。

「……っ！　ゆ、由ゆ紀きが俺を襲うわけないだろ！　由紀は俺の後輩なんだから！」

「マスターではありません。彼女は、私に敵意を向けているようでした。集中していなければ気づかないほど、軽いものでしたが」

「……？　それってどういう──」

「あの、石いし馬ま先輩、どうしたんですか？」

　龍斗が振ふり返かえると、そこには由紀とエミリがいた。龍斗の様子がおかしかったのを心配したらしい。

「い、いや、何でもない。じゃあアイリス、エミリと一緒に買い物に行ってきてくれ」

「分かりました。……マスターは一緒に行かないのですか？」

　アイリスの言葉に、龍斗の背筋に冷たいものが走る。

　案の定、由紀はアイリスの言葉に呆あつ気けにとられていた。きょとんとしながら、「ま、ますたー……？」と、声をもらす。

「い、行かないよ。俺は少し由紀と話してるから、エミリと二人で行ってくれ」

「しかし、少しの間とはいえマスターの傍を離れるのは不安です。私の下着を買うのに抵抗があるのは分かりますが、出来るなら一緒に──」

「大丈夫よ、すぐに終わらせるから！　早く行きましょう！」

　エミリがアイリスの手を取り、ショッピングセンターへと強引に連れて行く。アイリスに反論の間も与えないほど、あっという間の出来事だった。

　龍斗は心の中でエミリに感謝しながら、恐る恐る由紀を見ると、

「下着を一緒に買う……？　石馬先輩が、女の子の……？」

　放心状態になりながら、同じ言葉を何度も繰り返していた。

「……っ！　石馬先輩っ！　あの女の子の下着を買うって、どういうことなんですかっ!?」

　我に返り、食い入るように龍斗に尋ねる。怒っているような、悲しんでいるような、複雑な表情だ。

「あー、えーっと……」

　龍斗はなんとか誤ご魔ま化かそうと、言葉を探す。

　だが、女の子の下着を買う健全な理由なんて咄とつ嗟さに思いつくはずもなく、

「……悪い。話すと長くなるからさ、また明日にしてくれないか？　アイリス達たちもすぐ戻ってくると思うし、これからみんなで夕飯を食べるんだ。その、転入祝いでエミリの家でさ」

　苦し紛れなのは、龍斗も理解している。だが、たとえ後輩である由紀であろうとも……いや、後輩である由紀だからこそ、本当のことは言えない。下手すれば、由紀も〈幻げん想そう戯ぎ曲きよく〉の事件に巻き込んでしまう可能性があるのだから。

「……石いし馬ま先輩が、女の子とご飯……」

　龍りゆう斗との言葉に、一層由ゆ紀きの表情に不安の色が濃くなる。

「あの、何処かのお店でみんなで夕食を食べに行くことは出来ないんでしょうか？　出来れば、あの女の子のことをもっと知りたいんですけど……」

「……悪い。さっきまで買い物してて、外食するだけのお金が無いんだ」

　由紀にアイリスのことを話すのを避けようと、龍斗はその場を取り繕おうとする。

　だが、由紀はぎゅっとスカートの裾を握ると、ゆっくりと口を開いた。

「……分かりました。じゃあ、私の家で夕飯を食べませんか？」

「……えっ？」

　普段の、おとなしい由紀からは想像も出来ない、思い切った発言。龍斗は間の抜けた顔をしながら、聞き間違いかと由紀の次の言葉を待つ。

　由紀は一度深呼吸をすると、決心したように力強く言った。

「私が、皆さんに夕食を御ご馳ち走そうします。それなら、ゆっくりと話すことも出来ますよね？」

「そ、それは駄目だって！」

　由紀の突然の提案に、龍斗は慌てて口を開く。

「いきなり由紀の家に行ったら、家族の人だって困るだろ？」

「大丈夫です。今は両親が仕事で出張していて、家には私一人しかいませんから。だから、石馬先輩もエミリさんも、私の家で夕食を食べて下さい。もちろん、あの女の子も一緒に、ですよ」

　由紀の決意は固いらしく、きっぱりと言い切った。

　しかし、龍斗は由紀の言葉に答えず、困ったような表情を浮かべるばかりだ。

「それとも、夕食に私がいたら……迷惑ですか？」

「いや、そんなことはない！　そんなことは、ないんだけど……」

　不安そうに上目遣いで尋ねる由紀の言葉を、慌てて龍斗は否定する。しかし、由紀の表情が晴れることはない。

「……分かった。じゃあ、夕食は由紀の家で御馳走になるよ」

　その由紀のつぶらな瞳を見つめながら、龍斗は観念したように呟いた。
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　由紀は龍斗達たちを待たせない配慮から、今日は本を買うことを諦め、先に夕食を準備するために家へ帰った。

　龍斗は下着を買い終えたアイリスとエミリに、夕食は由紀の家で食べることを説明し、三人で由紀の家へと向かう。その道中、

「いいか、アイリス。何度も言うようだけど、由ゆ紀きの前じゃ〈幻げん想そう戯ぎ曲きよく〉だとか、騎士だとか、そういうことは絶対に口にしないでくれよ」

「もう一度確認するわよ。アイリスは私の友達で、私と一緒に日本に来た。そして龍りゆう斗との住むアパートに住んでいて、それで龍斗と仲良くなった。オッケー？」

　龍斗とエミリは、その場で考えた設定を何度もアイリスに言い聞かせる。

「はい、大丈夫です。……しかし、彼女が料理を作ってくれるようですが、私がマスターの料理の毒見はしなくてもいいのでしょうか？」

「いいって、由紀は俺の後輩なんだから！」

　アイリスに言い聞かせている内に龍斗達たちは由紀の家へ着き、インターフォンを押す。

　ほどなくして、由紀が穏やかな笑顔で龍斗達を迎えた。

「お待ちしてましたっ。夕食は出来てますので、どうぞこちらに来てください」

　由紀の嬉うれしそうな声を聞き、龍斗が首を傾かしげる。確か、由紀と別れてから二十分と経たっていないはずだが。

「準備出来てるって、まだそんなに時間も──」

　言いながら、由紀に和風の客間に案内され、龍斗は続きの言葉をのみこんだ。

　テーブルの上には、四人分の食事が用意されていた。

　白米と味み噌そ汁しる、肉じゃがに鯖の味噌煮に漬物。まさか、これだけの食事をあんな短時間で用意したというのか。

　だが、エミリは目の前にある日本ならではのメニューに興奮しているのか、奇妙に思う様子もなく「おおー」と声に出していた。アイリスも興味深そうに料理を見つめている。

「買い置きしていた材料を使ったので和食になってしまいましたが、エミリさん達の口に合えばいいんですけど……」

「いいのいいの、気にしなくて。本場の和食って一度食べてみたかったのよねー」

　由紀の配慮だろうか、エミリがはしゃいだ声をあげながら、用意されていたスプーンとフォークを手に取る。それをきっかけに、龍斗達もそれぞれテーブルの前に座る。

「んー、おいしー！」

　由紀の料理を楽しみにしていたのか、誰よりも早く肉じゃがを口に入れたエミリが頬ほおを押さえる。それを見て、龍斗も肉じゃがを食べた。

　肉じゃがは出来たてでほくほくと熱く、じゃがいもや人にん参じんなど、それぞれの具に味がよく染み込んでいてほんのりと甘い。どちらかといえば味は濃いめで、龍斗が好みの味付けだった。

「今まで何度か由紀の料理は食べてるけど、相変わらず料理がうまいな」

「そ、そうですか？　そう言ってくれると、嬉しいです……」

「いいわねー、家庭的な女の子って。私って料理とか掃除とか、家事が苦手なのよ。由紀さん、私のお嫁さんにならない？」

「ええっ!?　お、お嫁さんなんて無理ですよっ！」

　エミリがからかい、由ゆ紀きが慌てて手を振った。心持ち、由紀の顔が赤くなっている。

「ユキ」

　そこに、味み噌そ汁しるを見つめていたアイリスが由紀の名前を呼んだ。

　突然アイリスに話しかけられたことに驚いたのか、びくりと由紀の肩が震える。

「……な、なんですか？」

「このスープに入っている柔らかい物体は何でしょうか。今まで食べたことのない触感なのですが……」

　そう言って、アイリスはスプーンで味噌汁から豆腐をすくった。

　アイリスの質問が予想外だったのか一瞬だけ由紀が固まり、慌ててアイリスに答えた。

「それは豆腐です。外国じゃあまり口にすることはないと思いますけど……もしかして、おいしくなかったですか？」

「いえ、あまり慣れない味ですがとてもおいしいですよ。しかし、昨夜も豆腐を食べましたが、こうやって食べるものなんですね。とても驚きました」

「……良かった」

　由紀がほっと溜ため息いきをついた。それを見て、味噌汁をすする龍りゆう斗との手が止まる。

　ショッピングセンターで、アイリスは由紀が敵意を向けていると言っていた。それが少し気がかりだったのだが、この様子を見るとどうやら気のせいだったようだ。

　この調子だったら何事もなく食事が終わりそうだと、龍斗が再び味噌汁に口を付けた時、

「……決めたわ。由紀さん、これから食事の時は由紀さんの手料理を御ご馳ち走そうになってもいいかしら？」

　エミリの言葉に、龍斗は危うく味噌汁を吹きだしそうになった。

「えっ？　食事の時って……朝と夕方ってことですか？」

「由紀さんの両親出張でいないみたいだし、その間だけでいいから。何なら食費は全部私が出すし、ねっ？」

「エミリ、さっき由紀に言ったお嫁さんにならないかってやつ、本気だったのか……？」

「だって、私料理作れないんだもん。外食ばっかりも体に悪いし、出来たら毎日由紀さんの食事を食べたいの。どうかしら？」

　エミリは笑いながら言うが、由紀は首を傾かしげ難色を示している。

　なにせ由紀はエミリと今日出会ったばかりなのだ。由紀も簡単に頷うなずくことは出来ないのだろう。

「……じゃあ、龍斗とアイリスもこれから由紀さんの家で食事をするのはどう？　龍斗がいれば、由紀さんも安心するでしょ？」

「……石いし馬ま先輩も、ですか？」

「ちょっと待て。何で俺らを交渉の引き合いに出すんだ」

「だって、龍りゆう斗とも一人暮らしでしょ？　どうせ偏った食生活を送ってるんだし、別にいいじゃない」

「勝手に決めつけんなって。由ゆ紀きが迷惑だろ？　俺とアイリスの食事を作るなんて──」

　そこで龍斗は口を閉じ、黙々と料理を口にするアイリスを見つめた。直後に、龍斗は昨夜アイリスが作ったスープの味を思い出す。

　恐らくアイリスはこれからも、龍斗をキッチンに立たせることを拒むだろう。

　そして、龍斗は食事の度にアイリスの作った料理を食べることになるのだ。美お味いしさではなく、痛みしか感じることの出来ないあの料理を。

「……どうしたのですか？　私をじっと見つめて」

　自分を見つめ硬直している龍斗が気になったのか、小首を傾かしげながらアイリスが尋ねる。

　その瞬間、龍斗は考えるより早く由紀に話しかけた。

「なあ由紀、俺からも頼めるか？　俺も由紀の両親が帰ってくるまでの間でいいからさ」

「……えっ？」

「由紀の負担になるのは、良く分かってる。でも、俺も由紀の料理が食べたいんだ」

「た、食べたいって……石いし馬ま先輩が、私の料理をですか？」

「……駄目かな？」

「そ、そんなことありません！　石馬先輩が私の料理を食べてくれるなら、喜んで作ります！」

　由紀がぶんぶんと首を振り、龍斗は心底安心したような表情を浮かべた。それを見て、にやりとエミリが笑う。

「決まりね。これから学校以外で食事をする時は、由紀さんに作ってもらうってことで。よろしくね、由紀さん」

「は、はい！　頑張ります！」

「……でも、由紀の料理が食べれるのはありがたいけどさ、喜んで作るってちょっと大げさじゃないか？　そんなに由紀って料理が好きだったっけ？」

「……確かに、料理は好きですけど……」

　そこで由紀は言葉を切り、耳まで真っ赤になりながら俯うつむいて口ごもった。それを見て、更に眉を顰ひそめる龍斗。

　エミリは小さな声で「もしかして……」と呟つぶやいたが、龍斗の耳に届くことはなかった。
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「……そうですか。石いし馬ま先輩、アイリスさんの生活用品を買う手伝いをしていたんですね」

　食事の後、龍りゆう斗とは由ゆ紀きにアイリスのことを尋ねられ、彼女のことを話した。無論、〈幻げん想そう戯ぎ曲きよく〉から現れた騎士ではなく、事前に龍斗達たちが考えた設定を、である。

　それを聞いて由紀は安心したのか、ほっと胸を撫なで下ろす。

「ああ。アイリスはまだ日本のこととか良く分からないからさ、俺が代わりに立て替えてたんだ。下着は俺が買うわけにはいかないからエミリに頼んだんだけど、アイリスは俺が買うって勘違いしてたみたいだな」

「……なるほど」

　龍斗もエミリも、かなり苦しい言い訳を口にしていることは良く分かっている。だが、とりあえず由紀は納得してくれたらしい。

「日本に来たばかりで分からないことばかりですが、よろしくお願いします。ユキ」

「……はい。こちらこそ、アイリスさんが喜んでくれるような料理が作れるように頑張ります」

　ぺこり、と頭を下げるアイリスに、由紀が微笑ほほえみかける。

「まさかショッピングセンターまで案内してくれたのが由紀さんだったなんてね。でも、これで手間が省けて良かったわ」

「手間が省けたって、どういうことですか？」

「由紀さんに話そうと思ってたの、文芸部に入部させてくれないかってね」

　その言葉に、龍斗は昼休みにエミリと入部の件について話したことを思い出す。

　部員が足りず、廃部寸前の文芸部だ。由紀にとって、エミリの入部は願ってもない話だろう。そう、龍斗は思っていたのだが、

「……文芸部に入部、ですか」

　意外にも、由紀は即答しなかった。

「……？　何でそんな浮かない顔をするんだ？　折せつ角かく貴重な部員が増えるっていうのに」

「え、ええっ？　そ、それはもちろん、エミリさんが入部してくれるのは嬉うれしいですけど……」

　由紀は頬ほおを赤くしながら俯うつむき、ちらちらと龍斗を見る。その視線の意味が分からず、龍斗は首を傾かしげる。

「まあ、私が入部しても素直に喜べないでしょうね。部員が増えるのは部長としては嬉しくても、女の子としては喜べないってとこかしら」

「エ、エミリさんっ！」

　あわあわと両手を振る由紀に、にやにやと意地悪な笑顔を浮かべるエミリ。そして、相変わらず首を傾げている龍斗。

「わ、私は構いません！　小説が好きな人なら、誰でも大歓迎ですから！」

　顔を赤くしながらも、由ゆ紀きは大声で叫び……由紀が口にした「小説」という単語に、一瞬だけアイリスの体が強こわ張ばった。

「……ユキ。その文芸部という部活は、小説と関係があるんですか？」

「……えっ？」

　由紀に質問したのはアイリスのはずなのに、驚きの声をもらしたのは龍りゆう斗とだった。関係のない文芸部の話題に、アイリスが興味を示したことが意外だったからだ。

「はい。文芸部というのは小説が好きな人達たちが集まって、小説のことを話しあったり創作活動をする部活なんです。とは言っても、私は読むのが好きなだけで小説を書くことはしないんですけどね。……もしかして、アイリスさんも小説が好きなんですか？」

　小説に興味を持ってくれたことが嬉うれしいのか、由紀は弾んだ声色でアイリスに尋ねる。

　だがアイリスは即座に質問に答えず、困惑しているような、戸惑っているような、複雑な表情を浮かべ由紀から視線を逸そらした。

「……読書は、たまにします。特に、騎士文学を読んでました」

　逡しゆん巡じゆんした後、アイリスは躊躇ためらいがちに答えた。

　ただ、読書をする。それだけの何でもない返答なのに、何な故ぜかアイリスの声はひどく弱々しい。普段の凛り々りしいアイリスからは、想像出来ない反応だ。

「騎士文学……それって、ファンタジー小説が好きってことですか？」

　由紀の方は読書好きの女の子と出会えたことが嬉しいのか、身を乗り出しながらさらにアイリスに尋ねる。

　しかしアイリスは何も答えず、口をつぐんだまま顔を俯うつむかせていた。

　その姿は由紀の質問にどう答えればいいか迷っているというよりも、読書が好き、という言葉を口にするのを拒んでいるように見える。

「……ちょっと待っていて下さい」

　アイリスの返答を待たずに由紀はそう告げると、客間から出た。

　何事かと龍斗とエミリが顔を見合わせていると、由紀は一冊のハードカバーの本を手に戻ってくる。

「これ、私が好きなファンタジー小説なんです。日本語で書かれてますから、読むのが大変かもしれませんけど……もし良かったら、読んでみませんか？　おもしろさは、私が保証します」

　そう言うと、由紀は手にした小説をアイリスに差し出した。

　小説の表紙には甲かつ冑ちゆうを着た騎士が馬に跨またがり、ドラゴンに立ち向かう絵が描かれている。由紀の言う通り、どうやら中世を舞台にしたファンタジー小説のようだ。

　しかしアイリスは受け取らず、呆ぼう然ぜんとした表情でその小説を見つめていた。

「あっ……急にこんなこと言ったら、アイリスさんも困りますよね。今まで私の周りの友達には小説のことが好きな人があまりいなかったから、ちょっと嬉うれしくなっちゃって……ごめんなさい、やっぱり忘れて下さい」

　そう言って、由ゆ紀きは小さく笑った。その笑顔はアイリスにファンタジー小説を勧めた時よりずっと元気がない。

「……ユキ。その小説、借りてもいいでしょうか？」

　アイリスは、由紀の寂しげな笑顔を見つめながら、呟つぶやくように言った。その言葉に、由紀が呆あつ気けにとられたような顔を浮かべる。

「折せつ角かく、ユキが勧めてくれたんですから。是非読ませて下さい」

「……はいっ。読んだら、感想を聞かせて下さいね」

　アイリスは由紀から小説を受け取り、本の表紙を見つめた。

　相変わらずの無表情。しかし、先程まで悲しみの色が浮かんでいた瞳は、優しくなっているように見える。

　その穏やかなアイリスの表情を見つめながら、龍りゆう斗とは胸の中で違和感が湧き上がるのを感じた。

「あっ、もうこんな時間になっちゃいましたね。どうしましょうか？」

　壁にかかった時計を見た由紀が、龍斗達たちに尋ねる。

「私はそろそろ失礼させてもらうわ。これから、やらなきゃいけないことがあるしね」

「そっか。じゃあ俺もそろそろ帰ろうかな。アイリスも、それでいいよな？」

　だが、アイリスは小説を見つめたまま顔を上げようとしない。

「……アイリス？」

「は、はいっ！　何でしょうか!?」

「い、いや、もう帰ろうか、って話してたんだけど……」

「……分かりました。今日はありがとうございました、ユキ」

「いえ、とんでもないです。お気を付けて下さいね」

　龍斗達は帰り支度をした後由紀に挨拶をし、家を出て行く。

「じゃあな、エミリ。また明日学校で……の前に、由紀の家で朝食を食べるんだっけ？」

「……いえ、それじゃ駄目だわ」

　このまま別れると思っていた龍斗が、エミリの予想外の言葉に拍子抜けする。

「龍斗さえ良ければ、今日の夜にもう一度会いたいの。『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』のことを調べたいから」

「『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』について？」

「そう。私もやらなきゃいけないことがあるから、一段落したら電話するわ。その時になったら、アイリスと一緒に指定の場所に来てくれない？」

「私について確認したいことがあるということは、図書室の調査で『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』について何か分かったのですか？」

「……分かったからじゃないわ。何も分からないからよ」

　ぽつりと呟つぶやいたエミリの言葉に、龍りゆう斗とがわずかに首を傾かしげる。

「詳しいことはまた後で話すわ。じゃあ、ばいばい」

　龍斗達たちに背を向け、ひらひらと手を振ってエミリが去っていった。



　◇



　夜も更けた頃、龍斗はエミリから連絡をもらい、アイリスと一緒にアパートを出た。

　歩いて二十分ほどで、龍斗達はエミリが指定した寂れた町工場に着く。工作機械は撤去されており、閑散としている。

　エミリは既に到着しており、龍斗達に気づくと軽く手を挙げた。

「一般人に見られると面倒だから、早速本題に入るわよ。結論から言うと、図書室の調査はほとんど意味がなかったわ。分かったことといえば、第三者が『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を図書室に持ち運んだことくらいね」

「そういえば、前に言ってたな。『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』はウォレス図書館から盗まれた〈幻げん想そう戯ぎ曲きよく〉かもしれないって。じゃあ、その第三者っていうのはエミリが追ってる犯人じゃないのか？」

「可能性は高いけど、断言は出来ないわね。学校の図書室なんかに〈幻想戯曲〉を運ぶ理由が分からないもの。……それに、もっと腑ふに落ちないことがあるわ」

　険しい表情を浮かべながら、エミリは言葉を続ける。

「幻想司書が回収した〈幻想戯曲〉は、それぞれの幻想図書館に蔵書されるんだけど……ウォレス図書館の閲覧室データベースには、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』なんて〈幻想戯曲〉は登録されてなかったの」

　龍斗が眉を顰ひそめる。……『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』が登録されていない？

「ウォレス図書館だけじゃないわ。他の幻想図書館の閲覧室を参照しても駄目だった。つまり、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』は未回収の、それも犯人が所有してた〈幻想戯曲〉ってことになるわね。だから、私なりに『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』をもっと調べておきたいの。そうすれば、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を図書室に運んだ理由が分かるかもしれないから」

「それは構いませんが、具体的にどうすればいいのですか？」

「とりあえず、アイリスの実力を確かめたいわ。断章フラグメントを展開してくれる？」

　アイリスがこくりと頷うなずき、「断章フラグメント」と呪文を口にする。

　アイリスの体を包むように光の粒子が集まる。それぞれが剣に、鎧よろいに、篭こ手てへと変化していき、アイリスは騎士の姿に変貌した。

「やはり、この姿になると落ち着きますね。……マスター、これからは四六時中この姿でいるというのはどうでしょうか？」

「駄目だって。外歩いたら速攻警察に事情聴取されるぞ」

「では、この上に着ぐるみのようなものを──」

「それはそれで事情聴取されそうだから止めてくれ」

「アイリス、そろそろ準備してくれないかしら？」

　龍りゆう斗とが目を移すと、エミリが離れたところで『魔弓の射手フライヘーゲル』を構えていた。

「今から私が矢を射るから、それを全部避けてみて。龍斗は危ないから、下がっててもらえるかしら」

　龍斗がアイリスから離れた後、エミリが『魔弓の射手フライヘーゲル』を引き絞り矢を放つ。

　矢は直線上にアイリスの顔面へと飛んでいき──悠々と、アイリスは顔だけ動かし矢を避けた。

　だが、それで終わりではない。アイリスを外した矢は折れるように反転し、再びアイリスへ。その軌道を予測できずアイリスは驚きに顔を染めるが、身を翻しかろうじてその矢も避けた。しかし、今度は滑らかなカーブを描き、真横からアイリスを貫こうとする。

　アイリスは身を屈かがめ、その矢を避けながら、

「……自動追尾オートサーチ？　それとも、遠隔操作リモートコントロールですか？」

「どっちも外れよ。あえて言うなら、軌道模刻オービツト・コピーってとこかしらね。射うった矢が頭の中で描いた軌道をなぞってくれるだけで、そんな便利なものじゃないわ。……でも、私の作ったルートを描き終わるまで、その矢はずっと飛び続けるわよ」

　不敵に笑いながら、エミリは頭上に矢を放つ。矢は天井に刺さる寸前折れるように方向を変え、アイリスの死角から襲いかかった。

　続いて第三射、第四射、第五射。それぞれの矢は意思を持っているように、何度もアイリスに狙いを定め宙を疾はしる。

　だが、アイリスは身を捻ひねり、屈み、跳び、あらゆる回避行動を組み合わせ、全ての矢を躱かわしていく。

　避ける度にスカートがひらりと舞うその姿は、まるでダンスを踊っているようだ。実際、龍斗はその姿に見み惚ほれ、感嘆の声ももらせず見つめている。

「……じゃあ、今度はその矢を斬り落としてみて」

「分かりました」

　アイリスがエミリに答えた瞬間、手にした剣がきらめき──五本の矢がほヽぼヽ同ヽ時ヽにヽ真っ二つになり、地面に落ちた。

　アイリスの離れ業に、龍りゆう斗ともエミリも言葉を失う。

「どうですか？」

「……驚いたわ。反射神経とかじゃなくて、もう第六感の域に達してるんじゃないかしら。しかもこの力で半分の実力だなんて。……実に興味深いわ」

　幻想司書としての好奇心がくすぐられたらしく、きらり、とエミリの眼光が鋭くなった。その視線にある種の恐怖を感じたのか、びくりとアイリスの肩が跳ねる。

「じゃあ、アイリスの身体能力は分かったから、次は能力を使ってみてくれない？」

「……能力、ですか？」

「エミリ、その能力って一体何なんだ？」

　その言葉に引っかかった龍斗が、エミリに尋ねる。

「〈幻げん想そう戯ぎ曲きよく〉のキャラクターには、二つの力があるの。一つは断章フラグメントっていって、キャラクターと最も関わりが深い物質を召喚することよ。アイリスの断章フラグメントは剣とか鎧よろいね」

　それで、とエミリが付け足し、

「もう一つは、能力。能力はキャラクターが使える特別な力のことで、私の『魔弓の射手フライヘーゲル』ならさっき言った軌道模刻オービツト・コピーになるわ。今まで見てきたのだと、永遠に消えない炎を出す剣とか、未来予知出来る魔術師とかいたわね」

「おおっ。何かかっこいいな、それ。じゃあ、アイリスはどんな能力があるんだ？」

　エミリの説明に少年心をくすぐられたのか、興奮した顔でアイリスを見つめる。

　だが、

「……恐らく、私にはその能力というのはありません」

「えっ？」

「私は今まで多くの魔物を討ってきましたが、私にあるのはこの剣技だけです。絶対に消えない炎を出したり、未来予知なんて出来ません。……ご期待に添えなくてすみません」

　アイリスは申し訳なさそうな表情を浮かべた後、頭を下げた。

　……もしかして、アイリスのプライドを傷つけた？

「そ、そんな落ち込むなって！　ほら、あのドロシーっていう女の子だって獣を召喚するだけで、特別な能力はなかったみたいだし──」

「失礼なこと言うわね。ドロシーの召喚する動物はみんな強いのよ？　直接口にしなくても意思の疎通が出来るし、銀狼スピツツでさえ平均的な〈幻想戯曲〉に匹敵するくらいなんだから」

　ドロシーを悪く言ったことに怒ったのか、エミリがわずかに目を釣り上げる。

「そ、そうなのか？　悪い。……って、何でエミリがそんなこと知ってるんだよ」

「……だって、ドロシーとは友達だったもの」

　そう呟つぶやくように言ったエミリの声には、悲しげな響きがあった。

「……友達？　幻想戯曲のキャラクターなのにですか？」

　〈幻想戯曲〉の中の人間と仲良くなるという概念を理解出来ないのか、アイリスが怪け訝げんな表情を浮かべる。

「〈幻げん想そう戯ぎ曲きよく〉のキャラクターとか、友達になるのにそんなの関係ある？　好きになった相手とは仲良くなるのは、自然なことだと思うけど」

　そう、アイリスに当然のように言い切り、

「昔、ウォレス図書館の仕事である幻想司書とパートナーを組んだことがあるの。その幻想司書が契約してた〈幻想戯曲〉が、『獣使いの乙女メイデン・オブ・テイマー』だったのよ」

　ぽつりぽつりと、エミリが言葉を紡ぐ。

「『獣使いの乙女メイデン・オブ・テイマー』が契約破棄されて、ウォレス図書館に蔵書されていたのは知ってたけど、まさか盗まれた〈幻想戯曲〉の一部だったなんてね。ドロシーとはもっと普通に再会したかったわ」

　寂しそうに語るエミリの表情を見ながら、龍りゆう斗との中でふつふつと疑問が湧き上がる。

　アイリスの実力を測るため『魔弓の射手フライヘーゲル』を使った時エミリは、作ったルートを描き終わるまで矢はずっと飛び続ける、と言っていた。

　だが、公園でのドロシーの戦闘を思い出しても、そんな印象はない。エミリが射うった矢は軌道を変えていたものの、全て地面に刺さっていたのだから。

　もしかして、相手がドロシーだから躊躇ためらったのか？　……そう思うのは、龍斗の考えすぎだろうか。

「エミリ。ドロシーってどんな女の子だったんだ？」

「……話してもいいけど、なんでドロシーのことなんて聞くのよ？　龍斗がドロシーと会ったの、つい昨日じゃない」

「……そうだけど」

　──お願い。金狐ウイツツ、銀狼スピツツ。……出来るだけ、傷つけないで。

　龍斗が夜の公園で聞いた、哀願にも似たドロシーの呟つぶやき。

　あの時、動揺していたため断言することは出来ないが、龍斗には確かにドロシーはそう言っていたように聞こえたのだ。

「俺には、ドロシーが悪い人間に思えないからさ」

　あまりにも短い、龍斗の一言。

　だが、それだけで十分だったようだ。

「……そうね。私もドロシーのことそんなに知らないけど」

　エミリは一度、口元を手で隠し考える仕草をして、

「暇があったら金狐ウイツツ達たちの毛並みを整えてあげて、かわいい首輪も付けてあげて。動物思いの……いえ、家族思いの優しい女の子だったわよ」

　そう言いながら、優しく微笑ほほえんだ。

　龍斗は、ドロシーがどれだけ家族達を大切にしていたかは分からない。

　しかし、エミリの浮かべる笑みを見ていると、何となくだが、余程家族達を可愛がっていたことを窺い知ることが出来る。

「そういえばあいつ『獣使いの乙女メイデン・オブ・テイマー』を読み上げてる時、そんなこと言ってたな。ドロシーには動物の家族がいたって。……なあ、あの後の物語ってエミリは知らないのか？」

　龍りゆう斗とが知っているのは、父親の病気を治すために、ドロシーが家族の動物達たちを連れ魔女を探しに行ったところまでだ。

「イギリスにいた『獣使いの乙女メイデン・オブ・テイマー』の契約者の話だと、金狐ウイツツ達は悪い盗賊とかいたずら好きの妖精からドロシーを守りながら旅をして、最後に魔女に会って父親の病気を治してもらうみたい。……でも、金狐ウイツツ達は山に住むドラゴンからドロシーを庇かばって死んじゃうの」

「……死ぬ？　でも、金狐ウイツツとか銀狼スピツツとか、ちゃんと生きてたじゃないか」

「それは、まだ金狐ウイツツ達が生きてる頃のドロシーをイメージして召喚したからでしょうね。〈幻げん想そう戯ぎ曲きよく〉のキャラクターの記憶や能力は、契約者がイメージした物語に反映されるから。だから、今のドロシーは金狐ウイツツ達が死んでしまうってことは、知らないはずよ」

　でも、とエミリは付け加える。

「金狐ウイツツ達は死んでも、後悔しなかったって信じたいわね。大好きなドロシーを守ることが出来たんだから。……私の勝手な憶測だけどね」

　確かに、それはエミリの希望的観測だったかもしれない。でも、龍斗もその言葉を信じてみたかった。

『獣使いの乙女メイデン・オブ・テイマー』の物語に、エミリがドロシーのことを語る時の柔らかい声色。

　ドロシーがどんな少女か判断するには、あまりにも情報が少ない。

　だが、ドロシーが心優しい少女だったこと。そして、その家族達がドロシーを慕っていたと、龍斗は思うのだ。

（……さっき、エミリはドロシーともっと普通に再会したかったって言ったっけ）

　出来るなら、俺もドロシーとは別の形で会ってみたかったな。

　そう、龍斗は胸中で呟つぶやいた。



　◇



　日付も変わった頃、龍斗はパジャマ姿でクッションに座り、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を読んでいた。浴室にはアイリスが入っていて、微かすかにシャワーの音が聞こえる。

　エミリからドロシーについて話を聞いた後、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』の調査は再開し、エミリはアイリスに様々な質問をした。アイリスがいた世界の国名や、魔物の種族。食べ物の種類……なんでも、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』と類似する〈幻想戯曲〉から、どこの国で生まれたものなのか特定出来るかもしれないらしい。

　その際、エミリはまだ龍斗が『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を読み終えてないことを知り、出来るだけ早く読んでおけ、と言われたのだが……。

（……思ったより長いな、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』って）

　分厚い本だというのは、龍りゆう斗とも理解していた。だが、学校でもけっこう読み進めたし、途中で物語が終わっているのだ。もうそろそろ読破してもいいと思うのだが。

　まるで、文章自体が増えているような……。

　そう龍斗が思った時、がちゃり、と背後で浴室の扉が開く音がした。程なくして、アイリスの声。

「まだ、お休みにはなられないのですか？」

「ああ。まだ『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』、全部読み終わってないからな。でも、アイリスが寝るなら──」

　そこで振ふり返かえり、龍斗は続きの言葉をのみこんだ。

　龍斗の視線の先にいるのは、ピンク色のパジャマを着たアイリス。

　風呂から上がったばかりで肌は上気しており、ほのかに甘い匂いがする。バスタオルでしっとりと濡ぬれた髪を拭く仕草が女の子っぽくて、龍斗は動どう悸きが激しくなっていくのを感じた。

　ショッピングセンターでアイリスのパジャマを買った時から、覚悟はしていたのだが……やはり実際に目にすると、その衝撃たるや、である。

















　一つ屋根の下、パジャマ同士の異性。健全な男子なら心躍る状況に、龍りゆう斗とは内心で高揚しながら、

「……俺も、寝ようと思うんだけど」

「……やはり、お疲れですか？」

「まあ、今日は色んなことがあったからな。流石さすがにもうそろそろ寝たいかも」

　思えば、突然の由ゆ紀きの来訪で動揺したり、エミリが学校に転入してきて面食らったり、アイリスが学校に来て狼狽したりと、忙せわしない一日だった。……振ふり返かえると、驚いてばかりだが。

「……そうですか」

「……？」

　どこか残念そうに顔を俯うつむかせるアイリスを見て、龍斗が怪け訝げんな表情を浮かべる。何な故ぜ、寝ると言っただけでこんなに落ち込んでいるのか。

　と、龍斗が疑問に思っていると、由紀の家での出来事を思い出す。……もしかして。

「ひょっとして、アイリス由紀から借りた小説が気になるのか？」

「……っ！　そ、そんなことは……！」

　アイリスは龍斗の言葉におたおたとするが、否定することはない。どうやら、図星だったらしい。

　アイリスらしからぬ慌てぶりに、龍斗は小さく笑いながら、

「読書がしたいならしてもいいよ。俺も『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』読んでるからさ」

「……しかし、マスターの睡眠を妨げるわけにはいきません。マスターが就寝するのなら、読書は諦めます」

「別にいいって。俺も読むの楽しみにしてるんだ、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』の続き。こんなに小説に興味を持ったの、生まれて初めてだからさ」

「……ありがとうございます」

　そう言うと、アイリスはいつもの無表情に戻る。

　しかし、龍斗の思い込みかもしれないが、その表情に安あん堵どの色が浮かんでいるように感じた。

「でも、マスターが私が主人公の物語に興味を持ってくれるとは思いませんでした。……読み終わったら、是非感想を聞かせて下さい。私の物語をマスターがどう思ったのか、興味がありますから」

「……うん、分かった」

　アイリスは龍斗の返事に頷うなずくと、由紀から借りたファンタジー小説を開く。

　アイリス、騎士、魔物……もう見慣れた文章を読んでいると、不意に龍斗の中で疑問が頭をもたげた。

「そういえば、アイリスって小説の中の記憶はあるんだよな。アイリスは、小説の中の物語をどこまで覚えてるんだ？」

　考えてみれば、目の前にいるアイリスが『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』のどの段階のアイリスかということは分からない。まだ龍りゆう斗とが読み終えていない物語の中のアイリスかもしれないし、もう読み終えた物語の中のアイリスかもしれない。

　だが、アイリスからの返答はない。小説に視線を落とし、黙々と読んでいるだけだ。

　相変わらずの無表情だが、読書をするその姿はどことなく楽しげだった。

「……アイリス？」

「は、はいっ！　呼びましたか？」

「……もしかして、小説にのめり込んでたのか？」

　だとすれば、意外だ。感情をあまり表に出さないあのアイリスが、龍斗の声に気づかないほど読み込んでいたとは。

「い、いえ、そんなことは……そ、それより、どうしたんですか？」

　だが、アイリスから返ってきたのは、肯定とも否定とも取れない答えだった。

「アイリスの小説の中の記憶って、どこまであるのかなって思ってさ。もしかしたら、アイリスが知らない出来事が書いてある物語まで読んでるかもしれないし」

「そうですね……〈幻げん想そう戯ぎ曲きよく〉が召喚されるのは契約者のイメージ次第なんですが、私はヘイロット騎士団の団長を任されていた時のもので止まっています」

　ヘイロット騎士団の団長……まだ龍斗が知らない出来事だ。

「そうか。……それとさ」

　もう一つ、龍斗は思い出した疑問を口にする。

「アイリスは魔物がいないこの世界で、何で俺を守ろうとするんだ？」

　今更する質問じゃなかったかもしれない、と龍斗は思う。だが、知っておきたかった。

　龍斗は偶然『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』と契約しただけで、戦うべき敵もいなければ、守ってもらう相手もいない。アイリスが龍斗を守る理由なんてないはずだ。

　だが、アイリスはすぐに答えず、きょとんとした表情で龍斗を見つめた。

「……何で、ですか？」

「何でっていうより、誰からって言い方の方が正確かもな。だって、何かしら理由がないと守ろうなんて思わないだろ？　アイリスは魔物からお城の人達たちを守ってたかもしれないけど、この世界には魔物なんていないんだから」

「……」

　アイリスは龍斗の言葉に押し黙った。

　まるで、そんな当たり前のことに今更気付いたというように。

「……私は」

　長い沈黙の後、アイリスが重々しく口を開き、

「私は、マスターをお守りする。……それだけです」

　誰から、龍りゆう斗とを守るのか。それさえ答えず、アイリスは呟つぶやいた。

「それより、読書に戻りましょう。折せつ角かくユキから借りた小説ですから、早く読み終えたいです」

　そして、アイリスはあからさまに話をそらし、読書に戻る。

　──アイリスは、誰かを守るための剣になる生き方しか、知らなかったからです。

　龍斗の脳裏に、学校で読んだ『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』の一節が浮かび上がる。

　もしかしたら、アイリスにとって何かから守ることなんて、重要なことじゃないのかもしれない。

　大事なのは、誰かを守ることだけ。それだけを果たそうとしているのだろうか。

（……考えすぎだ）

　その想おもいを振り払うように、龍斗は『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』に視線を落とした。

　しかし、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』の文章を目で追っても、正面にいるアイリスが気になってなかなか頭に入らなかった。










第三章　剣をとる理由



　そして、アイリスは騎士団を統べるほど立派な騎士へと成長しました。

　少女でありながら果敢に魔物と戦い、傷だらけになりながらも戦場に立つアイリスを、人々は英雄だと称たたえました。

　しかし、ごくわずかですが、アイリスを怪け訝げんに思う人もいました。誰一人として、アイリスが笑ったところを見たことがないのです。

　人々から賞賛を受けた時も、魔物を倒し凱がい旋せんした時も、勝利を祝いお城でパーティーを開いた時も、一度だってアイリスは笑顔を見せたことがありませんでした。

　誰かが言いました。アイリスは、まるで機械人形のようだと。──事実、そうであったかもしれません。アイリスは人々から感謝されても、何も感じなくなっていたからです。

　しかし一人だけ、アイリスが人間らしい行動をしていたのを見たという騎士がいました。

　その騎士がアイリスの部屋を訪ねた時、彼女は無表情で小説を読んでいたと言うのです。

　しかし、その騎士に気付いたアイリスは本を閉じ、勝手に扉を開けた騎士の無礼を怒りもせず、普段通り愛想なく応対しただけでした。

　アイリスが読書をしていたのは、それっきりでした──
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　深い夜に沈んだ、桜さくらヶが丘おかにあるビルの最上階。そこに一人の男性がいた。

　黒いコートを身に着け、ガラスの割れた窓から眼下の街並みを見下ろしている。月光に照らされた髪は銀色に輝き、彫りの深い顔つきは異国的な雰囲気を纏っている。

　静寂の中、足音を響かせ少年が部屋に現れた。

「司書に接触したらしいな、拓たく也や」

　少年──拓也、というらしい。拓也は気け怠だるげな声色で、しかし口調は丁寧に応対する。

「ええ。俺と同い年くらいの、外国人の女でしたよ。随分と優秀みたいですね、俺が一般人を襲ったらすぐに現れました。……どうします？　予定通りさらいますか？」

「もうその必要はないだろう。『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』は見つかったんだ。……回収できそうか？」

　拓也は男性の言葉に舌打ちをすると、腰の辺りに巻いていたホルダーから一冊の〈幻げん想そう戯ぎ曲きよく〉を取り出し、開いた。

「──『獣使いの乙女メイデン・オブ・テイマー』」

　拓也がタイトルを口にすると、本が光に包まれ〈幻想戯曲〉から一人の少女と一匹の狐きつね──ドロシーと金狐ウイツツが現れた。

　ドロシーは今にも泣きそうな表情で、蹲うずくまる金狐ウイツツの背中を抱いていた。アイリスと戦った時に出来た横腹の傷が痛むのか、金狐ウイツツは苦しげに喘あえいでいる。

「この通りですよ。最初はおもしろい玩具おもちやだって思いましたけど、全然大したことないですよ、こいつら。……ドロシー、金狐ウイツツは動けそうか？」

　ディケンズへの丁寧な口調から一転、乱暴な言葉遣いに切り替わる。

「……無む茶ちやを言わないでください。まだ一日しか経たってないんですよ？　今だって、召喚するだけで精一杯なのに……」

　拓也を見上げ、声を震わせながらドロシーが答える。その表情は痛々しく、今にも涙が流れそうなほど、瞳は潤んでいる。

「……言ったよな、こいつは召喚獣だから死ぬことはないって。だったらどんな傷でも問題ないだろ？」

　本来、〈幻想戯曲〉から召喚された人間や生物が死ぬか、物質が破壊されれば〈幻想戯曲〉の物語は消えてしまう。

　だが、ドロシーの能力で召喚される金狐ウイツツ達たちは、死に至るほどの傷を負っても本の中に戻るだけで、消滅することはない。

「でも、この子すごい苦しんでます。そもそも、金狐ウイツツは他の子と違って戦闘は苦手で──」

「俺のせいで金狐ウイツツは傷ついた、って言いたいのか？」

　そこで、ドロシーはぎゅっと金狐ウイツツを抱きしめ口を閉ざした。それを見て、拓たく也やは再び舌打ちをする。

「大体、弓を持った女と会った時にお前が三匹目を召喚しないから、こうなったんだろ。……何であの時、俺の命令を拒否した？」

「だって、あヽのヽ子ヽを召喚したら……エミリを、傷つけてたかもしれませんから」

　ぴくりと、拓也の眉が釣り上がる。

「あヽのヽ子ヽは臆病だから、手加減が出来ないんです。だから、相手がエミリでも──」

「手加減しろなんて、俺が一言でも言ったか？」

　露骨に苛いら立だちを含んだ声色で言った後、拓也は男性に視線を移す。

「ディケンズさん、他にましな〈幻げん想そう戯ぎ曲きよく〉はないんですか？　使えませんよ、こいつ」

「だが、他の〈幻想戯曲〉をそう易やす々やすと貸す訳にもいかない。拓也以外にも、契約者の候補はいる」

「……『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を諦めろ、と？」

「いや、無論拓也には『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を奪い返してもらう。だが、拓也が『獣使いの乙女メイデン・オブ・テイマー』では力不足と言うのなら……私が力添えしてあげよう」

　ディケンズはコートの胸元から、一冊の〈幻想戯曲〉を取り出す。

「──『光を愛せざる者メフイスト』」

　ディケンズが題名を口にすると、〈幻想戯曲〉が光に包まれ、一人の女性が現れた。

　部屋の闇に溶けるほど、黒いドレスを身に纏まとった少女だ。

　黒いのはドレスだけではない。髪の色も、瞳の色も黒い。唯一肌の色だけが透き通るほど白く、そのコントラストは溜ため息いきが出るほど鮮やかだ。

　拓也はその少女に怪け訝げんな表情を浮かべ、右手の甲に刻まれた刻印に目を落とす。

　刻印──詳しいことは、拓也にも分からない。

　分かるのは、この少女に刻まれたということ。そして、これのおかげで『獣使いの乙女メイデン・オブ・テイマー』と契約が出来ているだろうということだけだ。

「そいつを出して、どうするんですか？」

「私の〈幻想戯曲〉は少々特別でな。……メフィスト」

　ディケンズの言葉にメフィストが頷うなずき、おもむろにドロシーに歩み寄る。

　そして、メフィストがドロシーの胸に手を触れると──まるで沼に手を入れたように、ドロシーの胸にゆっくりと沈んでいった。

「あ……あぅっ……！」

　メフィストの手が深く沈んでいく度に、ドロシーが苦しげに顔をゆがめる。指が見えなくなる頃には喘あえぎ声をもらし、手が見えなくなる頃には目から涙が溢あふれていた。

「ウィ……金狐ウイツツ……」

　ドロシーは抵抗する力も出せないのか、腕を小刻みに震わせながら、助けを求めるように金狐ウイツツに手を伸ばす。

　だがドロシーが苦しむのと同時に、金狐ウイツツも毛を逆立てながら苦しそうに低く唸うなっている。

　拓たく也やはその光景に言葉を失い、大きく目を見開きながら見つめていた。

「ぅ……ああああああ！」

　そして、悲鳴が部屋に響いたのを最後に、ドロシーは気を失いがくりとうなだれた。

　メフィストが腕を引き抜くと同時にドロシーが床に崩れ倒れ、金狐ウイツツは光の粒子になり本の中に消えて行く。

　拓也は倒れたまま動かないドロシーを見ながら、ディケンズに敬語で話しかけた。

「……ドロシーに何したんですか？」

「少しばかり、聞きわけをよくさせただけだ。……ドロシーを呼んでみろ」

「……ドロシー」

　恐る恐るといった様子で、拓也がドロシーに声をかけた。

　その言葉にドロシーは微かすかに肩を揺らし、ゆらりと立ち上がる。

　その表情には先程の苦く悶もんの色はなく、感情の欠けた表情で拓也を見つめていた。ドロシーの顔に残っているのは、頬ほおを伝った涙の跡だけだ。

「今のドロシーは、拓也の言うことだけを忠実に行う人形だ。……この状態が続けば暴走してしまうかもしれないがな。『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』の回収を急いでくれ」

「……何してるんですか」

　拓也が男性に苛いら立だった視線を送りながら、

「こんな便利なもんがあるなら早く出して下さいよ。こっちの方がずっと使い勝手がいいじゃないですか。こいつ、俺の言うこと素直に聞かなくてダルかったんですから」

　歪いびつな笑顔を浮かべ、そう言った。

　拓也の反応を喜ぶように、ディケンズが口の端を吊つり上げ声もなく笑う。

「……これは失礼。だが、気に入ってもらえて何よりだ」

「ええ。俄が然ぜんおもしろくなってきましたよ」

　拓也が『獣使いの乙女メイデン・オブ・テイマー』を開き、ドロシーが光に包まれ本の中へと戻る。

「待っていて下さい。『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』は必ず回収しますから」

　そう言い残し、拓也は部屋を後にした。
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　霞かすむ意識の中、ベランダの窓から差す日差しで龍りゆう斗とは目を覚ました。

　どうやら、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を読んでいるうちにいつの間にか眠っていたらしい。

「ん……？」

　龍りゆう斗とは自分に布団が掛けられていることと、ベッドで寝ていることに気づいた。

　確か、昨日は床で寝るってアイリスに言ったはずだけど。そう思いながら何気なく視線を動かし、机の前に座るアイリスを見つけた。

　アイリスは由ゆ紀きから借りた小説を読んでいた。その顔は穏やかで、龍斗はアイリスのそんな表情を初めて見た。

　読書をするアイリスを見て、龍斗は昨夜読んだ『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』の内容を思い出す。

　──アイリスは無表情でファンタジー小説を読んでいたと。

　とてもじゃないが、龍斗には目の前にいるアイリスが、小説で書かれていた少女と同じとは思えなかった。

「あっ……マスター、おはようございます」

　ようやく龍斗が起きていることに気付いたアイリスは、備え付けの栞しおりを挟み、読んでいた本を閉じる。

「ああ、おはよう。……アイリス、由紀から借りた小説読んでたんだな」

「はいっ。夢中になって、何度も読み返してしまいました。気付いたらもう朝になっていたんですね」

「もう朝って、もしかして寝てないのか？」

「……そういうことになりますね」

　言われてみれば、アイリスの目は眠そうにとろんとなっており、いつもの凛りんとした印象は薄い。しかし気分は高揚しているのか表情は明るく、瞳はきらきらと輝いている。

　よほど由紀から借りた小説を気に入ったのか、弾んだ声でアイリスが龍斗に話しかける。

「特に、主人公の騎士がお姫様を助けるために魔王の城へ乗りこむシーンには感動しました。身分違いの恋に焦がれ、決して結ばれないと分かっていながらお姫様の為ために剣を握る姿は、涙なしには語れません」

「お、おう、そうか。……でも、よっぽど小説が好きなんだな、アイリスは」

「あっ……いえ、小説が好きという訳では……」

「でも、今のアイリスすごい楽しそうな顔してたよ。何か、アイリスらしくないっていうか……悪い意味じゃないんだけどさ」

　わずかにアイリスが顔を落とす。先程までの明るい表情はどこにいったのか、その顔には影が差している。

「……アイリス？」

「そんなことより、朝食を食べにユキの家へ行くんですよね。あまりユキを待たせる訳にはいきませんし」

　無理やり話題を変えるように、アイリスが食事のことを口にする。その声色は先程のようにはしゃいだものではなく、いつもの無感情な声だ。

「えっ？　ああ、そうだな。じゃあ制服に着替えるからさ、あっち向いててくれないか？」

　その変化に違和感を抱きながらも、龍りゆう斗とが腰を上げる。

　龍斗が着替えている最中、アイリスは物憂げな表情で手にした小説を見つめていたが、龍斗が気付くことはなかった。
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　龍斗とアイリスが由ゆ紀きの家を訪ねると、既にエミリは食卓に座り由紀と談笑しながら食事をとっていた。

「イギリスだとあんまり魚料理は食べないんだけど、この鮭って魚はご飯に良く合うのね～。あ、由紀、ご飯のおかわりもらえるかしら？」

　由紀の朝食にご満悦なのか、エミリが頬ほおを緩ませながら由紀に茶ちや碗わんを差しだす。しかも二人はいつの間に打ち解けたのか、既にエミリは由紀を呼び捨てで呼んでいた。

　自分の作った料理を喜んでくれるエミリが嬉うれしいのか、由紀もにこにこと笑いながら茶碗を受け取る。

　エミリの前に並んでいるのは、白米に豚汁に塩ジャケという、日本ならではの献立。外国人であるエミリではなかなか食べる機会などないはずだが、鮭を箸で突くその姿は驚くほど様になっていた。

「ん？　どうしたのよ、龍斗。そんなとこでぼけーっと立って」

「いや……日本に来たばっかなのに、日本の食卓に馴な染じみすぎじゃないかって思ってさ」

「折せつ角かく日本に来たんだから、日本の文化は堪能しなきゃね。ほら、見てこれ。昨日帰りに箸と小豆あずき買って練習したんだから」

　箸を器用にかちかちと鳴らしながら、自慢げにエミリが笑う。

　……本当はハメを外すために日本に来たんじゃないか？　そう龍斗が首を傾かしげた時、料理を運び終わった由紀が龍斗とアイリスに話しかけた。

「はい。石いし馬ま先輩とアイリスさんの朝食も用意しましたよ。そろそろ食事にしましょう。アイリスさんはスプーンの方が良いですよね？」

「ああ、ありがとう。じゃ、ありがたく頂くよ」

「すみません、ユキ。私に気を遣ってもらって」

　龍斗とアイリスは食卓に座ると、二人は由紀の料理に箸をつける。

「そういえば、アイリスさんっ！　昨日、お渡しした小説は読んでくれましたか？」

　食事をしながら四人が雑談している時、由紀がアイリスに貸した小説のことを口にした。

　その言葉に、アイリスは味み噌そ汁しるに伸ばした手をぴたりと止める。

「ええ、もちろん読みました。主人公である騎士が魔王からさらわれたお姫様を助けるという王道的なストーリーで、とてもおもしろかったです。敵側である魔王にも悲しい過去があるというのも、親近感が湧きましたね」

「分かります分かります！　お姫様が魔王の死んだ妹に似ていることを、主人公に語るところですよね？　私思わず泣いちゃいました」

　アイリスは未いまだ小説を読んだ感動が冷めていなかったらしく、仄ほのかに頬ほおを赤く染めながら小説の内容を由ゆ紀きに語る。由紀も大好きな小説のことを話し合える友達が出来て興奮しているのか、アイリスの言葉に何度も頷うなずいていた。

「……ちょっと、龍りゆう斗となんでにやにやしてるのよ」

　その光景を眺めていた龍斗に、エミリが話しかける。

　龍斗は笑っていたことに気付いていなかったのか、慌てて自分の頬を触った。

「えっ!?　……いや、何か嬉うれしくなっちゃってさ」

「嬉しいって、何が？」

「俺はアイリスと数日しか暮らしてないけど、アイリスがこんな楽しそうな表情をするのってあんまりないから。だから、嬉しいなって思って」

「……ふーん」

　龍斗とエミリはアイリスを見つめるが、当の本人は由紀との会話に夢中になって気付く素振りすら見せない。

「まあ、確かにアイリスってすごくお堅い性格してるもんね。『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』の内容を良く知らないけど、小説の中でもこんな女の子だったんだろうなって簡単に想像できるもの」

　その言葉に、龍斗は読書をしていたアイリスを見た時に抱いた違和感が、頭をもたげた。

「……それなんだけどさ。〈幻げん想そう戯ぎ曲きよく〉から現れた人間って、みんな小説の中の性格と一緒なのか？」

「ほとんど一緒って言ってもいいわね。〈幻想戯曲〉から召喚される生物とか物質は、小説の中の能力や人間性が反映されるから。……何よ、その釈然としない顔は。私が嘘うそついてるとでも思ってるわけ？」

「いや、そんなことはないんだけど。……俺には同じ女の子だなんて、思えないからさ」

　誰かを守るための剣だと言うところ。ファンタジー小説を読むところ。

『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』の中のアイリスと、龍斗の知っているアイリスでは、似ているところもある。だが、決定的に違っているところが一つだけあった。

　目の前にいるアイリスは、ほんの少しだが、笑っているのだ。

「……もしかしたら、龍斗が不完全な契約をしたから、召喚されたアイリスの性格と小説の中のアイリスの性格が一致していないのかもね」

「どういうことだ？」

「〈幻げん想そう戯ぎ曲きよく〉と契約する時、召喚するものをイメージする必要があるってことは、前にも話したわよね？」

　こくりと、龍りゆう斗とが頷うなずく。

「それは姿とか能力だけじゃなくて、性格も〈幻想戯曲〉の内容通りに想像しないと駄目なの。だから、アイリスが本来の能力を忠実に再現出来ていないように、性格も変化してるのかもね」

「ということは、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』の中のアイリスと、現世に召喚されたアイリスが違うって思ってるのは……」

「案外、当たってるのかもね。そんなケース見たことないから、断言は出来ないけど。……さっ、これで話はおしまい。ほら、由ゆ紀き。アイリスと喋しやべってて楽しいのは分かるけど、もうすぐ学校始まっちゃうわよ？　早く食べないと」

「あっ！　そ、そうでした！」

　エミリの言葉に由紀がはっと時計を見て、龍斗達たちは食事を再開する。

　そして食事を終えた後、由紀は皆の食器を洗うためキッチンへと姿を消した。それを見て、龍斗は今朝から気になっていたことを、アイリスに尋ねる。

「アイリス、もしかして今日も俺の学校についてくるのか？」

「勿もち論ろんです。マスターをお守りするのが、私の務めですから。これは絶対に譲ることは出来ません」

「……そう言うと思ってたけど、龍斗は何か良い考えある？　流石さすがに学校の中に連れて行っちゃったら、また昨日みたいに騒ぎになるわよ」

　エミリの言葉に、うーむ、と龍斗は腕を組む。

「……分かった。じゃあ、こうしよう」

　そこで、龍斗は思いついた考えを口にした。
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「よし、じゃあアイリスはここで待っててくれ」

　龍斗は朝礼を終えた後、別館にある文芸部の部室へ訪れた。

「ここなら、すぐに俺のところに駆けつけることが出来るだろ？　別館と本館からはそんなに離れてないんだからさ」

「……確かに、そうですね」

　窓から本館を眺めながら、アイリスが呟つぶやく。

　龍斗がアイリスに提案した妥協案とは、龍斗が授業を受けている間アイリスが部室で待機するというものだった。

　初めはアイリスも「マスターの傍にいないと不安です」となかなか龍りゆう斗との提案に頷かなかったのだが、龍斗とエミリの熱心な説得によってしぶしぶながら了承した。

「でも、マスターに何かあったら大声で私を呼ぶと、絶対に約束して下さい。そうしないと、私もすぐに対応することが出来ませんから」

「分かってるよ。アイリスも、生徒の大声を聞いてもすぐに動かないでくれよ？　昼休みなんか、友達と遊んで大声を出す生徒もいるんだから」

　しかしアイリスは心配そうに首を傾かしげるだけで、肯定の返事は返さない。

（……不安だ）

　もし授業中に間違ってアイリスが教室に飛び込んできたらと思うと……龍斗の背中に冷たい汗が流れる。

　初めは悪くない案だと思ったが、一刻も早く別の手を打たなければ。そう龍斗が考えた時、

「……ここには、たくさんの本があるんですね」

　本棚に収まっている小説を見ながら、ぽつりとアイリスが呟つぶやいた。

「まあ、曲がりなりにも文芸部だからな。見栄えよくしようってことで、由ゆ紀きが家から持ってきたり、卒業生から本を寄贈してもらったんだ。……アイリス、興味あるのか？」

　龍斗の質問に、アイリスは答える素振りを見せない。ただ、困ったような表情を浮かべるだけだ。

　二人がしばらく無言でいると、チャイムが文芸部に鳴り響いた。

「じゃあ、そろそろ俺行くよ。昼休みにまた顔を出しに来るから。またな」

「……はい」

　龍斗は部室を出て教室を目指す。教室に入り自分の席に座ると同時に、隣の席のエミリが龍斗に話しかけた。

「アイリス、どうだった？」

「多分、大丈夫だと思う。これからずっとアイリスを部室で待たせるわけにはいかないだろうけど、今日一日くらいなら何とかなるかも。……あと、教科書見せてくれないか？　今日は俺ちゃんと授業受けるからさ」

「授業って、教科書持ってきてないじゃない。まだ読み終わってないなら、昨日みたいに『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を読んだ方がいいと思うけど？」

「……そうなんだけど」

　龍斗は、胸元に巻いたホルダーを触ってみた。

　昨日エミリに言われた通り、絶対に失くさないように今回はホルダーを使い、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を持ち歩いていた。

　そのため、読もうと思えばいつでも読めるのだが……。

「うまく言葉には出来ないけど、あんまり読む気になれないんだ。読みたくない、っていうかさ」

「読みたくない？」

「この小説の中でもさ、アイリスはすごく強い騎士で、魔物からお城の人を守るために戦ってるんだ。小説の中のアイリスも、誰かのために戦う騎士だけど……俺の知ってるアイリスじゃないようにしか、思えなくてさ」

　それは、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を読み進めていくうちに、龍りゆう斗とが抱いた違和感だ。

　龍斗は、可か憐れんと言われ照れるアイリスを知っている。読書を楽しむアイリスを知っている。だから、龍斗には現実にいるアイリスと、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』のアイリスが同一人物とは思えなかった。

　そして、龍斗自身こう思うのはおこがましいと思っているのだが……龍斗には、小説の中のアイリスがひどく、悲しい人間に見えたのだ。

「だから、少し落ち着いてから続きを読もうと思うんだ。駄目かな？」

「……いいんじゃない？　龍斗がそれだけアイリスのことを考えてくれるの、幻想司書としては嬉うれしいしね」

「嬉しいって、どういうことだ？」

「幻想司書の中には、〈幻げん想そう戯ぎ曲きよく〉から召喚されるキャラクターを人間扱いしない人もいるから。戦うための道具だって割り切ってね。だから、龍斗みたいにアイリスを一人の女の子として見てくれるっていうの、個人的に好きよ。……はい。教科書見せてあげるから、ちゃんと授業受けなさい」

　そう言うと、エミリは席を寄せ龍斗に見えるように教科書を広げた。

「……ありがとう、エミリ」

「な、なによそんな改まって。隣の席なんだから、教科書貸すのくらい当たり前じゃない」

　慌てるエミリに、龍斗は小さく笑う。

　エミリとは肩が触れ合うほど近い距離だったが、不思議と龍斗はこれっぽっちも窮屈に思わなかった。
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　昼休みになり、龍斗は自分とアイリスの分の食事を持ちながら、文芸部に向かっていた。

　エミリも監視のために昼食を一緒にしなければならないのだが、龍斗は「アイリスと二人きりで話したいことがある」と頼み、遠慮してもらった。エミリは気を遣ったのか、二つ返事で了承した。

「お待たせ、アイリス。ご飯買ってきた──」

　文芸部の扉を開け、アイリスに声をかけようとして、龍斗は途中で口を閉ざした。

　アイリスは机の上で腕枕をしながら、すうすうと寝息をたてていた。読書の途中で寝てしまったのか、腕の下には読みかけの小説が広げてある。

「……そっか、アイリス昨日は一晩中、小説読んでたんだもんな」

　無理に起こすのも悪いと思い、龍りゆう斗とは出来るだけ物音を立てないよう椅子に座り、アイリスが起きるのを待つことにした。

　だが、傍で不用心に寝ている女の子がいると思うと、どうにも落ち着かない。

　初めは気を紛らわすため龍斗は本棚にある小説を眺めていたが、つい誘惑に負けてしまい、龍斗はアイリスの穏やかな寝顔に目を向けた。

「……ん」

　薄桃色の唇。柔らかそうな頬ほお。そして、時折聞こえるアイリスの艶なまめかしい寝息。

　普段の毅き然ぜんとしたアイリスからはかけ離れた、穏やかな寝顔。

　そのギャップに、龍斗は自分の心臓の音でアイリスが起きるんじゃないかと心配になるほど、動どう悸きが激しくなっていくことを感じた。

　こうも無防備なアイリスの姿を見ていると……何だか、とてもいけないことをしているような気持ちになる。

「……やっぱり、こういうのってアイリスに失礼だよな」

　龍斗が小声で呟つぶやき、アイリスを視界に入れないよう姿勢を正す。その時、ぎしり、と椅子が音を立てる。

「ん……」

　龍斗がしまった、と思った時にはもう遅かった。椅子が軋きしむ音を聞いたのか、アイリスが頭を上げる。しかしまだ寝ぼけているのか、目はとろんとしており、焦点の合っていない目で龍斗を見ていた。

「や、やあ。おはよう、アイリス」

　アイリスが起きたことに動揺しながら、咄とつ嗟さに龍斗はアイリスに声をかけた。

　アイリスはその言葉に返事をせず、しばらくぼーっと龍斗を見つめる。

　そして、

「……マ、マスターっ!?」

　アイリスは驚きの声をあげながら、椅子から立ち上がった。

「す、すみません！　マスターを護衛するため学校に来たというのに、私が寝てしまうなんて……」

「別に謝らなくてもいいって。アイリスだって眠かったんだろ？　それより、ほら。ご飯買ってきたから一緒に食べよう」

　そう言って、龍りゆう斗とはアイリスのために買ったハムサンドとカフェオレ、エクレアを机の上に置く。

「あっ……すみません、マスター。私の食事まで買っていただいて」

　そしてアイリスは椅子に座り直し、読みかけの小説を閉じるとハムサンドを口にした。それを見て、ぽつりと龍斗が呟つぶやく。

「アイリス、やっぱり小説読んでたんだな」

「……すみません。マスターを守るなんて言いながら、小説を読むなんて」

「謝ることじゃないって。部室には暇つぶしになりそうなもんなんて小説ぐらいしかないんだしさ」

　龍斗は笑いながら言うが、アイリスは暗い表情を浮かべている。

　その顔が、今朝アイリスに小説が好きかと尋ねた時の表情と重なり、龍斗の表情から一瞬笑顔が消えた。

「……それに、アイリスは小説が好きじゃないのか？　俺はそう思ってるんだけど」

　アイリスは龍斗の質問に答えず、俯うつむいたまま顔を上げようとしない。

「……俺が『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を読んでるのは、アイリスも知ってるよな？」

「……はい」

　小説の話から『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』の話に移ったことに疑問を感じたのか、わずかにアイリスが眉を顰ひそめた。

「〈幻げん想そう戯ぎ曲きよく〉が、物語の中の人間とか武器とか召喚できる小説だっていうのは分かるよ。でも、俺には『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』の中のアイリスと、俺の知ってるアイリスが一緒だとは思えないんだ。エミリは、不完全な契約のせいで性格も一致していないんだろうって言ってたけど……」

「……『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』の私を、マスターはどんな人間だと思ったのですか？」

「……『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』に書いてあったんだ。アイリスはまるで機械人形みたいだって。一度も笑ったことがないって」

　龍斗の脳裏に映るのは、今まで見てきたアイリスの姿。

　自分の作った料理を食べて安あん堵どしてくれたり、口についたクリームを拭ぬぐってくれたり、小説を読みながら微笑ほほえんだり──

　どれもたった数日だけの、思い出とすら呼べない程の記憶だ。

　それでも、と龍斗は思う。

「でも、ほんの少しだけど、アイリスは確かに笑ったじゃないか。……アイリスは自分のことをただの剣だと思ってくれって言ったけど、そんなの無理だよ。だって──」

「……いえ、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』に書いてある通りです」

　俺には、アイリスが何ど処こにでもいる女の子にしか思えないんだから。

　そう龍りゆう斗とが話そうとしたのと、アイリスが龍斗の言葉を遮さえぎったのは、ほぼ同時だった。

「私は、誰かのために戦う英雄になるよう望まれながら生きてきました。小さな頃から剣を握り、同年代の子どもが欲しがるような人形や洋服をもらったこともありません。そんなの、必要ないとも思っていました」

　もう、アイリスの表情に影など差していない。

　いつもの、無機質とも思える感情の欠けた表情で龍斗を見つめていた。

「物心が付く前から、何度も父親に言い聞かされました。誰かを守るための剣であれと。だから、私は出来るだけ感情を殺して生きるように、父親から教育されてきました。ただの剣に、感情など要りませんから」

　淡々と、抑揚のない声でアイリスは語る。

　その言葉は不気味に感じるほど冷たく、龍斗は相あい槌づちを打つことも出来なかった。

「確かに、マスターと契約してから以前までの私でない気はしていました。洋服を着て興奮したり、小説に対する興味が抑えきれなかったり……でも、これで納得しました。マスターとの契約が不完全だったから、私も未熟だったのですね」

　その言葉に、龍斗は絶句する。

　何かを喜ぶこと。何かを楽しむこと。……そんな、誰もが持っているような感情。

　それをアイリスは一言、未熟だと言い切ったのだ。

「……でも、アイリスだって読書は好きなんだろ？　自分の感情を殺すって言いながら、好きなものがあるじゃないか」

　絞り出すような声で、龍斗はアイリスに話しかける。

　その言葉に、わずかにアイリスは悲しげな表情を浮かべた。

「……それは、否定できません。もし私に趣味と呼べるものがあるなら、本を読むことだけですから。でも、それは私は認めたくないんです。私には不必要なものですから」

「不必要って……」

「だって、そんなの誰も私には求めなかったんです。……求めたのはただ一つ、誰かを守るための力だけですから」

　他の女の子達たちがおままごとをしている時、アイリスは戦士に囲まれ剣の鍛錬をしていた。

　他の女の子達が学まなび舎やで算数の勉強をしている時、アイリスはどの急所を突けば効率的に生き物を殺せるか学んでいた。

　それがアイリスにとっての全てであり、それ以外の生き方をアイリスは知らない。

　アイリスは、誰かを守る英雄にしかなれなかったのだ。

「だから、これで話は終わりです。マスターが私の心配をしてくれたのは感謝しますが、もう大丈夫です。私はマスターを守るための剣。……それで、いいですよね」

　それで、いいですよね。──その言葉はまるで、そう思うよう龍斗に懇願しているように聞こえたのは、果たして龍りゆう斗との気のせいだろうか。

　……だが、

「……出来ないよ、そんなの」

　龍斗はその言葉に納得なんて出来ない。

　龍斗は、アイリスが自分を守るための剣になることなんて、望んでいないのだから。

「アイリスが、俺を守るって言ってくれるのは、素直に嬉うれしいよ。でも、俺を守るための剣だって思えなんて、そんなの俺は出来ない。だって、俺の知ってるアイリスは笑ったり、喜んだりしていて……」

「……なんで、そんなことを言うんですか？」

　ぼそりと、消え入りそうな声でアイリスが呟つぶやく。

「私が守ってきた人達たちは、そんなことを言う人は一人もいませんでした。それなのに、なんでマスターは……」

　その言葉を最後に、アイリスは俯うつむき口を閉ざした。

　その肩は微かすかに震えていて、何かを耐えるようにぎゅっと手を握っている。

　そんなアイリスを見るのが辛つらくて、龍斗も視線を落とす。

　二人の沈黙はほんの数分だったが、龍斗には永遠とも思えるくらい時間が経たったように感じられた。

　だが、そんな中、突然部室にチャイムが響き龍斗は顔を上げた。

「……行かないのですか？　マスター」

　アイリスは俯いたまま、龍斗に話しかけた。

　龍斗は立ち上がりながら、何か一言アイリスに話しかけようとする。

　だが、龍斗には今のアイリスにかけるべき言葉が見つからず、思い直したように口を閉じ、そのまま部室を出て行った。
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「……どうしたのよ龍斗。昼休み終わってからぼーっとして」

　放課後、上の空で窓の外を眺めていた龍斗にエミリが話しかけた。

「……うん。まあ、色々あってさ」

　そう龍斗は力のない声で答えると、ゆっくりと席から立つ。

「俺はもう帰ろうと思うんだけど、エミリはどうするんだ？」

「もう帰るの？　文芸部って、放課後に部活動とかないわけ？」

「いつもなら部室で漫画読んだり、由ゆ紀きと喋しやべったりするんだけどさ、今日はアイリスがいるだろ？　文芸部にアイリスがいると由紀が不思議がると思うから、しばらく部活は休もうと思うんだ」

「じゃあ、私は龍りゆう斗とのアパートまでついていこうかしら。一応、龍斗を監視しているってことになってるしね」

「……そっか」

「……なんか龍斗、嫌がるどころか安心してない？　この前、私が放課後まで監視するなんて思ってなかった、って言ってたのに」

　その言葉に、龍斗はアイリスの無機質な表情を思い出す。

　……確かに、少しだけアイリスと二人きりになることを、怖がっていたのかもしれない。

「さっ、早く行こう。アイリスには終礼が終わる時間になったら校舎裏で待ってるよう頼んだからさ。あんまりアイリスを待たせると悪いし」

　質問に答えない龍斗にエミリは訝いぶかしげな表情を浮かべたが、それ以上言及することなく二人はアイリスを迎えに教室を出る。

　アイリスは龍斗に頼まれた通り校舎裏で待っており、龍斗達たちに気付くと頭を下げた。

「お待たせ、アイリス。どう？　初めての学校は」

「いえ、特に問題はありません。無事半日を過ごすことが出来ました」

「いや、そういうことじゃなくて感想を聞いてるんだけど……」

　苦笑いでエミリが尋ねるが、アイリスは口を閉ざした。その態度はどう答えるべきか分からないというより、そもそもエミリの質問に答える気がないように見える。

「それよりも、早く帰りませんか？　あまりここにいても仕方ないですし」

　そう言うと、アイリスは龍斗達に背を向け歩き出す。気のせいか、龍斗にはその背中が自分達を拒絶しているように感じた。

「……なんか、アイリス今朝よりずっと無愛想になってない？」

「……そうかもな」

　そして、龍斗は由ゆ紀きに部活を休むということを書いたメールを送ると、二人はアイリスを追いかけるように歩きだした。

　道中、龍斗とアイリスは一言も会話を交わすどころか、目を合わすこともなかった。

　龍斗は妙にそわそわしていて、アイリスに話しかけるきっかけを探しているようにも見える。しかし、アイリスは真正面を向いたまま視線を動かそうとせず、雑談しようとする気配がまるでない。

　そんな二人の空気にエミリも何となく気まずくなり、無言で歩いていたのだが……、

「……あー、もうっ！　何なのよこの空気はっ！」

　重い雰囲気に耐えられなくなったように、エミリが龍斗達に話しかけた。

「二人ともどうしたのよ、一言も喋しやべらないで。喧けん嘩かでもしたの？」

「いや、別に喧嘩した訳じゃ……」

「でも、二人とも急に余よ所そ余よ所そしくなってるじゃない。私には、昼休みに何かあったとしか思えないんだけど。……ほら、龍りゆう斗とは『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』のアイリスが気になってるって言ったじゃない。そのことは解決したの？」

　その言葉に、不意にアイリスが足を止めた。

　龍斗とエミリが振ふり返かえると、アイリスはワンピースの裾を握り、顔を俯うつむかせていた。

　その姿は、昼休みの時のアイリスにそっくりで、龍斗は息を呑のむ。

「……アイリス」

　そう呟つぶやき、龍斗が何か言葉をかけようとした時、龍斗達たちを見つめている少年が視界の隅に映り、龍斗は目を見開いた。

　ただの少年なら、龍斗は気にも留とめなかったかもしれない。

　だが、その見覚えのある服装に、手にしている本に、龍斗は一瞬思考が止まる。

　龍斗の脳裏に夜の公園で出会った少年の姿が映った瞬間、少年が手にした本が眩まばゆい光に包まれた。

「アイリスっ！」

　反射的に叫んだ龍斗の声に、アイリスは振り返り、顔を強こわ張ばらせる。

　アイリスの視線の先には、『獣使いの乙女メイデン・オブ・テイマー』を広げた拓たく也やとドロシーがいた。

　だが、ドロシーの様子がおかしい。以前は怯おびえなり恐れなり、感情を表情から読み取ることが出来た。しかし、今のドロシーは不気味なほど無表情だ。

















「……ドロシー？」

　その異変に、エミリも気付いたらしい。エミリは『魔弓の射手フライヘーゲル』を手にしたまま、不安そうにドロシーを見つめている。

「ここに来ればまた会えるかもしれないと思ってたんだが、まさかこんなに早く見つかるなんてな。幻想司書がいるのは面倒だが……まあいい」

　不敵に笑いながら言った拓たく也やの言葉に、龍りゆう斗とは周りを見渡し、ようやく自分達たちが何ど処こにいるのか理解した。

　拓也に襲われ、龍斗が『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』と契約した公園。

　アイリスとの一件で気が漫そぞろになり、毎日の習慣でつい近道であるこの公園を歩いていることに龍斗は気が付かなかったのだ。

「ドロシー。狩りの時間だ」

「はい。……銀狼スピツツ。煌獅子ヴオルド」

　宣告するように言った拓也の言葉に頷うなずき、ドロシーが力なくその名前を呟つぶやくのと、

「……嘘うそだろ」

　龍斗が掠かすれた声でその言葉を零こぼしたのは、ほぼ同時だった。

　刹那、ドロシーの目の前に光の粒子が集まり、二頭の獣が現れる。

　一頭は、龍斗が夜の公園で見た狼おおかみだ。だが、その時より息遣いは激しく、全身の毛を逆立たせている。

　そして、もう一頭は龍斗の知らない獣──獅子だった。

　大人一人を丸呑み出来そうなほど、大きな体たい躯く。たてがみは夕日を受け金色に輝き、骨に響きそうなほど低い唸うなり声ごえを上げている。首元には、銀狼スピツツのものより数倍大きな首輪が付けられている。

　突然現れた二頭の獣に、公園にいた人達はぽかんと見つめていた。

　そして、

「みんな逃げろ──！」

　悲鳴に近い龍斗の叫び声を合図に、銀狼スピツツと煌獅子ヴオルドは地を駆けた。

「『魔弓の射手フライヘーゲル』──！」「マスター！」

　エミリは右手に漆黒の弓を召喚させ、アイリスは龍斗を抱え、二人は近くにあった雑木林に駆け込んだ。

「あの馬鹿、何考えてんのよ！　一般人がいるところで〈幻げん想そう戯ぎ曲きよく〉を使うなんて！」

　走りながら、エミリは悪態をついたが、

「……ドロシーもドロシーよ。契約者の命令でも、何であんなに平然と召喚できるのよ」

　その言葉を口にした一瞬だけ、エミリの瞳に悲しげな色が浮かんだ。

「どうするのですか、エミリ。このまま逃げますか？」

「……無理でしょうね。ほら、後ろ」

　その言葉に、龍りゆう斗ととアイリスは背後を振り向く。

　龍斗の目に映ったのは、俊敏な動きで樹木を避ける銀狼スピツツ。そして、荒々しく樹木を薙なぎ倒しながら突進する煌獅子ヴオルドだった。煌獅子ヴオルドが駆けた後には何十本もの樹が無残に折れ、障害物を避けながら走るアイリス達たちよりも速い。

「どうせ追いつかれるし、銀狼スピツツと煌獅子ヴオルドを街に出すわけにはいかないわ。ここで食い止めるわよ」

「……いいのですか？　エミリは、あの獣たちはドロシーの家族と言いましたが」

「……きっと、ドロシーは泣くでしょうね。でも、煌獅子ヴオルドと銀狼スピツツを街に出すことだけは絶対に阻止しなきゃいけないもの。それに」

　きっと、エミリの目が鋭くなる。

「そうなったら、ドロシーが許してくれるまで謝り続けるだけよ」

　エミリは力強く、言い切った。

「……断章フラグメント」

　アイリスが呟つぶやくと、アイリスの周りに光の粒子が集まった。粒子は剣となり、鎧よろいとなり、篭こ手てとなる。

　それを合図に、アイリスとエミリは二手に別れる。

「逃げて下さい、マスター。何ど処こでも良いですから、出来るだけ遠くに」

　こちらに突っ込んでくる煌獅子ヴオルドを見つめながら、アイリスは龍斗を下ろした。

「逃げるって、アイリスはどうするんだ」

「マスターを守ります。それが私の使命ですから」

　龍斗の言葉を遮さえぎり、アイリスが鞘さやから剣を抜く。

「俺を守るって……」

　アイリスの浮かべる真剣な表情からは、勝利を確信しているのか、敗北を予感しているのか、龍斗には察することが出来ない。……でも、あの獰どう猛もうな獅子と戦おうとしていることぐらいは、分かる。

　だから、龍斗には出来なかった。

　今から自分のために戦おうとするアイリスを置いて、一人で逃げるなんて。

　龍斗が立ち尽くしている間にも、アイリスは剣を腰まで落とし、地を蹴り煌獅子ヴオルドとの距離を一瞬で縮め斬撃を放つ。

　煌獅子ヴオルドはその一撃を横腹にまともに受ける。が、アイリスの攻撃を意に介さず煌獅子ヴオルドは爪を立てアイリスに襲いかかった。

　その煌獅子ヴオルドの攻撃を避けるように、アイリスは後ろに大きく跳ぶ。

　息を呑のむほど、長い長い跳躍。

　夕日を受け、金色に輝く髪。ふわりと揺れる、純白のスカート。

　その姿に龍りゆう斗とは今の状況を忘れ──ほんの一瞬だけ、美しいと思ってしまった。

「なっ……!?」

　しかし、既に体勢を立て直した煌獅子ヴオルドを見て、龍斗は現実に引き戻された。煌獅子ヴオルドの獰どう猛もうな爪が周囲の樹を引き裂きながら、着地したアイリスに追撃するように再び振り下ろされる。

　アイリスは咄とつ嗟さに剣で受けるが、その巨体に似合わない俊敏な動きに反応が遅れ、避けきれず腕に傷を負う。

　アイリスは一跳びで後退し、煌獅子ヴオルドと距離を取る。傷が痛むのか、顔を顰しかめている。

「……なるほど、先日の獣とは格が違うみたいですね」

　殺傷力、耐久力、俊敏性。どれをとっても金狐ウイツツや銀狼スピツツとは規格外イレギユラー。

　見た目こそ獅子のそれだが、これほど獰どう猛もうな獅子を龍斗は知らない。それこそ、現実には存在し得ない魔獣のようだ。

「先程の言葉は訂正します。……マスター、出来るだけ早く逃げてください」

　ちらりと、アイリスが龍斗を一いち瞥べつする。普段の凛り々りしいアイリスからは想像も出来ない、険しい表情。

　もしかしたら、龍斗は無意識に心のどこかで安心していたのかもしれない。金狐ウイツツを一刀で伏せるアイリスなら、負けるはずがないと。

　だから今更──龍斗の脳裏に、血だらけで地面に倒れるアイリスの光景が浮かんだ。

「アイリス──」

　逃げてくれ。その言葉を言い終える前に、煌獅子ヴオルドが牙を剥むき出しにしながら、アイリスに向かって駆け出した。
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　エミリは『魔弓の射手フライヘーゲル』で有利な距離が取れるまで、銀狼スピツツから逃げるように走る。

　だが、どれだけ移動しても銀狼スピツツとの差が開くことはない。それどころか、距離が縮まってさえいた。

「断章フラグメントっ！」

　このまま逃げても仕方がないと、エミリは銀狼スピツツに振ふり返かえり『魔弓の射手フライヘーゲル』を構える。

　銀狼スピツツの位置を確認し、樹の配置を把握し、目標への軌道設計──をし終える前に、エミリは横に跳んだ。銀狼スピツツがエミリに飛びかかったからだ。

　銀狼スピツツの爪がエミリの足を掠かすり、顔を顰める。

「……やっぱり、これだけ樹が多いと『魔弓の射手フライヘーゲル』も形なしね」

　忌いま々いましげに、エミリは周囲の樹木を見る。

『魔弓の射手フライヘーゲル』の能力は、契約者が思い描いた軌道をなぞる、軌道模刻オービツト・コピー。標的が遠いほど、障害物が多いほど、軌道を複雑に設計しなければならない。……この地形では、あまりに分が悪すぎる。

　銀狼スピツツが牙を剥むき出し飛びかかり、エミリが飛びずさる。狙いが外れ、銀狼スピツツは傍にあった樹に噛かみ付き、めきめきと音を立てて喰くいちぎった。

「しかも、ドロシーまで様子がおかしいと思ったら、銀狼スピツツまで凶暴になってる……!?」

　エミリが公園で銀狼スピツツと戦闘した時とは、脚力も、顎あごの力も、桁違いだ。

　なにより奇妙なのは、銀狼スピツツの様子だ。舌を垂らし、半狂乱になりながらエミリを追いかけるその姿は、もはや異常と言ってもいい。

　何な故ぜ、こんな短期間でここまで変貌したのか。だが、今考えるのはそんなことじゃない。

　問題は、どうやって銀狼スピツツを倒すかだが……既に光明は見えている。

「断章フラグメント！」

　言葉と共にエミリの手に光が集まり、二本の矢が出現する。

　エミリは二本の矢を引き絞り、放つ。狙いは銀狼スピツツ──ではなく、その上空だ。

　二本の矢は空に吸い込まれるように飛び、途中で方向を一八〇度変更し──そヽのヽまヽまヽ、宙ヽにヽ停ヽ滞ヽしヽたヽ。

　エミリの『魔弓の射手フライヘーゲル』は、自動追尾オートサーチのように標的に当たるまで矢が追いかけることも出来なければ、遠隔操作のように射うってから命中するよう操ることも出来ない。そんな便利な能力だとはエミリも思っていない。

　だが、軌道模刻オービツト・コピーには軌道模刻オービツト・コピーにしか出来ないことだってある。

　軌道を頭の中で描き、それを忠実になぞる。それはつまり、矢の軌道を途中で止め、再び動かすことも出来るということだ。

「……確か、日本の諺ことわざだっけ？　下手な鉄砲も何とやらって！」

　続けざまに、エミリは駆けながら手の中に二本の矢を発現させ、上空に射る。二本の矢は先程の矢のように反転し、空中で静止する。

　まだだ。まだ足りない。エミリは銀狼スピツツから逃げながら、何度も頭上に矢を放つ。

　次第に、エミリが放った矢は数を増していき──数十本はあろうかという大量の矢が、地面に鏃を向けていた。

　茜あかね色いろの空を染めるように黒色の矢が浮かぶ、異様な光景。

　エミリの知っている銀狼スピツツならば、その異常に気付くことも出来ただろう。。

　しかし、今の銀狼スピツツは違う。エミリを追う、その一点しか見えていない凶獣に、上空から自分を狙う矢なんて見えていない。

「地面に降り注ぐ、神速の矢の雨。避けられるなんて思わないでね」

　エミリが立ち止まり銀狼スピツツに振り返る。それと同時に、宙に停止した矢が一斉に動き出す。

　視覚できない速さで、地面に直下する数多あまたの矢。ある矢は樹の枝を貫き、ある矢は地面を抉り──そして、数本の矢が銀狼スピツツに命中し、銀狼スピツツはその場に倒れる。

　数え切れない程の矢が地面に突き刺さる、異様な光景。だが、エミリには傷一つない。当然だ。エミリがいる位置は、矢を下降させるつもりのなかった安全地帯なのだから。

　銀狼スピツツはエミリに襲いかかろうと立ち上がろうとしたが、遂ついには地面に伏せ、ぴくりとも動かなくなった。

（……ほんと、どうしたのかしら）

　エミリの記憶にある銀狼スピツツは、こんな獣じゃなかった。敗色が濃い戦局なら無理をせず撤退し、主人であるドロシーの意見を仰ぐ。そんな聡そう明めいな獣だったはずだ。

　体力が尽きようとしているのか、銀狼スピツツの体が光の粒子へと変わっていく。足先から、膝へ。膝から、胴体へ──、

（……？）

　銀狼スピツツが完全に光の粒子へと消える、その一瞬。エミリは銀狼スピツツの首元に巻いてあった首輪を凝視する。

「今のって……」

　そう呟くのと、獣の咆ほう哮こうがエミリの耳に届くのは、同時だった。
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　アイリスが煌獅子ヴオルドの横に回り込み、真一文字に剣を振り下ろす。踏み込み、剣筋、どちらも申し分ない斬撃だ。

　だが、煌獅子ヴオルドはその一刀を意にも介さず、丸太ほどはあろうかという尾を横に薙なぎ払はらう。剣を振り下ろした直後のアイリスにその攻撃が防げるはずもなく、胴に直撃し吹っ飛ばされ、樹に強く背を打った。

　間髪入れず、煌獅子ヴオルドが右の前足を振りかぶり、アイリスに襲いかかる。

「くっ……！」

　アイリスは苦しげに声をもらしながら、横に跳ぶ。煌獅子ヴオルドの爪はアイリスが背中を預けていた樹を薙なぎ倒たおす。

　アイリスは体勢を立て直し、剣を構える。が、先程のダメージが大きいのか、今にも折れそうなほど足が震えている。

「アイリス……！」

　アイリスが煌獅子ヴオルドの猛攻を防ぐ姿を、龍りゆう斗とは拳を握りしめ見つめていた。

　時間が経たつにつれ呼吸が乱れ、アイリスの動作は緩慢になっている。煌獅子ヴオルドに何度も太刀を浴びせたものの、どれも致命傷に達するほどではない。

　だが、煌獅子ヴオルドの攻撃は猛たけるように激しくなっていく。確実にダメージはあるのだろうが、煌獅子ヴオルドの動きはまるで衰えない。

「……っ！」

　煌獅子ヴオルドの突進を真正面から受け、アイリスの呼吸が一瞬止まる。

　その衝撃にアイリスは吹き飛ばされ、地面に転がった。

「アイリスっ！」

　龍斗が名を呼びながら、アイリスに駆け寄ろうとしたが、

「来ないで下さい、マスター！」

　アイリスの掠かすれた叫び声に、龍斗は体を強こわ張ばらせ立ち止まった。

　数メートルも吹き飛ばされたほどの衝撃だ。もしかしたら、骨だって折れているかもしれない。

　しかし、アイリスは地面に剣を刺し体を支え、身を起こそうとしていた。

「早く逃げて下さいと、言ったはずです。マスターを危険に晒さらす訳にはいきません。……私のことは、構わないで下さい」

　だが、もう立ち上がる力すらないのか、柄えを握る華きや奢しやな手も、地面に立てた膝も、震えている。軽く背中を押せば、倒れてしまいそうなほどだ。

　その姿を見るのが耐えられなくて、龍斗は固く手を握りながら──やはり、何も出来ずに、ゆっくりと手を離した。

　アイリスに駆け寄って、何が出来るというのだろう。

　アイリスに肩を貸してこの場から逃げる？　あの馬鹿でかい獣に立ち塞がってアイリスの代わりに戦う？

　馬鹿馬鹿しい。そんなこと出来る訳がない。龍斗はアイリスのように卓越した剣技もなければ、エミリのように矢を自在に操ることも出来ないのだから。……そんなこと、龍斗だって分かってる。

　けれど、胸の中で湧き上がってくる感情は、そんな理屈で片付けられるものじゃない。

　湧き上がってくる感情──悔しさだ。

　アイリスが傷ついてるのを黙って見ることしか出来ない自分が、堪たまらなく悔しいのだ。

　気づいた時には、龍斗は駆け出し、アイリスの許へ駆け寄っていた。

「マスター！　逃げて下さいと──」

「アイリスがこんなに傷ついてるのに、俺だけ逃げるなんて出来る訳ないだろ！」

　龍斗の言葉に驚くアイリスを尻目に、龍斗は肩を貸し立ち上がらせようとする。

　そこへ、

「……こんな便利なものを出し惜しみするなんて、ディケンズさんも人が悪いな」

　薄ら笑いを浮かべながら、龍りゆう斗と達たちの後を追ってきた拓たく也やが呟つぶやく。

「もういいぞ、ドロシー。あの女を殺すと面倒だからな。煌獅子ヴオルドはおとなしくさせとけ」

「はい。……煌獅子ヴオルド」

　ドロシーの掠かすれた声に、煌獅子ヴオルドは動きを止める。

　だが、それも一瞬。煌獅子ヴオルドは激しく毛並みを逆立てると、アイリスに向かって走り出した。煌獅子ヴオルドの予想外の行動に、拓也は目を見開く。

「マスター！　私のことには構わず、早く！」

「……っ！」

　こちらに向かってくる煌獅子ヴオルドに息を呑のみながら、それでも龍斗はアイリスを離そうとしない。

　煌獅子ヴオルドは龍斗達に頭を突き出しながら突進する。龍斗はアイリスを庇かばうように、煌獅子ヴオルドに背中を向け──煌獅子ヴオルドの突進を背中にまともに受け、吹き飛んだ。

　全身の骨が砕けそうなほど強い衝撃に、気味の悪い浮遊感。龍斗の目に映る景色が反転する。それでも、龍斗は両腕に感じるアイリスのぬくもりを離さない。

　煌獅子ヴオルドに突進され、龍斗とアイリスは樹木に強く体を打ちつけられる。

　アイリスは、目立った外傷はない。だが、龍斗はアイリスを庇ったため、その場で苦しげに声を唸うならせた。

「大丈夫ですか!?　マスター！」

「ドロシー！　煌獅子ヴオルドを戻せ！」

　声を荒げながら、拓也はドロシーに命令した。

　ドロシーはその言葉に無言で頷うなずくと、手をかざす。だが、煌獅子ヴオルドは咆ほう哮こうを上げながら再度龍斗達に突進した。

「早くしろ、ドロシー！」

「……煌獅子ヴオルド」

　煌獅子ヴオルドが飛び上がり、龍斗達に襲いかかろうとした、その寸前。煌獅子ヴオルドは光の粒子となり拓也の『獣使いの乙女メイデン・オブ・テイマー』の中へ消えて行った。

「なるほど、ドロシーが言ってたのはこういうことか。確かにこいつは扱いにくいな。……しかし、あの女を庇うなんて何考えてんだ？　あいつは」

　拓也は舌打ちをした後、『獣使いの乙女メイデン・オブ・テイマー』を見つめながら呟く。

　そして、拓也は顔を上げ大きく目を見張った。

　龍斗がアイリスの剣を杖つえ代がわりに、立ち上がろうとしていたからだ。

　だが、その表情には余裕など微み塵じんもない。

　全身の骨が軋きしむような痛みを感じ、強く地面に打った体は焼けるように熱い。

　意識だって朦もう朧ろうとしており、その目には涙すら浮かんでいた。

「マスター……」

　か細く、アイリスが呟つぶやく。

　その声は今まで聞いたことがないほど、弱々しい。

　龍りゆう斗とはアイリスに視線を向けるが、視界は霞かすんでいて、アイリスが一体どんな顔をしているのかすら、龍斗には分からない。

　……それでも。

「……アイ、リス」

　アイリスのことだから、きっと泣きそうな顔をしているんだろうな。

　そう思って、龍斗は必死で笑顔を作った。

「龍斗！」

　エミリが叫びながら、龍斗の体を抱えて疾走した。

　突然のことに龍斗は一瞬訳が分からないように呆あつ気けにとられた表情をする。だが、龍斗はエミリが自分を抱えて拓たく也や達たちから逃げていることを理解し、必死で声を絞り出す。

「エミリ……アイリスは……！」

「アイリスは大丈夫よ。それより、今は体勢を立て直すのが先でしょ！」

　龍斗はエミリに反論しようとするが、意識は遠のいてろれつも回らない。

　そして、次第に龍斗の視界から色が失われていき──龍斗はアイリスの剣を握ったまま、気を失った。
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「……ん」

　全身に感じる痛みに、龍斗は小さい声をもらした。

　感じるのは痛みだけではない。熱く火ほ照てっており、ひどく体もだるく感じる。

　重い瞼まぶたを開け、ようやく龍斗は自分がベッドで寝ていたこと、誰かの部屋にいることに気付いた。

「何で、俺はベッドで……」

　まどろみの中、龍斗は何な故ぜ自分がこんなところにいるのかと疑問に思い──閃ひらめくように、夕暮れの公園の光景が頭の中に浮かんだ。

　本を手にする少年。現れた二体の獣。弓を構える少女。そして──龍斗を守ろうとした、純白の騎士。

「アイリスっ……！」

　ぼやけた意識が一瞬で覚め、龍りゆう斗とは上半身を起こした。

「がっ……！」

　体に走る激痛に、龍斗は苦しげに声をもらす。痛みを耐えるように奥歯を噛かみ締しめ、龍斗がベッドから降りようとした時、

「石いし馬ま先輩、気が付いたんですか!?」

　声が聞こえ振り向くと、そこには部屋に入ってきた由ゆ紀きがいた。

「……よかったです。石馬先輩、ずっとうなされてたんですよ？　熱もありますし、すごく心配したんですから」

　動揺していた表情から一転、由紀は安あん堵どの笑みを浮かべながら体温を計るように龍斗の額に手を当てた。

　由紀の仕草に、龍斗の胸が強く脈を打つ。由紀が額に手を当てている間だけ龍斗は体の痛みも忘れ、額に感じるぬくもりに浸っていた。

「まだ熱は引いてないみたいですね。無理をしないで、今日は私の家に泊まっていって下さい」

「……ごめん、由紀。そういうわけにはいかないんだ。探しにいかなきゃいけない女の子が──」

「由紀の言う通りよ。病人なら病人らしく、おとなしく寝てなさいって」

　その声に龍斗が視線を移すと、エミリが凛りん然ぜんとした表情を浮かべ部屋に入ってきた。

「丈夫な体をしてるみたいね。けっこうやばかったのよ？　こんなに早く意識が回復したのが不思議なくらいなんだから」

「……エミリ。なんで、アイリスを置いて行ったんだ」

　低い声で、龍斗が尋ねる。

「……私も足を怪け我がしてたからね、連れて行ける人間は一人が限界だったのよ。だから、一般人の龍斗を連れて逃げることにしたの。アイリスは多少のことがあっても大丈夫だけど、龍斗は下手をしたら死んじゃうかもしれないから」

「だからって……！」

「他に方法があったの？　龍斗があの場に残って、アイリスを助けることが出来た？　……あれ以上、龍斗を傷つけるわけにはいかなかったもの」

　静かに、しかしわずかに声を荒げながら、エミリが龍斗に反論する。

　龍斗は反論しようと口を開こうとして──彼女の強く握る手が、微かすかに震えていることに気付いた。

「……すまない、エミリ」

「別に、構わないわ。……それに、あいつは多分アイリスを殺さないわ。あいつ……いや、あいつらの目的は多分龍斗の持つ『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を奪うことだから。……ごめん、由紀。ちょっと席を外してもらっていいかしら？」

　エミリは龍りゆう斗とから由ゆ紀きに視線を移し、話しかける。

　由紀はその真剣な表情に少しだけ驚くが、「はい」と短く答えると部屋から出て行った。

「……あいつの持ってる『獣使いの乙女メイデン・オブ・テイマー』が、私が追ってる犯人が渡したものだっていうことは前に話したわよね？　……もしかしたら、その犯人が『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を奪うように命令したのかもしれないわ」

「『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を？」

「あいつ、さっき公園で私達たちに会った時、幻想司書がいるのは面倒、って言ってたでしょ？」

「……ああ。確かにそう言ってたな」

「ということは、あいつは龍斗を襲うために私達に接触してきたってこと。それも、一般人がいる公園で『獣使いの乙女メイデン・オブ・テイマー』を使うくらい、切羽詰ってたってことね」

　その言葉に、龍斗は頷うなずく。

「それで、私は一つの仮説を立てたの。あいつが狙ってたのは、龍斗の持ってる『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』じゃないかってね」

「あいつが『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を欲しがってたってことか？」

「ええ。未完結の上に、アイリスを本の中に戻せない〈幻げん想そう戯ぎ曲きよく〉。しかも、何な故ぜかそれを龍斗は桜さくらヶが丘おか高校の図書室で見つけた。多分、犯人は『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を取り戻そうとしてるのよ。だから、アイリスは絶対に殺さない。アイリスを殺せば、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』は消滅してしまうから。……理由までは、まだはっきりと分からないけどね」

「……そうか」

　エミリの話を聞いて、ようやく龍斗は安あん堵どの表情を見せた。

「でも、だからってアイリスのことを放っておくわけにはいかないわ。私はアイリスを助けに行くから、龍斗はそこで寝てなさい」

「探しに行くって……エミリはアイリスが何ど処こにいるのか知ってるのか？」

「……一応、見当はついてるわ」

　それだけ言うと、エミリは龍斗に背を向け部屋から立ち去ろうとする。

　龍斗はその背中を見つめながら、一瞬逡しゆん巡じゆんした後、

「なあ、エミリ。俺も連れて行ってくれないか？」

　そう、言いきった。

「連れて行ってどうなるってのよ。邪魔になるだけじゃない」

「……確かに、そうだけど」

　エミリの言うことはもっともだ。龍斗がエミリについていったとしても、役には立たない。龍斗は何処にでもいる、高校生なのだから。

　そんなこと、龍りゆう斗とにだって分かっていた。

「それでも、囮おとりくらいにはなれるかもしれない。もしエミリが危なくなったら、エミリを連れて逃げることも出来るかもしれない。だから──」

「聞こえなかった？　私は邪魔だって言ったのよ」

　にべもなく、エミリは龍斗を拒絶する。

「……龍斗をこれ以上危ない目に遭わす訳にはいかないわ。あなたは不可抗力で〈幻げん想そう戯ぎ曲きよく〉と契約した、ただの一般人なんだから」

「でも……！」

「ちゃんと由ゆ紀きにお礼言うのよ？　龍斗が入院したら犯人が病院を襲うかもしれないと思って、私が無理を言って救急車呼ぶの止めたの。そしたらあの娘、ずっと付きっきりで龍斗の看病をしてたんだから」

　それまで鋭かったエミリの眼まな差ざしが、その言葉と共に穏やかになる。

　だが、すぐにエミリは冷たい表情に戻り、龍斗に言葉もなく部屋から去っていった。

「くそっ……！」

　エミリを追おうと龍斗は立ち上がるが、眩暈めまいに襲われ膝をつく。

　無理に体を動かしたせいか、先程までは熱いだけだった傷がじんじんと痛む。由紀の熱があるという言葉も本当なのか、服は汗まみれで、頭痛だってひどい。

　その痛みに歯を食いしばり、再び龍斗が立ち上がろうとすると、

「石いし馬ま先輩、大丈夫ですか!?」

　冷水で濡らしたタオルを手にした由紀が部屋に入り、龍斗の傍に駆け寄り肩に触れた。

「無理しないでください。石馬先輩、すごい熱があるんですから。動いたら、また気を失ってしまうかもしれません」

「……大丈夫だ、これくらい。それより、俺は行かなきゃいけないからさ」

「……アイリスさんのところに、ですか？」

　不意に出たその言葉に、龍斗は声を呑のみ由紀を見つめる。

　龍斗の視界はぼやけて、はっきりとは分からないが──龍斗には、由紀が今にも泣きそうな顔をしているように見えた。

「石馬先輩、気を失ってる時ずっと言ってました。アイリス、アイリスって……。石馬先輩はアイリスさんを同じアパートに引っ越してきた外国人の方だって言いましたけど、アイリスさんは石馬先輩とどういう関係なんですか？」

「由紀……」

「それに、体中に痣あざも作って、制服も泥だらけになって……一体、石馬先輩は何をしていたんですか？」

　声を震わせながら由紀は尋ねるが、龍斗は、その質問に答えることが出来ない。

　答えると、由ゆ紀きも〈幻げん想そう戯ぎ曲きよく〉の事件に巻き込んでしまうような気がして──。

「私には、アイリスさんが誰なのか、石いし馬ま先輩が何をしていたのか分かりません。でも、石馬先輩がまた危ないことをしようとしてることくらいは、分かります。だから……」

　そして、由紀は両手で龍りゆう斗との手を包んだ。

　その柔らかい手の感触に、体を蝕むしばむ熱よりずっと優しい温かさに、龍斗は息を呑のむ。

　龍斗がうなされながらベッドで寝ている時、由紀はずっと龍斗の傍にいた。

　熱さで体中が汗だらけになれば、丁寧に汗を拭きとった。

　エミリが「入院すれば龍斗の身が危ない」と言わなければ、すぐにでも救急車を呼んでいただろう。

「……ありがとう、由紀」

　由紀の震える声を聞けば、直接口にしなくたって由紀の気持ちは伝わる。

　……しかし、

「でも、ごめん。……俺、行かなきゃいけないからさ」

　龍斗はそっと、由紀の両手を離した。

「……なんで、石馬先輩はそこまでアイリスさんに必死になるんですか？　アイリスさんとは、出会って間もないんですよね。なんでそこまで……」

　確かに、龍斗はアイリスとたった数日しか暮らしていない。

















　それも、服を買ってあげたり、一緒に読書をしたり、そんな些さ細さいなものばかりだ。

　龍りゆう斗ととアイリスは、少しの間同居していた仲でしかない。

「……俺さ、さっき初めて本物の剣を握ったんだ」

　ゆっくりと、龍斗が口を開く。

「剣って見た目よりずっと重くて、漫画や映画の主人公みたいに格好良く振りまわすなんて出来なかった。柄えだってすごく冷たくて、思わず離しそうになったんだ。……でも、アイリスはその剣を握って、ずっと戦ってきたんだよ」

　ずっと、アイリスは一人ぼっちで戦ってきた。

　決して誰かに頼ろうとせず、目に映る人間全てを守ろうとした。

　白い肌が傷だらけになっても、金色の髪が血で真っ赤になっても、アイリスは剣を握り続けた。

　誰かのために戦い、それだけの価値しかないと信じる英雄。

　それが、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』の中のアイリスだ。

「感情なんかいらない。自分は誰かを守る剣じゃなきゃいけない。そう言ってアイリスは戦うんだ。……でもさ、俺の知ってるアイリスは笑うんだよ」

　龍斗が野菜スープを食べた時も、嬉うれしそうに洋服を着た時も、由ゆ紀きから借りた小説を読んだ時も、アイリスは笑った。

　どれも、普通の人間なら誰だって持ってる、当たり前の感情だ。

　でも、アイリスを助けに行く理由なんて、龍斗にはそれだけで十分だった。

　アイリスは、誰かを守るための剣なんかじゃない。

　何ど処こにでもいる、少し頑固な女の子──それが、龍斗の中のアイリスだった。

「だから……行かせてくれ、由紀」

　その言葉を最後に、二人は沈黙した。

　時計の針が動く音だけしかしない静寂の中、龍斗は由紀から目を離さず、答えを待ち続ける。

「……一つだけ、約束して下さい」

　ほんの数分──だが龍斗には永遠とも思える時間が経たち、由紀が立ち上がった。

「どれだけ傷だらけになっても、絶対に帰ってくるって。……もちろん、アイリスさんと一緒に、ですよ」

　懸命に涙を流すのを堪えながら、由紀は笑顔を浮かべた。

「……ああ。ありがとう、由紀」

　重い体を引きずるように由紀の横を通り過ぎ、龍斗はドアノブを握り、

「絶対、帰ってくるから」

　振ふり返かえらずそれだけを言い残し、龍斗は部屋を出て行った。
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　外に出た龍りゆう斗とは、由紀の家の前に佇たたずむ少女に足を止めた。

　星が瞬いて見えるほど空は暗く、月明かりもわずかしかない。それでも、そのツインテールに桜さくらヶが丘おか高校の制服は、一目見ただけで誰か分かる。

「……エミリ」

「……あと一分遅れたら、本当に一人で行くつもりだったんだからね。はい、これ」

　そう言って、エミリは手にしていたアイリスの剣を龍斗に渡す。

「龍斗がアイリスみたいに剣で戦えるなんて思ってないけど、護身くらいには役立つかもしれないから。それに、アイリスにも返さなきゃいけないからね。契約者は龍斗なんだから、龍斗が返してあげなさいよ」

「……ありがとう。待っててくれたんだな」

「……すごく迷ったんだからね、龍斗を連れて行くの。龍斗を危ない目に遭わせたくないのは本心だから」

　照れ隠しのようにエミリは龍斗から視線を逸そらし、ぽつりと呟つぶやく。

「でも、あいつは一般人がいる場所でも、〈幻げん想そう戯ぎ曲きよく〉を使用するようなやつだから。もし私が倒れた後また龍斗が襲われたら、今度こそ一般人に被害が出るかもしれない。……だから、本当に危なくなったら龍斗から奪ってでも、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を渡すわよ。いいわね？」

「ああ、分かった。……でも、本当にアイリスの居場所が分かるのか？」

　エミリが龍斗を助けた時は、確か桜ヶ丘図書館からのリークがあったから駆けつけることが出来たと言っていた。

　エミリや桜ヶ丘図書館の人間がどれくらい優秀なのかは分からないが、たった一晩で拓たく也や達たちの居場所など分かるのだろうか。

「具体的な場所は分からないわ。でも、ヒントならある。……龍斗は銀狼スピツツに首輪が付いていたの、覚えてる？」

　龍斗は頷うなずく。銀狼スピツツだけではない。龍斗の覚えている限り、金狐ウイツツや煌獅子ヴオルドにも首輪は付いていたはずだ。

「その首輪に文字が書かれてたの」

「文字？」

「そう。……おんぼろの塔、エミリ、たすけて、って」

　その瞬間、龍斗の体が強こわ張ばる。

　ドロシーが助けを乞う文章を残した、ということもある。だがそれ以上に、暗闇の中でもはっきりと分かるほど、エミリの瞳に怒気が灯っていたからだ。

「もしかしたら、私達たちをおびき出すための罠わなかもしれない。……でも、今はそれしか手がかりがないもの」

　それに、とエミリが付け加える。

「もちろん、アイリスを助けるのが先決だけど、ドロシーが助けてって言ってるのに、見捨てることなんて出来ないもの。……でも、肝心のおんぼろの塔ってのがどこかは、私には分からないわ」

　エミリが眉を顰ひそめるのを見て、龍りゆう斗とも考える。

　おんぼろの塔。あまりに抽象的で、桜さくらヶが丘おかにあるとは思えない建物だ。

　だが、掴つかめば切れてしまいそうなほど細い糸だが──一つだけ、心当たりがあった。

「……エミリ、俺を連れて行ってくれ。もしかしたら、アイリスがどこにいるか分かるかもしれない」

　龍斗の言葉にエミリは驚いた表情を浮かべるが、すぐに真顔に戻り頷うなずき、『魔弓の射手フライヘーゲル』を召喚させた。

「それじゃ、早速行きましょうか。あまりゆっくりしてられないし、移動しながら教えてくれる？」

「……ああ。頼むぞ」

　エミリは龍斗の肩を抱くと、高く跳躍し由ゆ紀きの家の屋根へ跳び乗る。

　そして、一足で屋根から屋根へ跳び移って行った。
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　街から少し離れた、小高い丘の上。エミリは龍斗が口にした目的地に辿たどりついた。

「本当に、ドロシーが書いたおんぼろの塔ってここなの？」

「さあな。でも、俺はここくらいしか思い当たらない」

　エミリに答えながら、龍斗は目の前にそびえ立つ廃ビルを見上げた。

　二十数年前、バブルの煽りを受け完成間近で放置された、五階建ての雑居ビル。

　外装は風化し、周りに民家もないということもあり、今では柄の悪い連中が溜まり場にしたり、一般人が肝試しとして足を踏み入れるような場所だ。

　おんぼろの塔と言われて、唯一龍斗が連想した建物がこの廃ビルだった。

「良い？　作ヽ戦ヽはヽさヽっヽきヽ話ヽしヽたヽ通ヽりヽよヽ。勝算があるなら、それしかないから」

「ああ、分かってる」

　エミリは龍斗に目配せをした後、入口をくぐる。

　廃ビルの中は淡い月明かりが差しており、目が暗闇に慣れたということもあって、そこがエントランスだと理解できる程度には視界は良い。

　床に散らばる自動ドアのガラスの破片を踏みながら、龍斗達はエントランスを歩き……不意に、龍りゆう斗とはエミリに腕を掴まれ飛ぶように引っ張られた。

「なっ……!?」

　それとほぼ同時に龍斗の手を何かが掠かすめた。

　慌てて龍斗が視線を向けた先には──牙を剥むいた銀狼スピツツが、龍斗達たちを睨にらみつけていた。

「……どういうこと？」

　ぜっ、ぜっ、と激しく息をつく銀狼スピツツを見つめながらエミリが、ぽつりと呟つぶやいた。龍斗はエミリの凍りついた表情を横目で見ながら、先程話した作戦のことを思い出す。

　エミリは廃ビルまで移動した時、ドロシーの召喚獣は煌獅子ヴオルドしか残されていないと言っていた。金狐ウイツツはアイリスが、銀狼スピツツはエミリが倒したからだ。

　だが、龍斗の予想では、拓たく也やは煌獅子ヴオルドを制御しきれていない様子だった。

　拓也は戦闘になると、一瞬でも煌獅子ヴオルドを召喚するのを躊躇ためらうかもしれない。その一瞬が、拓也を倒すチャンスになる。……そういう話だったのだが。

「……おいおい、まじかよ」

　不意に声がして、龍斗は銀狼スピツツから目を離しそちらを向く。

「追っ手に備えてドロシーを待機させとけ、ってディケンズさんに言われたが、まさか本当に来るなんてな。しかも『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』の契約者までいるじゃねえか」

　そこには、『獣使いの乙女メイデン・オブ・テイマー』を手にした拓也と、その隣で無表情で立つドロシー。そして、

「アイリスっ！」

　両手に手錠をはめられ、力なくうなだれたアイリスがいた。

「……マ……スター？」

　消え入りそうな声を出しながら、アイリスがおもむろに顔を上げる。

　そして龍斗の姿を認めると、消沈していた表情から一転、アイリスは驚きに顔を染めた。

「マスター！　何な故ぜここに──」

　アイリスが龍斗に叫んだ刹那、エミリは拓也の『獣使いの乙女メイデン・オブ・テイマー』に狙いを定め矢を放つ。

　だが、すぐさま銀狼スピツツが反応し、拓也に向かって宙を走る矢を牙で噛かみ砕くだいた。

「……一つ聞かせてくれない？　銀狼スピツツは私が倒したはずよ。何で、その子達が召喚されているのかしら」

　拓也の隙を作るためか、エミリが話しかける。

「……別に、何もおかしいことはないだろ？　こいつらは飼い主の命令には絶対応えるんだからさ。死にそうになっても動けって命令すれば、死ぬまで動くさ」

　確かに、銀狼スピツツは公園で遭遇した時以上に様子がおかしい。

　目玉はぎょろぎょろと動き、錯乱しているように見える。意識があるのかどうか、それすら危うい。

「でも、ドロシーがそんなこと言うわけないわ」

「……何か勘違いしてるようだが」

　拓たく也やは、隣にいたドロシーの頭に荒々しく手を置く。

「飼い主は、俺だぜ？　金狐ウイツツも銀狼スピツツも、ドロシーもな」

「……あんた、ドロシーのこと何だと思ってるのよ」

　射貫くような眼まな差ざしで、エミリが拓也を見つめる。もうエミリには拓也から隙を作ろうという余裕は感じられない。あるのは怒りだけだ。

　だが、拓也はエミリの問いかけに答えず、薄笑いを浮かべると、

「お喋しやべりはここまでだ。……ドロシー。まずはあの女からだ」

「はい。……銀狼スピツツ」

　ドロシーがその名を呼ぶのと同時に、エミリと対たい峙じしていた銀狼スピツツが疾走した。

　手負いだというのに、その動きは素早い。まるで、痛みを感じていないような動きだ。

「くっ！」

　エミリは龍りゆう斗とを巻き込むまいと、龍斗から離れるように走り出す。

　移動しながらエミリは銀狼スピツツを牽けん制せいしようと『魔弓の射手フライヘーゲル』を構えるが、右足を怪け我がしているせいで全力で走ることが出来ない。

　しかも、エミリが戦闘しているのは行動範囲が限定される屋内だ。遠距離戦を得意とする『魔弓の射手フライヘーゲル』では、分が悪すぎる。

　素人の龍斗から見ても分かるほど、圧倒的に戦況はエミリの方が不利だった。

（どうする……！）

　手にしたアイリスの剣を強く握りながら、龍斗は今自分に出来ることを考える。

　自分に出来ること。それはこれ以上被害を出さないため『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を差し出すことか？　それともこの場から逃げて誰かに助けを求めることか？

　しかし、いくら考えたって、龍斗の納得の出来る答えなんて出ない。

　故に、龍斗は自分に出来ることではなく、自分がすべきことを考え──今度は、簡単に答えを出すことが出来た。

「……うおおおおおっ！」

　龍斗は手にした剣を投げ捨て、拓也に向かって駆け出した。

　だが、煌獅子ヴオルドから受けた傷と高熱のせいで思うように足に力が入らない。

　それでも、龍斗は力を込め拳を突き出す。

　だが、拓也はその拳を悠々と避け、龍斗に向かい膝を突き上げた。

「がっ……！」

　鳩みぞ尾おちに拓也の膝をまともに受け、苦しげな声をもらし龍斗は跪ひざまずく。

　しかし、拓也は不愉快そうな顔で龍斗を見下ろすだけで、攻撃しようとしない。

「……剣を捨てたのは俺を殺してしまうかもしれないからか？　俺が素す手でだから自分も素手で向かってきたのかよ」

　龍斗はその質問に答えようとせず、拓たく也やを睨にらみながら足首を掴つかむ。

　拓也はその手を鬱うつ陶とうしそうに振り払うと、膝をつく龍りゆう斗との腹部をもう一度蹴り上げた。

　だが、それだけでは終わらない。拓也はまるでゴミでも見るような無感情な目で、蹲うずくまる龍斗の頭を何度も踏みつける。

　その光景から目を背けるように、アイリスは俯うつむき、

「……マスター、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を破り捨てて下さい。そうすれば、その人がマスターを襲う理由もなくなります」

　その一瞬、龍斗は体を蝕むしばむ熱も、全身に感じる痛みも消えたような錯覚に陥った。

「私には、マスターの傍にいる資格なんてありません。マスターを守るどころか、私のせいで傷つけてしまうなんて」

　アイリスの声は消え入りそうなほど、弱々しい。

　それでも、龍斗は耳を澄ませる。

　もはや、体の痛みなど龍斗は忘れていた。ただ、血液が沸騰しているのかと思うほど体が熱いだけだ。

「戦うことの出来ない私に、価値があるなんて思えません。剣も握らず、こんなところでマスターが傷ついていくのを見ているだけなんて、私には耐えられないんです」

　瞼まぶたが切れ、龍斗の目に血が入る。

　龍斗の視界はぼやけていて、アイリスの姿も霞かすんで見えた。

　だが、焦点の合わない眼まな差ざしで、龍斗はアイリスを見つめ続ける。

「私は、マスターを守るための剣にはなれませんでした。私のことは見捨てて、マスターは──」

「違うっ！」

　突然の、爆はぜたような龍斗の叫び声。

　その声に、アイリスも、拓也さえも言葉を失い龍斗を見つめていた。

「資格だとか、価値だとか。……俺はそんなもののために、ここまで来たんじゃない」

　ゆっくりと立ち上がりながら、龍斗はアイリスを見つめる。

　人々を守る英雄。

　魔物と戦う勇敢な騎士。

　そんなもの、龍斗にとってはどうでも良かった。

　たとえアイリスが二度と剣を握れなくなっていたとしても、龍斗はアイリスを助けに来たに違いないのだから。

「アイリスに俺を守る力がなくったって関係ない。そんなものなくても、アイリスはアイリスだ」

　龍りゆう斗とはたった数日間、アイリスと過ごしただけだ。アイリスとの思い出なんて数えるくらいしかない。

　それでも、頬ほおについたクリームを拭ぬぐってくれたアイリスを、読書が好きなアイリスを、龍斗は知っている。

　龍斗が助けたいと願ったのは、自分を守るための騎士ではなく、そんな普通の女の子なのだ。

「……アイリス、俺はお前と一緒にいたいだけだ」

　ようやく、分かった気がする。

　何な故ぜ、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』の中のアイリスを悲しいと思ったのか。

　何故、凶暴な獅子に襲われた時アイリスに笑いかけたのか。

　何故、死ぬかもしれないと分かっていながら、エミリに連れて行ってくれと頼んだのか。

　ようやく、分かった。

「俺は……アイリスの笑った顔が、好きなんだ」

　龍斗は、そう言い切った。

　その言葉に、アイリスは呆ぼう然ぜんと龍斗を見つめることしか出来ない。

「マスター……」

「……はっ」

　それまで龍斗とアイリスのやり取りを黙って見ていた拓たく也やが、龍斗に殴りかかろうとした──刹那。

「なっ……!?」

　龍斗が胸元に隠していた『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』が眩まばゆい光に包まれ、その閃せん光こうに拓也はたたらを踏んだ。

「マスター！　『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を開いて下さい！」

「……ああ！」

　龍斗がホルダーから『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を取り出し、光を放っていたページを開く。

　そこには、龍斗の知らない物語が刻まれていた。



　◇



　アイリスは数え切れないほどの魔物を倒しましたが、日ひ毎ごとにその数は増えて行きました。

　お城の騎士達たちも何人も死に、騎士団の数はどんどん減って行きます。

　騎士達が果てていく姿を見ながら、アイリスは嘆きました。自分は、誰も助けることが出来ないのかと。

　ある日アイリスは、悠久の地に世界を救った英雄が残したといわれる聖剣があるという噂うわさを耳にします。

　アイリスは人々を守るために、伝説として語り継がれる聖剣を手に入れる旅に出ました。

　どんな魔物も打ち倒し、人々に希望を与えると言われる、聖なる剣。

　剣身は銀色に輝き、柄えに刻まれるのは、狼おおかみの紋章。

　その聖剣の名は──



　◇



　その文章を見つめながら、龍りゆう斗とは強く頭の中にイメージする。

　アイリスを召喚した時と同じ、感覚が研ぎ澄まされていく感覚。

　龍斗の腕に疾はしる、灼やけつくような熱。頭の奥を焦がすような、ちりちりとした痛み。

　このままなら、神経が焼ききれてしまうかもしれない。──それでもいい、と思う。

　アイリスが傷つきながら、それを見守ることしか出来なかった自分を思い出す。

　アイリスが倒れながら、エミリに抱えられ逃げた自分を思い出す。

　あんな思いをするくらいなら、こんな痛み、いくらでも耐えられる。

　想像する。空想する。幻想する。その、聖剣の名は──

「ベオウルフ──！」

　龍斗の叫びが、廃ビルのエントランスに木こ霊だまし──瞬間、龍斗の右手に旋風が起こった。

　その強烈な風にアイリスも、拓たく也やも、それまで無表情をしていたドロシーさえ、目を閉じる。

　再び彼らが瞼まぶたを開けた時──突然龍斗の手に現れた剣に目を見開いた。

（これは──）

　その剣を手にした龍斗も、驚きに顔を染めている。

　月光を反射し、銀色に光る刀身。柄に彫られた狼の紋章。

　その剣は、龍斗が読み上げた物語に出てきた聖剣、ベオウルフに酷似していた。

「龍斗！　その剣は一体──」

　エミリの驚きに満ちた声に、龍斗は視線を移す。

　龍斗の目に飛び込んだのは、呼吸を乱しながらこちらを見るエミリ。

　そして、今まさに飛びかかろうと体勢を低く構える銀狼スピツツの姿だった。

「エミリっ！」

　そう叫ぶのと同時に、龍斗はエミリに向かって走り出し──自分の体の軽さに、息を呑のんだ。

　地面を踏む度に伝わる衝撃も、柄を握る握力も、どれも力が満みち溢あふれているのが分かる。

「マスター！　そのまま斬きり上げて下さい！」

「──っ！」

　アイリスの声に、視界が安定しないまま龍りゆう斗とはベオウルフを両手で斬り上げる。

　技術の欠片かけらもない、ぶっきらぼうな剣筋。

　だが、その斬ざん撃げきはエミリに跳びかかった銀狼スピツツの胴体に命中し──銀狼スピツツは悲鳴もなく地面に投げ出され、動かなくなる。

　一撃。たった一撃で、銀狼スピツツは戦闘不能になったのだ。

　荒く息をつきながら、改めて龍斗はベオウルフを眺めていると、

「……嘘うそでしょ？　まさか、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』って……使役型と装備型を兼ね備えてる〈幻げん想そう戯ぎ曲きよく〉なの？」

　尻もちをついたエミリが、ぽつりと呟つぶやいた。

　──〈幻想戯曲〉には二種類あってね。人間とか魔物を召喚できる使役型と、兵器を召喚する装備型の二つがあるの。

　龍斗は以前、エミリから聞いた言葉を思い出す。

　装備型。〈幻想戯曲〉のキャラクターが使用する兵器を装備し、そのキャラクターの知識や身体能力をコピーする能力。

　もし、エミリの言葉通りベオウルフが『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』の装備型の能力だとすれば、

　龍ヽ斗ヽはヽ、アヽイヽリヽスヽとヽ同ヽ等ヽのヽ戦ヽ闘ヽ力ヽをヽ持ヽっヽてヽいヽるヽこヽとヽにヽなヽるヽ。

　果たして、龍斗がそれを理解しているのかどうかは定かではない。

　だが、この場に拓たく也やとドロシーしかいないことを好機と見た龍斗は、拓也達たちに向かって走り出す。

「ちっ……！」

　自分を狙ってくる龍斗に拓也は、反射的に地面に滑り込む……が、いつまでたっても龍斗の攻撃は来ない。

　当然だ。龍斗の目的は、最初から拓也ではなかったのだから。

「……マスター」

　そう呟いた時には、既にアイリスは龍斗に抱えられていた。

「……助けに来たよ、アイリス」

　優しく、龍斗はアイリスに笑いかけた。

　その笑顔は、煌獅子ヴオルドから身を守ってくれた時に見せた表情にそっくりで、しばらくアイリスは龍斗に見み惚ほれ──龍斗に抱きかかえられているという状況を思い出し、顔を紅潮させた。

「ま、まままマスター！　ち、近いですよ！」

「……っ！　ご、ごめん！」

　顔を真っ赤にしながら、慌てて龍りゆう斗とはアイリスの腰から手を離す。

　エミリはその二人のやり取りを、ごちそうさまといわんばかりの表情で見つめていた。

「ドロシー！　煌獅子ヴオルドを召喚しろ！」

　動揺の色を露あらわにしながら、拓たく也やがドロシーに命令した。

　しかしドロシーは返事をせず、地面に横たわる銀狼スピツツが、少しずつ光の粒子に分解されていくのを見つめている。

　そのドロシーの目は変わらず光が失われており、眼まな差ざしも空虚なままだ。

「……銀狼スピツツ」

　しかし、ドロシーはか細く呟つぶやくと──虚うつろな目から、静かに涙が零こぼれた。

「……エミリ。一つ聞いていいか？」

　そのドロシーの様子を見ながら、龍斗はエミリに尋ねる。

　今が拓也の〈幻げん想そう戯ぎ曲きよく〉を奪回する絶好のチャンスであることは、龍斗も理解している。

　だが、その前にどうしても知りたいことがあった。

「エミリは、『獣使いの乙女メイデン・オブ・テイマー』をどうするつもりだったんだ？」

「……廃棄するつもりでいたわ。契約者を殺さずに契約破棄するのは難しいから。だから、『獣使いの乙女メイデン・オブ・テイマー』がずっとあいつのものになるくらいなら、消してしまう方がいいと思ったの」

　冷淡とも感じられるほど真剣な声色で、エミリが話す。

　なるほど、その言葉は嘘うそではないだろう。……だが、本心でもない。

「何とか、ドロシーを助ける方法はないかな？」

　龍斗は、エミリから教えてもらったことくらいしか、ドロシーのことを知らない。

　でも、と龍斗は思う。

　ドロシーが家族思いの女の子であること。家族である煌獅子ヴオルド達たちに慕われていたこと。父親を助けるために旅に出るような優しい女の子であること。

　それは真実だと、龍斗は思っていた。

「ドロシーは好きで俺達を襲ってたとは思えない。でも、廃棄するってことはもう二度とドロシーを召喚出来ないってことだろ？　そんなの嫌なんだ。……だから、出来るならドロシーも、ドロシーの家族達も助けたい」

「……そうね。それは私も同感だわ。じゃああいつの〈幻想戯曲〉を回収するために、まずはドロシーの召喚獣を全部倒して無力化しましょう」

　エミリは龍斗の言葉に少しの間絶句していたが、真顔になり答える。

　そして、そのすぐ後にエミリは「でも」と付け足し、

「ほんと、笑っちゃうくらいのお人ひと好よしよね、龍斗って。見ず知らずの〈幻想戯曲〉のキャラクターなんて、普通助けようなんて思わないわよ」

「悪かったな、お人好しで」

「何度も言わせないでよ。褒めてるのよ、私は」

　そう、エミリが小さく笑った時、

「聞こえねえのか、ドロシー！　煌獅子ヴオルドを召喚しろ！」

　拓たく也やの怒鳴り声に、ドロシーはびくりと体を強こわ張ばらせる。

「はい。……煌獅子ヴオルド」

　ドロシーは頬ほおに伝う涙を拭ぬぐわないまま、煌獅子ヴオルドの名前を口にした。

　その直後、光の粒子がドロシーの前に収束し形を成していく。

「アイリス。手を前に出してくれないか？」

　言葉通り、アイリスは両手を差し出すと、龍りゆう斗とは手にしたベオウルフでアイリスの手錠を切断する。

　そして、先程龍斗が投げ捨てたアイリスの剣をエミリが拾い、アイリスに渡した。

「さっ。これで前衛二人、後衛一人ね。ようやく私の本当の実力が出せそうだわ」

　不敵な笑みを浮かべながら、エミリは龍斗達たちから下がり『魔弓の射手フライヘーゲル』を構える。

　龍斗とアイリスが煌獅子ヴオルドに目を移した時には、ほとんどドロシーは召喚を終えようとしていた。

　尾は風を切りながら鞭むちのようにしならせ、鋭利な爪は地面を抉えぐり、たてがみは天高く突きあがり──

「……アイリス、もう俺に逃げろなんて言わないよな？」

　煌獅子ヴオルドの肉体が形成される寸前、ぽつりと龍斗が呟つぶやいた。

「……正直、まだ迷っています。果たして、マスターを危険に晒さらしても良いのか。マスターに戦う力があっても、ここは逃がすのが騎士として正しい姿ではないのかと」

　アイリスはわずかに顔を俯うつむかせながら、暗い声色で龍斗に答える。

「でも」

　アイリスは、ぎゅっと剣を両手で握り──、

「今だけは、私はマスターと一緒に戦いたい。……お願いできますか？　マスター」

「……おうっ！」

　二人は同時に、剣を構えた。

　瞬間、煌獅子ヴオルドは完全な肉体を持ち、咆ほう哮こうを響かせながら龍斗とアイリスに跳びかかった。

　爪を剥むき出しにし、煌獅子ヴオルドは強きよう靭じんな足で地面を叩たたきつける。廃ビルを震わせるほどの衝撃。それと共に粉ふん塵じんが舞う──が、既にそこに二人はいない。

　龍斗とアイリスは肩を並べ、弧を描くように煌獅子ヴオルドの横を駆け抜けていた。

　かたや、全身に腫れるような痛みを負った少年。

　かたや、ヒビの入った鎧よろいを身に纏まとう少女。

　しかし、その走る軌道も、足捌さばきも、呼吸のリズムすらも同じ。

　そして、龍りゆう斗ととアイリスは煌獅子ヴオルドの真横で足を踏み込み──、

「……っ！」

　同時に剣を振り下ろそうとした刹那、煌獅子ヴオルドの尾が横薙なぎに二人を襲う。

　龍斗とアイリスがバックステップで回避し、煌獅子ヴオルドが再び二人に食らいつこうとした時、

　二本の矢を振り絞ったエミリが、指を離す。

　一本の矢は、弧を大きく描き旋回。もう一本の矢は、直角に屈折。

　互いの矢は違う軌道を描きながらも、エミリの死角である煌獅子ヴオルドの横腹──公園でアイリスが斬きりつけた傷へ同時に射通し、痛みに耐えきれず煌獅子ヴオルドは膝を落とした。

　それは、ほんの一瞬の隙。

　心拍一つもあれば立て直すほどの、好機とも呼べない刹せつ那なの出来事。

　だが、足りる。

　それで足りるのだ。

　龍斗の自室で、文芸部の部室で、夕暮れの公園で、すれ違いを繰り返してきた二人だが──この瞬間、龍斗とアイリスの思考は同調シンクロしている！

「……っ！」

　故に、互いに合図など不要。

　龍斗とアイリスは剣を担ぐように構え、阿あ吽うんの呼吸で煌獅子ヴオルドに疾走する。

『──はあああああああああっ！』

　二人が同時に振り下ろした剣は煌獅子ヴオルドの身体を十文字に斬り──煌獅子ヴオルドは悲鳴もなく、その場に倒れた。



　◇



　煌獅子ヴオルドが龍斗とアイリスに斬り伏せられたのを、ドロシーは虚うつろな目で見つめていた。

　煌獅子ヴオルド達たちはドロシーの召喚獣のため、いくら致命傷を負っても死ぬことはない。

　だが、彼らはドロシーを守り、感情を分け合う家族であった。

　その最後の家族が、ドロシーのためでなく、拓たく也やの私欲のために傷ついているのだ。

「……煌獅子ヴオルド」

　掠かすれた声で、心を失ったはずのドロシーは悲しげに呟つぶやいた。──その直後、

　不吉な音を立てながら、煌獅子ヴオルドを召喚した時に出来た天井の亀裂が入る。煌獅子ヴオルドが倒れた衝撃で、建物全体が震動したのだ。

　天井が一部分に穴が空くように崩れ、コンクリートの塊が落下する。その下にいるのは──ドロシーだ。

「ドロシー！」

　龍りゆう斗とが叫びながら駆け出す寸前、煌獅子ヴオルドが龍斗の傍を駆け抜けた。

　煌獅子ヴオルドはドロシーを庇かばうように覆い被さり──背中に、強くコンクリートの塊を打ち付けた。

　煌獅子ヴオルドには今、龍斗達たちを襲うという意思しかないはずだ。

　それでも、煌獅子ヴオルドは確かに、ドロシーを守った。

　まるで、『獣使いの乙女メイデン・オブ・テイマー』の中で、ドラゴンからドロシーを守り果てていったように。

「……助けてくれたの？」

　乾ききった、ドロシーの呟つぶやき声。だが、龍斗にはその声色に、わずかに愛いとしさが込められているように感じられた。

　そして、ドロシーは小さな手で煌獅子ヴオルドの顔に触れ……煌獅子ヴオルドは光の粒子になり、本の中に消えていった。

　煌獅子ヴオルドが消えても、ドロシーは手を伸ばし続けている。

　そして、

「煌獅子ヴオルドぉ……！」

　光を失くしたドロシーの瞳から、涙がこぼれた。

　それを見ながら、拓たく也やは苛いら立だちに顔を顰しかめ、

「クソッ！　こうなったら金狐ウイツツを……！」

　ドロシーに手負いの金狐ウイツツを召喚させることを命じようとして──薄暗いエントランスより更に濃い黒色の光が、拓也の手より発せられた。

　拓也がその手を見ると、手の甲に刻まれた刻印をなぞるように、漆黒の光が走っている。

「なっ……がああああああ！」

　それを拓也が視認すると同時に、手の甲から全身にかけて神経が焼けるような熱に襲われ、絶叫を上げ悶もだえ苦しみ、失神し倒れる。

　そして、ドロシーは顔を涙で濡らしたまま、光に包まれ本の中へと消えて行った。

「何だ？　今の」

「分からないわ。あいつの手から黒い光が出てたみたいだけど。……それより」

　エミリが、龍斗が手にするベオウルフを見る。

「まさか、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』が使役型と装備型を兼ねていたなんてね。でも、どうして突然能力が覚醒したのかしら」

「……そういえば、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を読んでる時文章が増えてた気がするな」

　ベオウルフを召喚した時も、新しい物語が刻まれていた。それと何か関係があるのだろうか？

「……もしかしたら、龍斗が『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』の続きを読むことで完全な契約に近づいてるのかもね」

　エミリの言葉に、アイリスが首を傾かしげる。

「完全な契約、ですか？」

「ええ。龍りゆう斗とは『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を全部読んでない状態で契約したから、不完全な状態になった。だから、物語の続きを読むことで契約が更新されて、本来の能力を引き出したのかも。仮説の域は出ないけどね。……じゃあ、私は私のやるべきことをしましょうか」

　エミリは気絶した拓たく也やの首根っこを掴つかみ、ずるずると引きずりながら奥の部屋へ連れて行こうとする。

「お、おい。何しようとしてるんだよ」

「こいつには、聞かなきゃいけないことがたくさんあるもの。犯人に何ど処こで会ったのかとか、どうして〈幻げん想そう戯ぎ曲きよく〉が使えるのかとかね。だから無理やり起こして吐かせるわ」

「……その前に一つ聞きたいんだけど、そいつを警察に突き出すことは出来るのか？」

「無理でしょうね。法律で裁くことなんて出来ないから。……でも、法で裁けないなら、私が裁いてあげるわよ」

　そう言って、エミリは悪意に満ちた笑顔を浮かべた。

　その表情にぞくりと龍斗の背中に怖おじ気けが走る。

「だから、時間かかるかもしれないから、二人は先に帰ってくれてもいいわよ？」

「いや、俺は待ってるよ。そいつに聞きたいこと、俺も色々あるしさ」

「マスターがそう言うなら、私も待機しています。マスターを置いて一人で帰る訳にはいきませんから」

「そう？　じゃ、朝日が昇る前に終わらせるよう頑張るから、二人はそこで休んでてね。……もっとも、龍斗は動ける状態じゃないだろうけど」

「えっ？」

　そう龍斗が呟つぶやいた瞬間、手にしたベオウルフが光の粒子となって消え……、

「──痛ってえええ！」

　突然の体の痛みに、龍斗は叫びながらその場に倒れた。

　まるで、全身の筋肉が引きつったような痛みだ。たとえるなら、普通の筋肉痛を何倍も激しくした感じだろうか。

「ま、マスター！　どうしたんですか!?」

「龍斗には関係ないと思って言わなかったけど、装備型って武器を本に戻すとリバウンドって言って、体がすごく疲れるのよ。自分にない身体能力を無理に引き出してる訳だからね。でも、その様子を見るとベオウルフって相当すごい〈幻想戯曲〉なのね。たったあれだけの召喚時間で、こんなにひどいリバウンド起こす人間初めて見たわ」

「エミリ……こっちにも覚悟ってもんがあるんだから、そういうの先に言ってくれよ……」

　全身をぷるぷる震わせ、涙目になりながらエミリに訴える。

　だが、エミリは涼しい顔でその視線を受け流すと、

「どうせしばらく時間がかかるんだから、そこで休んどきなさいって。じゃ、行ってくるわね」

　それだけ言い残し、奥の部屋へと消えて行った。

　しかし、エミリも戦闘が終わった後なのに、全然疲労の色を見せていない。やはりすごい実力があるんだなあ、と痛みの中で龍りゆう斗とが思っていると、

「……マスター？　大丈夫ですか？」

「あー、うん。けっこうやばいかも。首とか全然動かないし」

「……」

　その答えに、アイリスはしばらく沈黙した後……突然、龍斗は耳元に何かふっくらとした感触を覚えた。

　龍斗の視界の隅に映るなめらかなふとももに、微かすかに鼻をくすぐる甘い匂い。そして、後頭部の辺りに感じる柔らかさ……。

　そこでようやく、龍斗はアイリスに膝枕されているということに気付いた。

「あ、アイリスっ!?」

「マスターを、こんな固い床で寝させるわけにはいきませんから。……それとも、私の膝では嫌ですか？」

「い、いや、もちろん嫌じゃないけど……」

　嫌ではないが、生まれてこのかた女の子に膝枕なんてされたことのない龍斗は、初めて感じる温かさにどぎまぎしてしまう。耳たぶが熱くなっているのは、アイリスの膝枕が温かいのか、自分の体が火ほ照てっているのか、龍斗自身分からないほどだ。

　緊張と動揺のなか、龍斗は何か話さなければと話題を探し、ふと先程のアイリスの言葉を思い出した。

　──今だけは、私はマスターと一緒に戦いたい。

「……アイリスは、絶対に俺を守るって言ってくれたよな？」

　錆さびついたように固くなった首を強引に動かし、龍斗はアイリスの顔を見上げる。

　龍斗に見つめられたことにアイリスはわずかに頬ほおを染めたが、すぐに平静を取り戻し、いつもの真剣な口調で、「はい」と答えた。

「その気持ちはさ、すごく嬉うれしいんだ。……でも、俺を守ってくれたって、アイリスが傷つくのは嫌なんだよ。たとえ俺が怪け我が一つなくても、アイリスが傷だらけになるのを黙って見てるなんて、俺には出来ない」

「……はい」

　今度は、躊躇ためらいがちにアイリスは答える。

　アイリスは、誰かを守るための生き方しかしらない。

　誰かのために剣をとり、誰かのために血を流す。アイリスは常に、誰かのために一人ぼっちで戦ってきた。──でも。

　一人くらい、アイリスのために戦う人間がいたっていい。

「だから、アイリスが俺を守るって言うなら、俺だってアイリスを守ってやる。……一緒に戦おう、アイリス」

　龍りゆう斗とは痺しびれるような体の痛みも、全身に感じる微熱も忘れ、アイリスの言葉を待つ。

　アイリスは龍斗の言葉に驚いたような表情をしたが、それも一瞬だった。

　龍斗がまばたきをした次の瞬間、アイリスは潤ませた瞳を指で拭ぬぐい、

「……はいっ！」

　最後に微笑ほほえみながら──力強く、龍斗の言葉に答えた。


















エピローグ　少女の騎士の現代譚



　アイリスはベオウルフを手に入れ、遂ついに国から魔物を討伐することに成功しました。

　その功績を認められ、再びアイリスは英雄と称たたえられました。

　しかし、アイリスは少しも嬉うれしくありませんでした。魔物がいなくなったため、剣を握る理由がなくなってしまったからです。

　アイリスは嘆きました。誰かを守るために生きていたアイリスにとって、魔物を倒すことは生きる目的でした。その魔物がいなくなり、何な故ぜ自分が生きているのか分からなくなったのです。

　そして、アイリスは自国を去り東の国へ行きました。東の国には魔物がたくさんいて、守るべき人間がたくさんいたからです。

　しかし、それは人々のためではありません。自分が生きている価値を見失わないために、魔物を倒すのです。

　東の地でもアイリスは魔物を討ち倒し、多くの人から感謝されました。多くの人から賞賛を受けました。

　しかし、やはりアイリスは、一度も笑いませんでした──





　龍りゆう斗とは息を荒げながら部屋に帰ってくると、ベッドの上に倒れ込んだ。

　龍斗の後に続くように、アイリスも部屋に上がる。直前まで運動していたのか、龍斗もアイリスもジャージを着ていた。

　アイリスは、ベッドの上で横になっている龍斗を見ると、

「情けないですよ。たったあれだけの距離を走っただけで音を上げるなんて。ベオウルフのリバウンドはこんなもんじゃないんですから」

「そんなこと言われても、普段から運動なんてあんまりしてないからさ。それに、病み上がりなんだぞ？　もう少し手加減とか……」

「駄目です。約束したじゃないですか。完治したらベオウルフに慣れるよう、体を鍛えるって」

『獣使いの乙女メイデン・オブ・テイマー』の事件から、一週間後。

　公園であれだけ暴れたのだから事件になっていると龍斗は思ったのだが、そこは桜さくらヶが丘おか図書館が警察に手回しをしてくれたのだろう。公園での一件はさほど事件にはならず、地方新聞紙の小さな欄に載るのみだった。

　エミリが『獣使いの乙女メイデン・オブ・テイマー』を回収した後、龍斗は煌獅子ヴオルドから受けた怪け我がと熱で、一週間学校を休み自宅で休養をとっていた。

　その間、アイリスが甲か斐い甲が斐いしく龍りゆう斗との看病をしてくれたお陰で、龍斗は体中の痣あざも消え完治した。

　完治した、のだが……。

「……なんか、あの一件以来アイリス俺に厳しくなってない？　前はもうちょっと優しかった気がするんだけど」

「あれは私が契約者として接していたからです。でも、私を守ると言ったからには、それは一緒に戦う騎士ということでしょう？　ですから、トレーニングをしている間は先輩として、ビシビシと指導させてもらいますよ」

「ビシビシと指導、ねえ……」

　苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔をしながら、龍斗は先程のトレーニングの内容を思い出す。

　早朝五時に起こされ、近くの河川敷をランニングし、橋の下で筋トレを何セットも繰り返し、木刀で技の研究をし……と、体育会系さながらのハードメニューである。よく体がもったものだと、自分で自分を褒めてあげたいくらいだ。

「それでは、シャワーを浴びさせてもらいますね。……それと、トレーニングは夕方にもしますから、ゆっくり体を休ませて下さい」

「……」

　浴室の扉が閉まる音を聞き、龍斗が枕に顔を埋めた。その直後、

「やっほー、龍斗。元気にしてる？」

　突然扉が開き、制服姿のエミリが部屋に入ってきた。

「え、エミリ!?　なんで俺の部屋に来てるんだよ!?」

「あれっ？　メール見てないの？　今朝由ゆ紀きの家行ったら龍斗が学校に来るって聞いたから、由紀がご飯作ってる間に龍斗を迎えに行くってメールを送ったんだけど」

　龍斗がテーブルの上に置いてあった携帯を開くと、確かに一通のメールが受信されている。受信時刻は……なるほど、アイリスとトレーニングに出かけてる時間帯だ。

「あ、ああ、そうなんだ。準備が終わったら由紀の家で朝食食べるからさ、もう少し待っててくれ。……あと、エミリに聞きたいことがあるんだけど、あの男はどうなったんだ？」

　あの男……拓たく也やのことだ。

「駄目だわ。あの後色々と聞いてみたんだけど、何な故ぜか〈幻げん想そう戯ぎ曲きよく〉のこと全部忘れてるみたいなの。あいつの手に刻まれた刻印が消えてたから、それと関係があるとは思うんだけど……」

「ってことは、桜さくらヶが丘おかで〈幻想戯曲〉を配っている犯人の手がかりはなしか？」

「……そうなるわね」

　なんでも、エミリが拓也を尋問した結果、拓也は『獣使いの乙女メイデン・オブ・テイマー』のことも、〈幻想戯曲〉をもらった犯人のことも一切記憶が消されていたらしい。

　その動揺ぶりは嘘うそをついているとは考え辛づらく、仕方なく拓たく也やから犯人の情報を引きだすのは諦めた……と、エミリは語った。

「それで、あのドロシーって女の子は？」

「……一応、契約は破棄されたみたいだから、『獣使いの乙女メイデン・オブ・テイマー』は私が回収したわ。今のところ別段おかしいところはないけど、新しい契約者が現れるまでドロシーが正常に戻ったかは分からないわね」

「……そっか」

「でも、ウォレス図書館で解析すれば、何か分かるはずだから。その時になったら、まず真っ先に龍りゆう斗とに教えるからね」

　龍斗の表情が暗くなったのを見て、明るい声でエミリが話しかける。

　そのエミリの言葉に、龍斗は小さく笑いながら、「ああ」と答えた。

「それと、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』はどうしたの？」

「『獣使いの乙女メイデン・オブ・テイマー』の事件からページは最後まで埋まったからさ、全部読んだよ。物語があれで終わりかは分からないけどな」

　ベオウルフを召喚した時、エミリは『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を読み進めたから完全な契約に近づいたと仮説を立てた。

　その仮説が正しいのか確認するため、龍斗は療養中に『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を読み、遂ついに読み終えることが出来たのだ。

「でも、アイリスの実力が戻ったって訳でもないし、完全な契約状態になったって実感はいまいちないな」

「ふうん。……でも、『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』を読みたくないって言ってたわよね。そのわだかまりはなくなったの？」

「……まあな」

　本音を言えば、未いまだ龍斗は『孤高の英雄譚ヒロイツク・サラテユード』の中のアイリスが好きにはなれない。

　人々を守るためだけに生きる、孤高の騎士。それが小説の中のアイリスだ。

　でも──

「もう、そんなの関係ないからさ」

「関係ない？」

「だって、俺と一緒にいるアイリスは、笑ってるんだから」

　小説の中のアイリスが、アイリスの本当の姿。それは事実かもしれない。

　でも、そんなことは龍斗にとってどうでも良かった。

　龍斗が好きなのは現実にいる──自分に笑いかけてくれるアイリスなのだから。

「……そうなの」

　エミリは微笑ほほえみながら、龍斗の言葉に頷うなずいた。

「ところで、今アイリスが浴室使ってるの？　シャワーの音が聞こえるけど」

「トレーニングから帰ってきたばっかりだからさ、汗を流してるんだ」

「……なるほどね」

　そう呟つぶやき、エミリはカーテンの内側にさっと、何かを入れた。

　エミリが何を入れたのか尋ねようと、龍りゆう斗とが口を開こうとした時……ピンポーン、とドアチャイムの音が響く。

「……？　こんな時間にまた誰か来たのか？」

　訝いぶかしみながら龍斗が立ち上がり、扉を開く。

　そこには、スカートの裾を握りしめ妙にそわそわとした由ゆ紀きの姿があった。

「お、おはようございます、石いし馬ま先輩！」

「ゆ、由紀!?　なんで由紀まで俺の部屋に……」

「あ、あのっ、エミリさんが石馬先輩の部屋に行ってなかなか戻ってこないから、その……心配になって」

　前回龍斗の部屋を訪ねた時のように、もじもじとしながら由紀が答える。

　しかし、アイリスと同居していることをまだ話していない龍斗は、アイリスと一緒に暮らしているのが由紀にばれるのではないかと気が気でない。

　龍斗が、何と言葉をかけようかと迷っていると、

「いいじゃない。似合ってるわよ、アイリス。せっかく色んな服を着る機会があるんだから、ワンピースだけなんてもったいないもんね」

　部屋からエミリの陽気な声が聞こえ、龍斗と由紀は互いに見つめ合いながら硬直する。

「……先輩？　今、アイリスさんがこの部屋にいるんですか？」

「い、いや！　これは、その……」

　目を泳がせながら、龍斗は必死で言い訳の言葉を探す。が、なかなか答えようとしない龍斗を更に怪しいと思ったのか、由紀は無理やり龍斗の部屋へ押し入った。

「失礼します！」

「あっ！　こ、これは違うんだって由紀……！」

　そう言いながら慌てて龍斗が振ふり返かえり──龍斗と由紀は、アイリスの姿に言葉を失う。

　胸を飾る赤いリボン。龍斗が見慣れたスカート──アイリスは、桜さくらヶが丘おか高校の制服を着ていた。

「あっ……ど、どうでしょう？　似合っていますか？」

　アイリスはその場でひらりとスカートを揺らし、照れながら龍斗と由紀に尋ねる。

　だが、龍斗も由紀も何な故ぜアイリスが制服を着ているのか理解できず、ぽかんとアイリスを見つめるばかりだ。

「……えっ？　アイリスさんが石馬先輩の部屋にいて、でもアイリスさんは桜ヶ丘高校の制服を着てて……えっ？　えっ？」

「……エミリ、なんでアイリスが俺達たちの高校の制服を着てるんだ？」

「決まってるじゃない。アイリスが桜さくらヶが丘おか高校の生徒になるからよ」

　ふふん、とエミリは龍りゆう斗とをからかうような笑顔を浮かべる。

「アイリスが学校でも龍斗の傍にいたいって言うから、私が色々手配してアイリスを転入させてあげたの。で、龍斗を驚かせようと思って秘密にしてたのよ。ねっ？　アイリス？」

「はい。エミリの心遣いには感謝しています。リヽュヽーヽトヽが私を守ってくれるように、私がリヽュヽーヽトヽを守ることは変わりませんから。これで堂々と傍にいることが出来ます」

「そ、傍にいるってどういうことなんですか!?　それに、いつの間にかアイリスさんまで石いし馬ま先輩のこと名前で呼んでますし……って、先輩っ！　なんで笑ってるんですか!?」

　そこで龍斗は自分がにやけていることに気付いた。由ゆ紀きに怪しまれないよう、顔を元に戻そうとするが、なかなかうまくいかない。

　龍斗はアイリスと一緒に戦うと誓った以来、アイリスは龍斗のことを「マスター」ではなく、「リュート」と呼ぶようになった。

　それが嬉うれしくて仕方ないのか、アイリスに名前を呼ばれる度に、龍斗は頬ほおが緩んでしまうのだ。

「それよりも、私はまだ龍斗からこの制服が似合ってるかどうか答えてもらってません。私は、龍斗から感想を聞きたいんです」

「石馬先輩、答えて下さいっ！　なんでエミリさんだけじゃなくて、アイリスさんまで石馬先輩を名前で呼んでるんですかっ!?」

「えっ？　ええっ？」

　仄ほのかに頬を染めるアイリスに、涙目になりながら詰め寄る由紀。そして、それを遠巻きに愉快そうに眺めるエミリ。

　どうやら、龍斗とアイリスの現代譚カヽレヽンヽトヽテヽイヽルヽはまだまだ続きそうだ。










あとがき



　こんにちは、弥生志郎です。

　新シリーズ、「カレントテイル」スタートしました！　著者プロフィールにも書いた通り気張っていきますので、是非お付き合い下さいませ。



　それでは、謝辞に入る……前に、本作を書き始めるきっかけについて、少し書きたいと思います。

　第八回ＭＦ文庫Ｊ新人賞佳作を受賞した前作、「ドリーミー・ドリーマー」は、一巻しか出していません。もしかしたらこのあとがきを読んでいる人の中にも、「あれ？　ドリーミー・ドリーマーは終わりなの？」と思っていた人もいたかもしれません。

「ドリーミー・ドリーマー」は、あの一冊で完結です。僕は一冊だけでやりたいことを全てできました。編集さんも同じ気持ちだったと思います。

　ということで、新しいお話の企画として何本もプロットを出し、編集さんと相談し、こうして本作が完成しました。

　本の中の登場人物とか武器を現代に出した、バトルアクションものにしよう！　それがこのお話を書く起点になりました。

　頑固な女の子の騎士とか、とんでも軌道を描く弓だとか、そういうのをばんばん出していこう。そこから「カレントテイル」は始まったのです。

　前作は学園ものでしたが、今回は現代バトルです。

　ジャンルは違えど、少しでも読んでいる人に楽しんでもらいたいと思う気持ちは変わりません。気張っていきますので、是非お付き合い下さいませ。

　あれ？　さっきも似たようなことを書いたような……。



　遅くなりましたが、謝辞の方を。

　まず、編集の池いけ本もと様。本作を書くにあたって、最もお世話になった人物と言っても過言ではありません。「カレントテイル」はたくさんの人の血と汗の結晶ですが、池本様はかなりのウェイトを占めています。本当にご迷惑をおかけしました。そして、ありがとうございます。

　そして、「ドリーミー・ドリーマー」に引き続き、「カレントテイル」でも魅力的なイラストを描いて下さった基井あゆむ様。前作から数ヶ月と経たない内に素敵なキャラデザを頂き、こんなに幸せ者でいいのか、とパソコンの前で悶えました。今作でも、どうかよろしくお願いします。

　さらに、この作品のために尽力してくれた皆様。当たり前のことですが、文章は一人で書くことが可能でも、作品を作るとなると僕だけでは到底出来ません。出版や販売に関わってくれた全ての人、そして陰ながら僕を支えてくれた家族や友達のみんな。どうかこれからも、ありがとうと言える関係でありますように。



　そして、最後に読者の皆様へ。

　文章を書いていると最高にノリノリだったり、心底楽しいと思う瞬間も確かにあります。

　しかし、キーボードを打ちながら悶々としたり、テンションがガタ落ちしたりする時もあります。

　そんな時、「この小説を誰も読んでくれなかったらどうしよう……」と、途方もない不安によく駆られます。

　だから、一人でもこの作品をおもしろいと思ってくれれば、至上の喜びです。大げさに聞こえるかもしれませんが、本心です。

　勿論、たくさんの人が手に取ってくれればもっと嬉しいです。そうなるように日々精進しますので、見守ってもらえると幸いです。

　では、また会える時を願って。よろしくお願いします。

２０１３年１月　弥生志郎
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